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4 久保田鉄工側アルキャストカーテン

ウオール製造工場の見学会

カーテンウオ ー ル 資材 のー っ と し て 最 近手IJ JTJ が 明 大 し て お りますア

ル キ ャ ス ト の 製 造 工 場 と 一 般 鋳 物 製 造 工 場 を 久 保 川 鉄 工 株 式 会 社 の

ごl亨芯によリ比' ; いたし ます い! とぞ 俗 って ご参 IJII 卜さ L 、。

た だ しI，;J Ji 会 H の }j は ごi主l出版I¥、ます

日 時 6 月23 日ω 13. 30(集 作) → 16. 00( 解散)

集合場所 ｉｅｉｊＩＩｾ Ｇｩ状線 ｲ ｫ ｩｬ ・ ｊ［ｊｾ ｊ 改札 Ｑ 1  (.j"jIi: .  Il l ::: 会1)11;

[ 参考 J 11 大阪駅→ ｫ Ｎ ｩｉ Ｚｉｾ｝ｾ ( 約20分 )

k. r. ， Ｇｊ ，Ｎｵ［ ｊｾ → ＱＱ＠ ( 約10分 )

見 学 場 所 久似 ｛ｕ 鉄工側，ＱｾＮ川 ＱＱ 山工場

( 大阪市大正区南思 IJ 日仏 IIrf 1帯 地 )

icli 給 1l ! : 話番号 06- 552- 1181 

見 学 時 間 14. 00→ 16 .00 ( 大 正 駅 よ り 工 場 ま で の l J 似 は 久 似 111欽

工( 州ご提供 の タクシ ーを 利 用 い た し ま す )

定 員 30名

申 込 往 似 ハ ガ キ に I，H ります。 ハ ガ キ は 1 枚 l 名| 浪りとし、

「ア ル キ ャ ス ト 工 場 見学 会 」 と 明記 の 上 氏 名 ・勤 務 先

名 ・所 在 地 ・役 職 ・述 総 屯話 番 号 - 返{ ，¥問先名 ・ffqj 便

番号を 記入の 上 Ｖ 月 ＱＱ 日Ｈ月Ｉま でに ＭＡＮ ｊ Ｇｾ 業課 へ 。

た だ し 定 只 を 超 過 し た と き は 抽 せ ん に て 決 定 し 、 参 加l

証 を お 送 り し ま す。

な お 同 業 会 μ の 方 は お 巾 込 い た だ い て も 除 外 い た し ま

す。

4 近畿建築会館借入金の

一部償還当選お知らせ

会館建設資金としてＡ日一用いたしましたものについて、この 一 斉 ｉｓｦ ｩＧｬｾ立

の lil lせ ん を 3 月28 日定 H射干議以会 l市上 で 行 な い ま し た と こ ろ 、 下記

のと おり決定し、たし ま し た の で お 知 ら せ い た し ま す。

なお、 ftt 泣 金 の お 支 払 は 6 月 1 日より 行 な い ま す。

ｾ ｾ＠

百じ

附 三 占も 笠f i 1t. j 1.股

仲村久{ 米 R首 席 l殺

附前)f長'r'i 三 日'fi庖 殿

大 | 坂 セ メ ン ト 側 敗

5十

寄 贈 品 お 礼

50，000円

100，000円

50，0001工1

350，000同

550，000円

こ の たび Ｓ Ｑ 布役以引 の 改装にとＢ， ＱＩ 、 ｉｉｈ 占 ｌιｊｔｊ 株式会村敗より ｉＺ ，ｾ

l耐の 三 星 プ ラスウ オー ルの 1!，Ii 作工' j ¥、此 びに l未1Mの- =.l.tl モンテ

ソ クｉＡ， ｾ符コ ニ ＧｊＧ［ の ご ｾｾｦ !t l門を#li きました 。 こ、に 3，E 卜をiff リて J'，よく

お干し"-1し | げ ま す

日 本 建 築 協 会 会 告 一 一 一 一

4 定時評議員会決議お知らせ

昭和 48年 3 月28 日間( i i iの 定 11寺 評 議 以 会 に お き ま し て 、 下 記 の と お り

承 認可 決 さ れ ま し た の で 、こ、に 会 特 い た し ま す。

1  議 長 及 び 副 議 長 の 選 任

議 長 小 川 正 氏 ( 竹 中工 務 桁 )

日1] 議長 野 中 駒 市 氏 ( 野 中 往 産 )

2  役 員 の 選 任

副 会 長 2 名、理F J1. 20名 、 常 任 理 事 1 名 が 選 任 さ れ ま し た 。

昭 和48年 4 月 、 新 ( 重 ) 任 ・ 留 任 会 長 ・ 副 会 長 ・ 理 事 氏 名

新 ( 重 ) l E H: 

ぷコz己、、 長 ｾ＠ 塚U I 本 猛 次 氏

.i]l ，1止 ，1I' )

副 会 長

銭(音量 高 官向軍 之氏車11)

横 尾 義 貧 氏

福( 1;1.. 田 腰朝処 生氏

百1I k マ)

hl l l 竹 1I> 'Mjj;;Jr )

(井大 上ill 

i晃氏
市( 点 川 宏氏

JJ t  J 十) 畑姐ｾ・ Ｑ ＾ fjj A斤)

五 十 嵐 定 義 氏
{北大 垣 智 造 氏

(大 阪 大 n  阪 011 .i J l 築 1.. ) )  

大 沢 徳 吾 郎 氏 小 西 山甲氏

連! 写E
(1Jl[ ):，¥ 叫l 設) ( 111  中小問処築事務所)

小ヰヰ ;膏氏
(佐安 野 正 一 氏

( 新 (i 
."， 

IJ :) n.iJl 築設，:1- '1>務所)

(高日 野 孝 二 郎 氏

本 11' '" 公 1-/1)

彦(彦 谷 邦 一 氏

谷.iJl築 ，主;1I - -1>  務所)

(谷大 口 尚 武 氏

中本 相l )
宮( ，i' j 脇 和 正 氏

大 阪，(.[ j出按; ' ; [ ; )

( 技術 ) (寺大 田 徳 重氏

li比 .i J l 設)

(山!日l 田 幸 一 氏
同 大 γ )

(山守守 田 義 行 氏

rlr :r: イ'fi J;Ii )  

大 林 芳 郎 氏
(浅法 沼 猪 之 吉 氏

( )ζ ｦｾ ド 制l ) 出 品止1)

(白げt 井 周 二 氏

水 位 s世)

(鴻鴻 池 藤 一 氏

ittJ. 剖l )

(竹竹 中 錬 一 氏

( 総合)

中 工 訪 問)

(西l!!i 国 義 郎 氏

111 ｾ ｃ＠ fjj 1，10  

松 村 雄付 二氏

Ｈ 松 ｾｊｬ Ｉ

(宮大 武 伊 三 郎 氏

阪 他 設 業 協 会)

小 林 四 郎 氏

( 電気) (今近 畿元'，n: 康公 二E彦'1>氏)  

( 木 J:.J; j -[ 雌 じ 'I'l

(菅大 阪 谷 ｾｉｩ 健 公 児 岐 氏 I)}) 

尾 亀見 ; 青四郎氏

( 管工)

(三 官: W，I)

(高付 須 洪 一 郎 氏

(隅第 因 正 美氏
1  '1 r. 業 社 )

- ， 業)

(室荊 谷 山 水 氏

( 建材 )
(井JI 上 浄 夫iffi 氏

作 iI向 M

1:  (f' ; ょ 18 )

(渡点 汀辺 y ャ γ怠タ氏ー)

( 支部)

f主 守 木 米太郎氏

ｾ＠{公 }止 .iJl ，;1 )  

Ｇ ｬ［ｾＧ 務理｛ ＧＮ ＭＡｯ ｊ Ｇ，Ｚ キ(冨協 中 ' 定三郎氏

会 事務1. . ) l毛) レｾ



日 本 建 築 協 会 会 告

4 日本建築協会昭和48年 度 収 支 予 算 ー去る 3 月28 日 鵬 の 定11寺評議員会において永認されました。一

一 般 勘 定

収 入 の 部 支 出 の 部

存| 日 1'1 |ヨ 令 古H 平4 目 Ｑｾ＠ 日 金 古目

正 品」ニら 員 21，000，000円 ii f  
三，.二ukr• 

1
J

i  22，470，000円

J也 方
£コ広>. 只 1，080，000 議 1京 議 科 会 'Ei 1，740 ，000 

コt E込L  

1'1 収 入 団 イ本 :% ミ 只 11 ，200，000 ｕ ｾ＠ :% ニミ
1.を 3，300 ，000 

ｩＱｦ ｾ＠ 4コロ"  よ4 450，000 

33，730，000 

さ長

建 築 デー タシ ー ト発行 1'1 2，900 ，000 

s出i 11' 1'1 200，000 

{主 毛 1' 11 談 所 1'1 4司 300 ，000

筑t モ ｾ ｴＮ ｾ ＡｉＮ＠ 人
21 ，180，000 対l' 2.460，000 

講 演 説 例 会 収 入 2，340，000 37 ，370.000 

ｪｪ ｾ＠ 43込"  収 入 2，700，000 

業 ｾ ＡｉＮ＠ 人

契 約 ノJ 款?' ' G 1: 収 入 1，800，000  

建 築 デ ー タ ン ー ト 収 入 3，400，000 

総 会 ［ｮ ｾ I議 員 会 1'1 300 ，000 

J: 'I I  会 1-'1 120 ，000 

住 宅 相 談 所 収 入 5，060，000 

制h 1，200，000 

ぷZ 主二、
I日E 1'1 

者11 22 h  2L  

1'1 50. 000 

Ｇ ，Ｚ［ｾ え ｊ ｴ 委 Ｑｾ 会 Ｇ ｦｊｉ 480 ，000 

37，680 ，000 判 別 委 員 会 費 50 ，000 

1.000. 000 

iii ｾＡｉＮ＠ 人

出i ｾ ＡｉＮ＠ 人 80，000 

80，000 支 昨日 父 付 イb 1，008.000 

支 百11 Ｇ ｉ ｾ＠ 支 百日 flli 日I)J オ子 180. 000 

r、、

71， 490， 000 1.188. 000 

"正 iマil'j 本| 720，000 

i凶 Ｇ ｉ ｾ＠ 30. 000 

』長 父 jJlj 900. 000 

Ij5 ｹ ｾ＠
日J イp 'N 1，500，000  

1:11 11:1) 物 300.000 

文 J;} 
，1l 、 '1'1 240，000 

何i 180，000 

3司 870.000

会 館 特 別 勘 定

イ〈 司4F〉dH〉

13，035 ，000 

'永 }j主 千 当 50 司 000

給
1;  

i支 月i官 1三 之"， 408. 000 

超 1f)J T  120 ，000 

干、ト 1-1  Ｇ ｉ ｾ＠ 1.1  金 在H lT 
1)  

5.325 ，000 

18‘ 938 ，000 

収 入 の 部

ｫｾ＠ 人 すそ ｾ ＢＧ｜＠ 2  総 人 イp 3. 100.000111  
他 w  1:民 料 540.000 

n  
ら長 半、ト :f二.  本千 360. 000 

厚 生 年 令 保 険 料 480.000 

iil '  ｾＡｉＮ＠ 人 ｾｹＮ＠ 人 10.000 

ノ1入1  3. 470. 000 

FZ 生 Ｇｉｾ＠
ゾ，リムJ  

災 Ｈｾ＠ 1:尖 本1 40.000 

リ、 うた Ｈｾ＠ ｉｾ＠ 料 120 ，000 

1' 1) lEA  
'主 '1'1 180，000 

支 出 の 部
1，360 ，000 

支 11、 手1) K  也i、 人 う子 ，[' IJ 57.000 

奇1主
'u. 

3L 本下 150 ，000 

1賦 i民 イp

l回;
"県

イ古 120 ，000 

120.000 

1:l. JUi キ| 178. 000 

7)< j立 事| 24.000 

I也 *1 725. 000 

会 館 勘 定 総 人 全

会 館 勘 定 総 人 令 3，100 ，000 

3. 100.000 

火 日{ {以 争| 11 .000 

ノ岳J、、、
176，000 

{I 事 J' i!. '1'1 100.000 

退職イf ; : '51 当 イp

退 職 金 '51 と11 全 1，000 .000 

1.000 ，000 

ＪＧｾ＠ 、

IJ  1.000.000 

制i
，Ｈｾ＠ 240. 000 

2.604.000 

1，11 Ｇ ｉｾ＠
(1 日持 1，11 50司 000

50司 000

1: 11 Ｇ ｉｾ＠ 住 1初 111 1，11 587. 000 

fI - 日持 1: 11 '1' 1  176 ，000 

縦走皇- t ii 令 fl li J，員全

繰 越 川 イ 仕 事IIi ｾ坑令 3. 000 ，000 

3，000.000 

763，000 

子 11m flHi  46.000 

寸' fliii '1'1 

す' Ｇ ｉｾ＠ 494.000 

494. 000 

fト 3，470.000 /' 入I  71 .490.000 



ここにも|生きている

正=ロ!1 f 属鹿

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ピ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 施 工 実 績 を 示 し て い る の が

く ビ ニ 口 イ ド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地 の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で加 工 した 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビ ル に も ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工 事 を ご

J采 用 い た だ き ま し た

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 ・ ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工 事 . 保 温 ・保 冷 工 事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 販 売 ・工 事

. シ ポ レ ッ ク ス 工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

J l ! 点目IIT'代 m区 皆 本 町 3 - 1l - 13  

T E し<866>0271- 6  . 6121- 9  

ｈｾ＠ Ｇ［ｉ ｾ 所 Ｏ 札幌 ＼ ＷＲ ＾ ＶＰＳ Ｑ fLlI台 ( 21 ) 5366- 7 'Y" 片足 ( 94 1 ) 3751

<971>4574 大 阪 <443>9721- 3  稲 岡 <76>2076<75>0298 

3  



4  

Z22てちア手主義ピロヲ%111ド

P  A  T856649 

，Ｍ， Ｇ 泊ぴ合むめなっｾｾ

ｾ出品出品 〉 仕込 ｌ と当 ｌ と出〉仕込 〉 仕

g グ /// sグ 必

1. 露 出防水 の フ ク レ を 完 全 に 防止 します5

2.下 地 挙 動 を 緩 和 し 、 優 れ た 耐 亀 裂 性 を

発 揮 し ま す 。

3.従 来 の 絶 縁 工 法 に な い 接 着 力 で 、 j瓜に

よ る 剥 離 を 防 止 し ま す 。

⑥腎Z221t t FTJ5j ザF 組 合

・大阪市東淀川区瑞光通り 4 丁 目30の 2 T E L 大阪 ( 329) 7737 (代表)

日 新 工 業 綜 式 会 社

本社営業所 . 東京都足立区千住東2丁目 21 番28号 T E L 東京 (882) 2424 (代表)

大阪支庖. 大阪市東淀川 区競光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740 

出張所. 名古屋 (741 ) 4257- 8. 広島 (21) 1010. 1061・福岡 (74) 3461- 3

. 札 幌 (51) 5659 ・6885・山形 (23)0437- 9 工場. 東京.i奇王・山形



日本建築協会法規委員会
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質疑などの投稿をお待ちしております。

68 

建 築 物 の 高 さ に つ い て

ホ 1

主l¥t産物 の2.5 さは斜線制限によるが、第 1 純住居f また 19¥1主主地区では通常、絶対日さ制| 肢がなされ

'.'i Jl H自滅に| 浪リ 10Mの絶高対さ制限がIlH1mされ ている 。

る。 *  1建築物の高さ ( 令 2 )  

斜線制限は、近隣および道路に対して、保光 -

ｾｉＡＡ＼＼＠ .  j凶}!f¥l ・1m放感などを確保することを目的

と している 。 とくに第 1極および第 2H¥住 j再I 早

川 地 域 で は 北1H1J隣地の日当りを考慮した北11!1J

(l )J t ! ! 悠f ( f i からの高さによるが、道路斜線につい

ては前而道路の路面の中心からの日さによる 。

(2)階段室 ・昇降機塔等のいわゆる熔震苦11分の水

平投彬而椴の合計が建築而干ll{のJぜ以内で、同さ

が12M ( 第 1 種住居専用地域内の絶対高さ制限

に|其l しては 5 M) までは日さにt ) : 入しな t 、。 た

だし、北側斜線については 、すべて高さに$ : ) : 入

しなければならない。( 図 - 1)

• 2  

斜 線I1削| 肢がな される 。

* 2 北側斜線制限

2・fk;Ji1ll) リ| 浪は、行11市全体か らみた| 務棟11¥1隔 規Il iIJと

もいえる の で、永久宝地として の公開 ・広 場 -

7]( f( i j などがある場介、 一 団地の総合的設計 ( 法

自i) 86条) の場令、または特定街区ゃいわ ゆ る総

介 設 計の場合は緩和! の道が1mかれている 。

-11立近の 日!!H権 問題 は 斜 線11) 11阪のみでは解決しな

い場介が生じるので、法寄¥58粂による同位地区

市1115 l ' により、行Ilili 号l'j I T 可として日さt I )IJII. hl を強化す

る7，fl をとる有11司7カ小片力Hする{ 頃IIl J にある 。

n北方向は (J慈北から東へ約 6. 5' ( 大阪の場合)

の方向をいう 。 北11!1J斜線は 2 Bl 類に分けられる 。

一 つは北側l が隣地の場令であり、 一 つは北側11が

道路の場令である 。 後者は通常、道路斜線制限

の方が厳しいが、前間道路が 2 以上ある場合と

表 1 用途地域別斜線

m 途 地 域 道路斜線 隣J也斜線 北!日IJ 斜線

m l f'f(f主屑' .' / 川地域 1  :  1. 25 5  M +  ( 1  :  1.25)  

第 2 Hl 住 }il; " .' i- Jn地域 1  :  1. 25  20  M +  ( 1  :  1. 25  )  10M+ ( 1  : 1. 25)  

ftli ' i 地域 1  :  1. 25 20M+ (  1  :  1.25)  

近隣開業 il' H;'I:i . 司tキ'¥ 1: 句史

1:業、 T. ;住1早川 の 地域
1  :  1. 5  31M+ (  1  :  2. 5  )  

J!' f <指定 1  :  1. 5  31 M+ (  1  :  2.5 )  

表 2 斜線の緩和

斜 線 の 緩 和

$，十中ゐi の やfl. 1J i  

政 令 緩 和 め 袈 件

m区lj i{立の1&い
*  3  

道路斜線 令131の2

法 56(1)①
計111司道路

*  4  

令132
2 以上のIj ljf( j j 道路

令134
1I可而道路 の反対( l IIJ の公開、広場下

令135
ｉｪ￭ｬｬ 剣道路 の 反対ｦＱＱ ｉｊ の 峻 ｉ Ｈｬ ｩｾ

令135の 2
道路 I(ij とJ也昔話 1mの日低王監

| 祷核斜線

公l到 広場苦手に隣筏

法 56(1)②

令135の 3

隣地地盤I ( ij とのr5低差

」ヒIi! IJ 斜線

水前、線路 ｾｩｾ 等にｼ溌媛

法 56(1)③
令135の4

隣地J也館前と の高低差

J立路・" 符 J也 .It 官IIJ$ト斜i
令136

倣 ｉ 也件 ｬｾｪ 出お よ び・ Ｇｊｩｾｪ 也ｴ［ｊｩ ｊ 見

法56(3)
( 総介設計制l文)

¥ 

，， " 、|

か、道路の反対側に公図・広場等がある場合は

政令による緩和規定がはたらく の で、これを抑

制しようとするものである。( 図 - 2 )  

北側斜線は日照確保をＺ￪ｾ図するものであるので、

公 図 ・広場の存在は緩和め嬰件とならな L 、。緩

和は水而や線路倣などの場今に |浪られる 。

* 3 街区単位の扱い

特 定 行 政Ji' カ寸旨定した街区の場合は、街区内の

宅地区画にかかわらず一定の街区形態が形成さ

れるように配慮しようとするも の である。

* H 十回道路

いわゆる 2 ヵ年指定道路に準ずるも の を前 1m道

路 とみなす場合であり、都市計mー11の先取りとな

って好ましいが、現実的には '1工業のi ! 正延 ・路 線

の変更などもあり符る の で、似互に l収抜わねば

ならない。

( 大阪市建築局建築指導部指導第 1課岡村雅央)

1.2巧

マぬ¥， Ｚ ｾ ｉ＠ ｾｗＡ ｾｕｧ＠ I  

'¥ "( 1  

'¥ ｾ＠

"¥1→北

「 3L

1.25 [¥λ  

l日M ( 第 |種住居専用地域 """"1 Ｇ Ｇｨ ｴ［ ｾ ａ＠
の絶対高き ) T- 山

図 ー 1建築物の高さ制限

①公園 ・広場による緩和

¥ / ②もちまわ り道路による緩和

¥円 一(①②を打消す )

戸" "  

"/  '，" 一一→北
¥ 、 ¥

， "  

ヨ ?  ¥¥ の 「もちまわリ道路巾只J

IOM( 5M)'- 、¥

図 - 2
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技術の目立

s、c 、、

何階まで

お望みですか?

新日寺代を開くタテの、ィウr i .. ・・ー

最近のめざま しし 1都市再開発の進行にともない、

。8nI L--べ:-q・工スnレ-' 1

- お問い合わせは 日 立 製 作 所 大 阪 営 業 所 〒 541 大 阪市東 区 北 浜4-6(日生日立ビ川電話加3- 5781大代

6  



口新 刊 紹 介

新二級建築士令指指導②

『建 築 計 画』

新二級建築士合4令指導③

『建 築 構 造』

新二級建築士合格指滋@

『建 築 施 工 』

発行所附学芸出版社

新ニ. . . 繍'" 園

合 格 備 砲

建 築 計 画

司. . . . 屋経

読者の頁

日 照 ダ イ ヤ グ ラ ム

システムを開発

東急、建設は、 11企近特に附加している EI 問権紛争

の発生を、ピルの設計段階て・未然に| 坊ぐことを

目的に日 !慣ダイヤグラム ・システムを 1)日発した。

この y ステムは、ある建物が周囲の日! ! 現にどの

ような Ｉ［ｴ ｾ 響を与えるかをコンビュータで計ＤＧＩＺし、

その計t H古来を数値と自動製問機を用いた図而i

の形て¥制時II ¥J で表示するシステムである。

この y ステムの特徴は、①建物によって、ある

- この欄への役杭を歓迎します

Ｈ 採用の分に，［ｴｬ｜ｾ謝を ｩ 韮呈 Ｉ

送 り 先 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁目 37

〒 541 (社) 日本雄築協会制! t 部

梅 田 阪急 ビ ル 9 期 増 築 計 画

立地条件や周辺建物との| 見j係を 'I ::_ かし、特色の

ある用途椛成が考えられておリ、防災 1Mから必

準| 者外周音11にバルコニーをめぐらせ、外1 i I I . を特

徴づける要素としています。

高 ｪ 回線の足元には交通広場を ， 没け周辺の交 ｪ 泊 ｩｬｾ

維の緩和を考慮しています。

J l I : 計施工

地点が 1 日何H寺II ¥J 日影になるかわかるように 1 仲日韓日;

本舎は 「旧二級建築士シリーズ」 の全而改訂新

! 坂であり、先. 11三より施行されている新しい建築

悲準法に法づき、執筆されたものである 。

〈姿点の彼1匂〉 により、とらえるべきポイント

を示し、また紋近の 「二級建築士試験問題」 か

自のうちの日拶11寺11¥1が同じ地行. を、等高級式( 1  

ＱＱ 寺 ＱＱ｜Ｑ きざみ Ｉ に総で結んだ日 ＺｪＡ ｾ 分布図を作成す

ることができる 。②たとえば、ある建物の 5 附

の Ｒ 号［ｦｾというような判定の場所が Ｑ 日のうち

で何HキII ¥J日 J13になるかを、分単位できめこまか

は ゆ す る こ と が で き る 。③建物によって '1，- ず

ら例題 ・ 問題を系統的に分ｾＨ終息し解説されて る Ｚ￠ｾ の ｉｦ ｾ を Ｑ ＱＱ 年川おきに図 ＱＨｬｪ 化し、日 ［ｪＡ ｾ 図を作

いる 。係J f l J:止ぴ弁純講習会テキストに[ j ; : 迎。 成することができること ー ー などがあげられる。

建 築 技 能 職 種 の 合 理 化 と 単 純

化 し 職 種 数 を 少 な く

鈴木忠五郎

現在の小住宅の建築でさえ少なくとも 20極類位

の建築技能者の千にかからねばならないのが現

状である。 労 務u金の高騰、それに有力化が呼

ばれているのに、これら建築峨艇の簡素化、合

:fI 1[ 化は不可能な のであろうか。建築技能自体は

工具の改良進歩 ・建設機械の進媛大手型化等で技

能 のWYI 修業は要求されなくなり、簡素化して

いく傾向な の に、反対に建築1則市はさらに綱11分

化し、かつ多純化する flil lIl J が多いということは、

どういうことなのであろうか。

戦後 の ｉ ＧＮｾ 位向校てＧは建築技能実習は無税されて

しまい、 J ，.""f: 教 f{ の 「ミニ」化になってしまっ

たことは ' WKである 。一方、建築技能は文部省

から離れ労働行に入札技能テスト固定資格に

形だけは+n 仁げされたが、実質的実体は何も JIl J

」ーはしておりません。? 守、徒51) 制伎の補強手段

としてf t : flll j されたものでは全くあ りません。毎

年続々技 ｩￎ ｾ士がＺＮＱＧＮでおられるが、来して昔のま

まの職人のプライドが保持されているだろうか。

一方、建築技能 J9休に大変な変化が要求されて

きてはおるが、! . t ! ーして、それが充分取入れられた

施設になったであろうか。 さらに建築技能研究

所 が .11 ¥米て; 池築技能を研究して指呼する機関は

令〈見 られない。

また職業訓練校があるが、怨築技能を指導する

教r，rji 指持者ーの養成所はつくられないままである。

基本的施設なくして光端の日業職業訓練校、ま

たは秘設のものもあるようではあるが、それに

勤務する指導する教員が笥ー理者養成所をしない

で、企画されたとこれがはなはだおかしいのでは

なかろうか。 こ は一般社会が技能工の腕さえ

あれば教育できる、指導できると考えるところ

に大きな以りがあると思う 。 .r，工必ずしも名教

。rji 、名指導おなりとの「ジン 7 ス」 ははなはだ

少いのではないか。

怒E築技能の現代化近代化は当然必要なことであ

る。管のままの技能であってよいはずはあるま

い。 すでに消滅した技能もあるし、析しくつけ

加えられた技能もあろうし、またどうしても将

ポつけ加えなければならない校能もあるはずで

ある。 これを決定する研究機| 弘11卓会図的に凡て

ー ヵ所も存在しておらないことは真実主のであ

る。 これをなしとげたうえにそれを悲礎として

建築伎能教只養成所、すなわち主l¥築機能r ，rji 範大

学が当然、設置されねばなるまし、。かくしてこ

そ職業訓練校、工高の大工科、鉄筋料、左官科

のtiIJ 立が可能になる 。 その技能学校は少くとも

修業年|浪 2 - 3年は必要となるものであろう 。

それは笑技を主体とする学校だから、知識のみ

を教T f するなら半年でも 1 ヶ年でも充分である。

要は技能の笑技は単なる知識であっては何にも

ならない。 習練による仕事の「コツ」の体得に

あるまた自ら技能労働に JI頂応させる、なれさせ

る、執活をもたせるために、ある期間1出来れば

長期間がよいわけなのである。技能者、技能

は「プロ」である 。 rプロ」になるための厳し

さ、しつけがなくてはなるまい。その結果は自ら

1:期

昭 制柑 年 3 月

ー昭 如51年 3 f1

( 予定}

が技能労働をしても特に疲労しない無駄なエネ

ルギーを t肖j f しない「コツ」を f本得しているから

「プロ」になるわけで、 ｦ 也人からはさすがｾＺｴｉＺ人だ

と感じさせるうまさ、早さ、確実きそして丈 -.-

さがあるもので、これがないと素人と云うこと

になる。 これは習練と指J阜の良さによって始め

て体得させられるものである。特に執念が時に

はうぬぼれになるものではあるが、自分の技能

に愛着を持ち、ど こまでこれをよりよく完成も

させんとする執念をきしたものでもある。

私は技能工の教育は大変な施設、大変な実習材

料費、その他ぱ〈大な教育費がかかる上に実技

の現場を隊れて笑技の実習は不可能なことを世

tJ ¥1は全〈知らない。 現在の建築科の工事教育な

ら、たやすく多くの生徒を収容できょうが、技

能教育となるとそうは行きかねる 。 ここに行政

家、自治体だけにまかせることも、要は形だけ

でたましい、笑体実質がかけることになる 。 こ

の辺を皆んなで考えよう 。 とにかく、施設は国

家が公的機関にやってもらうほかにあるまい。

個人や企業体の事業では、経費の点で手に負い

かねる、と私は信ずる。まず建築技能教育養成

所をつくしてもらう運動をしよう 。

そのまえに怨築技能研究Wr1i IJ : i J t に皆で努力し、

大運動を起こそうではないか。

( すずきちゅうごろう 鈴木忠五日11建築士事務所)

巨E本誌 3 月号仙載分「鵬 教 刑 事 出 号( 1 月号) 叫 んでJ (

円鈴木忠五郎} 文中 3行目工向教ff... T. 両政fi . 7行自あたか b

e  しかむ . 8行目索人 ft への赴派 ~の赴正 . 15行日資質. I吐1111

(I'J には 保夜、伎能士資格段与t'li . 世I:I ((I 'Jには . 25行 u労働円

労働行、にそれぞれ訂正します.

7  
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山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場/ 主 眼 府 摂 埠 市 東 別 府 I - 3  - 6  C ( 06)  381 - 9131 - 5  

東 京 世 車 所/ 東 京 都 千 内 田 区 園 町 3 - 6  ( 輯 井 開 2 ビ ル 〉 宮 ( 03) 265一 曲 目 - 9

名 古 車 嘗 揖 所/ 名 古 阜 市 中 区 県 3 - 2 3 - 1 ‘ { 山 市 ピ ル ) a ( OS 2) Z62- 6774- 5  

究 眠 官 揖 所/ 大 阻 市 東 区 唐 物 町 4 T  s S 5( 本 町 北 刷 ピ ル } 官 ( 06) 251 - 6781 代 聾

禍 阿 世 聾 所/ 福 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3 - 1 4 ( 菅 原 ピ ル } 官 【092) 43 - 6  9  4  0  

広 島 嘗 揖 所/ 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 ( み の る ピ ル ) ' 0' ( 0822) 91 - 6  2  0  0  

仙 古 出 強 所/ 仙 台 市 上 杉 2 - 4  - 4  6. (帯 林 世 間 ビ ル } 宮 ( 0222) 2 2- I  2  5  9  



日本のシャッター界をリードする画期的新製品グ

_ L  

使用モー ター:

三相200 V 50/60%  400W 

4
M
←一十一

M 

高 3

さ

H  2  

2  3 4 5  

幅 (W)一 一 +

開閉機使用量E囲 ( スラット S C 1 6)  

6
M 

・ 停 電時用手勘チ エン

L 型 電 動 開 閉 機

L 型 電動 l井l 閉 機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術 研 究 所 に お い て 、 長

年 に わ た り 、 国 立 大 学 精 密 機 械 工 学 部 諸 教 授 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当社技術陣が総カをあげて研究開発し、 遂 に 従 来 の 開 問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た 画 期 的 な 新 製 品 で す。

こ の 問 問 機 に は 独 創 に 満 ち た 新 機 械 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 案 2 件 を 出 願 中 ) 、減 速 機 、 モ ー タ 一 、

ブ レ ー キ 機械 、 停 電 時 期 手 動 装 置 は も と よ り 、 リ ミッ トスイ ッ

チ 、 配 電 板 に 至 る ま で 、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 に コ ン パ ク ト に

車内めであります 。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、 取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター開問機の決定版といえるでしょう 。

開閉樋

出 願 中 特 許 リミ y トスイ ッ チ 実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 絡 機 情

ガ パ ナ ー 機 情 お よ びL 型 機 憎

手 動 機 例 チ エ ン 収 納 箱

- 特長・

1  開問機を設ける場所の心配がいりません 。

2 . 凸部のない 真直なシャ ッターケース 。

3. 袖壁は不用です 。

4. 減速機織はすべて完全密閉式です。

5 . 小型で耐久力に 富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7 . エンドレス強力ロー ラーチエンの内造。

8 . リミ ッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・ 遠隔操作いづれも可能です。

。 株 式 会 社 日本シャッター製作所

東 京 工 湯 川 崎 市 新 丸 子 点 3 丁 目 1 1  5  9 需 地 7世話( 代) 中原 (41 )6325 営 業 所 仙 台 俗 岡 高 松 北 九 州

大 阪 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 6 丁目 3 8 番 I也 市 話( 代 )( 301) 3 6 5 6 東 部 北 陸 広 島 鹿 児

丸 州 工 場 制 問 県 粕屋 郡 粕 屋 町 f中原 釜 屋 2 7  2  7 帯地' n i 3古( 代 )( 65) 6 1 3 1  滅 菌 神 戸 大 分

名 古 屋 工 場 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 田T 2 丁目 1 2 帯 地 電話( 代 )( 361) 74 4  1  検 浜 岡 山 宮 崎
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

比 重 0. 5

断 熱

而七k

法 定耐 火 材 料

。

当

⑨ P O R E⑤ 

大 阪 大 林 ビ ル デ ィ ン グ

設 計 施 工 側 大 林 組

使 用 部イ立 7 ジ キ リ

. シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 期 短 納 を 要 す る す べ て の 建 物

2  空 調 を 要 す る 工 場 ・倉 庫 事 務 所 住 宅等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館 等

4  軽 立化 を 要 す る 商 用 建 築 物 ・軟 引 地 f肢の 建 物

5  鉄 骨 耐 火 梢 造 の 建 物

長ポレ11/ '77... 株 式 会 社

本 社 ・東 京 支 l吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ヒソレ)

電 話 東 京 ( 2 5 6 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 I苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ビ ル )

言 舌 大 阪 ( 5 3 8 ) 代 表 o 5  2  1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 帯中 村 区広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大 商 ビ J レ)

電量舌 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  
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口写真と概裂をどしどしお送リ〈ださい.

凡1日IJ :  a 所イ' u也 b  般J也l(ij lu c  往 築 l而f!! d  延 1自ih'! e  陥泣 Jj! 悦 r. f .J YJ 

865 愛 知 県 三 河繊維 技 術 セ ン タ 一 I 866 

設計. 愛 知 県 営 繊 計 画 謀

東 畑 建 築 事 務 所

施工 不 動 建 設 K K 名 古 屋支庖

｡ Ｎ 愛知県市 ￬ｬｬｬＡｲｬ￯ 大塚町日頃Ｇ久 ｪｾ 地内

b.  12 ，100m'  

C  • 3.534m'  

d.  4. 142m'  

e .  R  C 造 3 F . P l .  1郡平家

f  昭和46年 12月~昭和47年12月

日本作陶振興会「土と炎の会館 J I  867， 出 光 興 産 側 兵 庫 製 油 所 体 育 館

出 船 ＱＧｩ ｊ ｴＭＡｾ＠

設計 : 都 市 科 学 研 究 所

施工 佐施工業株式会社大阪支底

a  京 r.I ! 府 宇 治 市 炭 山 滝 ノ 元

b.  7，600m'  

C  • 1， 031. 44m'  

d .  2，731. 83m'  

e .  R  C & S 造 3 F B I

f  昭和47.11'- 6 月~昭和48年 3 月

特徴 身附者も作陶に参加l できる

設計 。西松建設KK一級建築士事務所

施工 ' 酉 松 建 設 K K  

a  姫 距 市 飾 磁 区 1i 脱 字 甲 鶴f也

b.  4，859. 52I m'  

C  .  1. 459 .  895m'  

d.  2. 099. 316m'  

e.  S & R Cj主2 F

f  昭和47年 7 月ー昭和48年 2 月
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e
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e
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友、
王

a
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870.  幸 ビ J レ

設計 . 竹 中 工 務 唐

施工 : 竹 中 工 務 J吉

a 東 京 m 港 区 六 本 木

b.  460m'  

C .  219m'  

d.  1，358m'  

e.  R C  B I  F 6  P 3  

f  昭和46年 12月ー昭和48年 1 月

，，: . - -←ー一一一ーー『一ーーー一一ーーー

/ l川H 田園圃 二=

111111 圃・・・・

87 1. 第一勧業銀行大阪事務センター I 872 .  横 浜 天 理 教 館 I 873. 桜 橋 吉 豊 ビ ル

設計 清水建段 K K建築設計本部

施工 清 水 建 設 K K 大 阪 支 庖

a  大阪市西区新町通 4 丁目 30番地

b  .  1，957 .  119m'  

C .  1. 358.264m'  

d .  10 ，236.414m'  

e  .  S  R  C  0  - 8  - 12 

r. 昭和45年12月~昭和47年 2 月

設計 ・竹 中 工 務 庖

施工 : 竹 中 工 務 庖

a  横浜市西区北幸 1 - 4 - 2 3

b.  3，426出F

C  • 1. 680m'  

d.  38，027出F

e .  R C &S R C  B 2  F27 

f  昭和45年 8 月~昭和48年 2 月

設計 ' 竹 中 工 務 1苫

施工 竹 中 工 務 I苫

a 大 阪 市 北 区 梅 田 町 2 2  

b.  2，142m'  

c .  1，994m'  

d.  13，674m'  

e .  S R C & S F 7  

r . 昭和46年 11月一昭和47年 12月
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' 7I1! 1 ; J  I.... :1ー ド

マスチッヲヲI : 1- . J : J I.J“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

耐久性: 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すべり抵;すた性 : すべ り抵;抗" ，性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり 、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても 、 コンクリート、金属、木など 、 どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場 、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

FLl NTKOTE 

、圃〆

フリン トコート についてのお問合せは下記へ

j械式会ffii シェル厄;IX版発売所

7 -. 1 ｾｉＭＺ ｉＺ Ｂ｟ｉＭ 施工販売部

大 阪 遭! >532 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 7 6  f i ( 0 6)  303 ー 7131

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 田T2丁目 4番 地( 第2ぬ り 彦 ピ ル3階 ) 合 ( 0 3 ) 562 - 4646  

名古屋- m - 4 6 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 4 7 ( 日本僑ピノレ4 階 ) f i ( 052 ) 93 1  - 8537 

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林 ビ ノレ3 階 ) 宜主 ( 0822) 21 - 1224 

福 岡 ⑮810 禍 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ピ J レ3 階 ) f i ( 092 )  77 ー 1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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建

築

の

眼

安 田 宏

新 日 本 筏 街 コ ンサルタ ン ト 企画 郡 長

城 谷 豊

緬 弁 大 学 敏 慢

木 原 正 雄

住 宅 公 園 大 阪 支 所 I t 簸 部 長

上 領 潤 一 郎

新 日 本 空 駒 大 阪 支 庖 営 業 部 長

1 月号 より 6 月骨; t で よ配 4 氏 で担当

口建 築 写 真 考

ＧＯｪＺＡｾＺ は点を η ーすと ￬ ｉ ｾＺ くが、そんなことはなし、 。 ウソを点実らしく万すか、工ｊ［突をより其尖らしく写すかのふ

た illi りだ。 ところで、 ill 築 ' 任 以 は ど う で あ ろ う か。

4.M起を、作品として. E ' .liWf. " さ せ る た め に 、 わ ざ わ ざ庭 に 火 を 刷 っ て 係 端 な ロ ー ア ン グ ル か ら ね ら っ た り 、 マ

ガジンラｾ Ｗ に ｚｦｴ めもしない外 Ｑ Ｑ ・ ｬｩ￭ ｾ 誌をあしらったりしているが、肝心のベッドのマナーが ＱＱ ｜Ｑ 巡 っ て い た

り、 1'l lIi}).l II の 全 然 走 っ て い な い 竹 川 のピルを干奇心 し て 仰 っ て い る 。 処 築 本 米 の 美 し さ を 日 め た り 、 立 派 な り

真 に し よ う と す る 努 力 は 1<11 るが、 $Ir律 事 誕 の 感 動 を 伝 え る の に そ こ ま で の が( 1

1

'" が は た し て い る の だ ろ う か。

- ? 干名な処築家の作 品 に桜したとき、" ) : Jミて酬記憶のある! ! ( ¥1リl器 μ ゃ 淵l立 は と り か え ら れ て い て 、 設 立 1'-/"; が 予 jt!

も し な か っ た 所 に 不 釣 合 な 家 よL が お か れ て い た り 、 不 恰 好 な 石 抑 止 が と り つ い た り し て ガ ッ カ リ す る こ と が 多

し、。

ill Z 1 5 写真の条件 l立 、 ス ペ ー ス と テ ク ス チ ュ ア を 快 〈 表 現 す る こ と だ が 、 生 活 を 索 直 に :写 す こ と は そ れ 以 上 に

大 切 で は な い だ ろ う か。 き れ い な コ ン ポ ジ シ ョ ン や 削!党 (I(J な 突.(J : 感 を 強 調 す る あ ま り 、 生 前 不 イE と い っ た も

の ば か り な の は ど う し た こ と だ ろ う 。 辿 築 は J[; 米 、 生 活 と 切 り は な す こ と の で き な い は ず の も の な の に 。( Y )

口騰 貴 = 投 機

ｉｉｉｦ 坊の ｴ ｾＡＡ 花 ・ 収入が組織する全同処設労働組 ｬ 介総述イヤ Ｈ 全処総 ｪ ＱＡ、 ＲＶ 万人 Ｉ は「木村価総づｼ下げ、他投資料

11向上げ I¥l[ lI : j などを攻ーボして、 3 1122 卜1、 代 表 6 千 人 が H 比 谷 で 総 決 起 大 会 を Hf. 1き 、 大 手 商 社 と i改}{，f に抗" 花

デ モ を 行 な っ たという 。 そ れ は ill 築 職 人 の 要 求 だ け で な く 、 1(( 機 被 占 を こ う む っ た 主 主 築 主 や 、 い ず れ は そ の

し わ 得 せ を 叉 ・ け る 広 範 な 住 宅 前 襲 名 の 戸 を も 代 弁 す る 壮 挙 で あ っ た と い っ て よ い。

111，1ド4 I1 ま で 1 m
3

は ぽ 5 ) j  8 千FLJ で あ っ た 「 ひ の きi E fij j は 5 I 1か ら 1'. げ始め、 8 月 に 7 ) j  8 千円、 n r J に

は14 ) j l' l に ま で 株 騰 し た。 11 . - 1 ，; の木村供給の 過 半 を rli め る 外4・4の 大、|主を 倣 う 大 手 商 社 に 対 し て 、 そ の 只 い 占

め の 疑 惑 が 持 た れ た の は 当 然 で あ る 。 お り し も 大 立 口 い ，'i め に よ る 豆 腐 の : 2.、 騰 も あ り 、 疑 い の 状 況 証 拠 は 卜

分 で あ る 。 11・1te:' t 訴 の 衣食{ 五すべてにわたって大下商社が生殺りイ' f f _ の 十UIを 催 っ た1: 長がある 。 いかに( I ，j ，経併

とはいえ' 1 = . 前必; 心 lihの 投 機 的1illi 物 つ り 上 げ は 反 社 会 的 で あ り 、 | 正Il ( 1吐.il 命によ っ て糾 rj! ii さ れ ね ば な ら な い 。

木 村 1111i 怖 の み止}I躍はいj主にイ刊紙その他へ波及し、 R C ノマネノレ j刊の イ叶'J i.
J
¥2 わ く の n ぃ 占 め も l似 沙 汰 さ れ て い る 。

公'，1:: . Ｑ 二 地 ＱＱ｜ Ｑ 題に加えて今 ｪ 文は処ｾ，ｾ投機である ､ 処 ｳ 没 ｬ 民 ｬ 係おも ｾＡＮｨ ，1; 資 本 の 動 き に 無 関 心 で は お れ な い の で あ

る。 (  S  )  

ロ シス テム論再考

ＱＱＱ ， 今 の ， ＧＺＺｪｽ 主化した社会的、産業 ＨｉＨｊ 、工午 ＨｉＧｾ な分野にぢいて、システム概念は目立かにで足感Ａされた良き誘導と ｩ 並

行 の 組 織 で あ ろ う 。 え て し て シ ス テ ム 論 布 、 あ る い は プ ロ グ ラ マ ー の 立 場 に あ っ て は n ｴ［ｾｻぷ向思氾Ａに ｦｬ ， ￳ しＮｅＧＱｬ

泡! の j主 成 に 全神 経 を r{'J lt 、 そ の 手 段 や 、 起 り 千!J: るトラブノレや子氾l される対米イ単について! ! ' . r . n党 な 1(lj が な い と

はｾＮえない 。 また、すべて行ゐを実地する ＱＱＱＱ Ｑ 、現 ＤＱＱＱＱＱ にあるＭＱＧＱは、 ｬ ｩ ￭ｪ ＭＯＧ￭Ｇからよよれば何だか村正くさいｻ凡次 ｊ ｬ［Ｈ Ｑ な

な純i J Hと 々 え ら れ が ち で あ る が 、 そ う い っ た 実 地 者 が 不 惑 の ト ラ ブ ノ レ と '1. ｾ、、その ｉ ｉ ＭｬＧ ＺＺｩ 達成に努めているの

である 。 社 会 が 彼 維 に な り 、 人 川 が 気 ま ま に な り こ の l両 者 の 思 必 む 11: 々にして，l lili 'j と泌 っ たー1' ;実 に fHあ う 今

ｉＱ である 。 品 ｲｬ ｾ 衝に立系、されるシステム、そしてその手段の ｩｴｬｦＧ ， ｣ において、社会があるいは人ＱＯＱ Ｑ がザ ＱＱ 泌をする

と71. う フ ァ ク タ ー を イ ン プ ッ ト せ ね ば な ら な い 今 日 で あ る 。 ( K )  

ロ ポス ト

ク イ ズ め く が 、 こ の め ま ぐ る し く 変動 す る 現 代 の 日本 で 、 一 位 紀 近 く そ の ま ま の 姿 で 使 わ れ 続 け て い る も の

は 、 と 考 え て 見 る と な か な か あ る も の で は な い。 良 〈 巧 え て よ4る と 身 近 に 郵 便 ポ ス ト が あ っ た 。 も ち ろ ん有企

j互 は オ フ ィ ス 街 や ニ ュ ー タ ウ ン 等 fl J ! f l の 新 し い ポ ス ト を 見 か け る が 、 依 然 と し て あ の 赤 い 円 れ 型 の ポストが、

お な じ み の 場 所 に お な じ み の ス タ イ ル で 鋲 座 し て い る 。 日lti よ く 利 用 は し て い て も 、 立 減 (I(j に あ の ポ ス ト を

観 察 す る こ と は ま ず な い で あ ろ う 。 今 の セ ン ス か ら 観 察 す れ ば お 世 鮮 に も ス 7 ートとはいえなし、。 資 料 集 成

を} よると、 J圭 礎 を 別 に し て 直 径36 . 5cm ｲＮｾ さ Ｑ Ｓ Ｑ ｣ｭ とある 。 ぷ材の旦 ｻｬＡＧ 謀 、 デザイン の 素朴さから頑ｼ司 ー 微な

」引 f夫 予 を i主1JJ す る 。 し か し 、 こ こ ま で 定 泊 す れ ば 新 し い デ ザ イ ン の も の と 取 り 答 え ろ と は い い が た い 税 近

感 が あ る 。 ポ ス ト と い え ど も 、 111fJ J に あ る |製 り 立 派 な iiE型 物 で あ る 。 理 由 な く し て か く も 長 命 を 保 つ こ と は

できまい 。 それは機能に刈して 忠 実であったからではなかろうか 。 政〈めだつこと、 ｬｩｬｬ ｾ ｲＭ悶に耐えること、 ｉ｜Ｉｪ

犯 (I(J で あ る こ と す な わ ち 信 頼 感 、 が あ る こ と 、 以 上 に 対 し て 会 〈 忠 実 な 姿 で あ る 。 何 の て ら い も な い 姿 で あ る 。

だ か ら こ そ ポ ス ト ポストがイ ｔ り仰なかったといえるし、そこに Ｎ￬ｩｬ Ｑｾ の ｉｊ［ＧＨ 点があるように思う 。 Ｈ ｋ Ｉ
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建築用仕上げ材料

事晶子司イ1L

multitil 巴
つやのある表面と深い立体が生みだすゴージャスなふんい気

高級意匠壁を演出するシームレスタイ ルてす

< 牧場・高原・山脈・富士> 凶種のデザインを用意しました。

φ 閥茜ペイント
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大阪国際ビルディング

脳細 ａ 岡田町ｾＦｾ ｾ｛｝Ａ｝ￖｾ｀｝ￖ ｛￟Ｉｾ＠

設計 ・施工 株式会社竹中工務庖

写真 村 井 修 航 空 写 真 : 竹 中 工 務 庖

大 阪 同 1::祭 ビ ノ レ デ ィ ン グ は 、 大 阪 の 伝 統 的 な 商 業 地 域 「 船 場 」 の rt '央 に 建 設

さ れ た 32階 建 の 高 層 オ フ ィ ス ピ ル で あ り 、大阪町11 rli，l十 阿 安 土 町 2 丁 目 特 定

街 区 の 指 定 を う け て い る 。

こ の 雄 物 の 主用 途は1 ( 'j'; ;J;l5 iVr で あ る が、経 済 追 求 の き び し い 11 'J'; 務 所 建 築

に あ っ て 、{e: jllij か ら 完 成 に い た る そ れ ぞ れ の 段 際 で 、 市 民 と 建 築 の か か わ

り あ い や 、 新 し い nl l i' ll 環 境 の 創 造 と い っ た 広 い サ イ ク ノ レ で の価 値 判 断 を ベ

ー ス と し て 、 プ ロ ジ ェ ク ト が 進 め ら れ た こ と は 注 目 に 値 す る 。

建物の ｾＧ Ｚ ｪ f習化 に よ っ て っ く り .11¥さ れ た オ ー プ ン ス ペ ー ス は 、 台 地 上 広 場 と

して設定され、 El mIJ '11交 通 に わ ず ら わ さ れ な い 人 11'，] の た め の 広 場 と し て 開

校 さ れ て い る 。

ｾ Ｇ ｾＩｲ 材班は、士、立地条件をフルに生かした正方形平而、センターュア一方式を

係 ｪ 日し、均質で快適な執務ワ ［ｾｬｮ ｊ をれ ｊ Ｚ ている 。

ｴｉｙｴ Ｎ￬Ｎ￭ｬ Ｈ ｉ Ｇｾ には 、 シンプノレな正方形平而と 中 ｉｉ ｜ｊ 設 備 機械室階を含めた連続的な

ｼヰ ＱｲｩＧｾ 設定によって、ベアリングウオーノレとして型忽的な架椛となっている 。

設 備 l市 で は 、 全 屯 力 可 逆 Jf3熱 回 収 式 空 気 熱 源 ヒ ー ト ポ ン プ 空 調 Jj 式 、 2 包2

式 フ ァ ン コ イ ノ レ に よ る ゾ ー ン コ ン ト ロ ー ル 、 コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 設 備 機

株 の 述 転i初日前! と怨物の包= 迎などの $) r い し 技 術 が|升l発 さ れ 、 安 全 性 の 向 上 、

トー タノレエネルギーの節減、調理公害化 と い っ た 'IJと述i な者11市 環 境 を 創 りlHす

努力: がH，らわれている 。

こ の プ ロ ジ ェ ク ト を 企 阿 か ら 設 計 ・総 工 に わ た っ て - J J . して進めた竹 中工

務 J，!i の シ ス テ ム オ ー ガ ナ イ ザ ー と し て の 役 割 と 、 怨 築 主 で あ る ユ ニ チ カ ビ

ノレディングの Ａ日 ｬ 発 的 ＾［ＧＺｅ ｬＡ ｦ Ｇ昨 とは， Ｚ Ｇｾ <  ，iHiUi されよう 。
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1  :  800 概 要 ・ 平 面 図 ・ 立 面 図 ・ 断 面 図大 阪 国 際 ビ ル デ イ ン グ

2 階平面図

大阪市東区安 l二町 2 丁円 30 lffl 也

ユ ニ チ カ ビ ル デ ィ ジ グ 株 式 会 十 |

株 式 会 社 竹 中 工 務 府

-rf  て 昭 和45年 12月

竣 て 昭 和48年 2 月
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I也ト G L + 125. 110m 
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ア ル ミ カ ー 子 ン ウ 才 ー ル
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1，576. 09m'  

960. 000  

84. 6%  

3. 550m 
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銀行 シ ョ ウ ル ー ム

Ｑ ， ｬｩｾ Ｑ Ｑｩ 駐 Ｇ Ａ ｬ 場

22 ，000 ｖ 特ｬｊ ｉ ｊｉＺｾ 庄

22，000V /440V 3 世 4 W

22. 000V 13，300V 3 世 3 W

3 世 4 W 440V /254 V  

従 動 機 3 世 3  W 440V 

1 訂正n 3 世 4  W 254 V  

ＭｾＧｬＺコンセント 1 世 100V

発屯機 3 世

4  W 440 V  /254 V  1750KVA 

100V 1，200AH( 保 安 灯 幼 災 11))

24 V  170AH(述方操作似' ，! L I l J )

概 要

建 築 地

栓 築 主

ぷｾ Ａ ・8車工

工 期
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地下 3 !;官- 2 階

数

き
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- 電気設備
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Ｇ，ｉｬ，［，ｾ＠ . 火災報知l 非常通報 ・紋送 . T V 共1.. ) 可制足

時 汁 ・I"l 動，) 1. 管制1. イン 7 ーホ: . - ; . s. 設備

・給排水 ・衛 生 ・消消化設備

給水 .il f4l i 市水づ| 込 150mm 

受 水 枠11 500m
3  

給 水 )J 式 直後加汗ー給水 }j J'i. 

スプリン 7 ラー ・屋内消火怜 ・泡消火 ・

消防隊 1.I，i. m給

・空気調和設 備

冷 熱 i原 T ACNE S- HR

7 ア ン コ イ ル ユ ニ γ ト)j 式

セ ン ト ラ ル ダ ク ト }j ;:¥;; 

20 Y， 

20 Y， 

20 y， 

6  fi ( 下! 付| 滑H ) )

6  f; (  J二rMl滑川 J )

2  fi (  ｊｆＧｩ［Ｇ［ 川 ｾｉｕｉｊ Ｉ

700 R  T  x  2  fi 

450R T x  1  fi  

Ｉ，ｾ叩 ιｼ 祈Ｇ全， ｊ ｲＮ ｪ fj 式

ベ リ メ ー タ

イ ン テ リ ア

・昇降機設備

来) . j J 150m/mi n 

240m Imi n 

人街! T J 150m/mi n 

. その他設備

中央 I;)j 災t; ' J 11[装i丘、 C OMDE C- [[ ンステム

消火設備
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30 建築と社会/ 1973年 5月号

撮影 ・村 井 修

建 築 計 画

大阪国際ビルディング

- 基本計 画

建築の高層化にともなうオ ープンスペースの意義は，都市と建築のか

かわり方を強め，都市 lζ 欠落した環境の整備を建築の問題として取り上

げる積極性にある。すなわち街路から建物への人，車のアプローチ条件

の向上，建物と街路( 騒音，排気ガス) との緩衝空間，居住条件の均質

化，良質化( 採光，通風，眺望，プライパシー) . 整形な建築形態とデ

ザインの自由性など建築自体の性能向上があり ，そして同時に生み出さ

れた都市空間を太陽と緑の広場として，道路として周辺の環境整備に還

元される乙と とな る。乙れらの内外二様の効用が同時! C. 互いに助け合

って発揮されると乙ろに，高居化とオ ープンスペースのよりど乙ろがあ

る。日々生長発展を続ける都市のなかで，過密と都市機能の低下による

環境の慈化を建築の責任外のものとして，都市の改善を待っと とはで き

なくなっている。

大阪国際ビ J レディングは以上のような認識にたち Operat i on Bl ue 

S k y そして Oper at ion More Green を基本ポリシ ーとする強い窓志

をもって実現された。

船場は，幹線道路，高速道路にとりかこまれていながら ，その内部は

人と車の交錯する細い街路に頼るほかなく ，密度の高い商業活動も行き

づまりに直面し ，乙乙で生活する人達が憩う公園すら皆無に近い状態で

ある。船場のもつ歴史的背景やそのなかに培われてきた コミュ ニティ の・

輪を切らずに ，都市の生成の過程のなか! と新しい機能とヒ ュ- 7ニティ

の場をつくらねばならない。

私達が大阪国際 ビノレディングの構想をまとめるにめたって，重要な要

素として考えた乙とは，オープンスペースの確保と自動車lζ 妨げられな

い人閣のための広場の設定であった。 せっかく確保された質重なオ ープ

ンスペースが自動車の寄りつきや通過交通のために使われてしまっては

ならない。新しい都市生活を展開させる ，コ ミュ ニテ ィの核ともなる豊

かな環境が必要と考えられた。

大阪国際 ビJ レディングで‘ は一辺80mのほぼ正方形lζ 近い敷地の約8096.

を人工台地とし ，その中央lζ 32階の整形なオフィススペースを積み重ね

ている 。建物四周の地上レベル空地は歩道として提供し，人工台地は緑

あふれる広場として一般に開放している。建物を高層化し壁面を後退す

る乙とによって，周辺街区に良好な日照条件をもたらし ，将来の道路拡

幅も可能となる。天空率の高い台地上広場は都市公園としてすぐれた機

能をもっている。わずらわしい自動車の流れから分離され，豊かIC植栽

された緑の市民広場であり ，昼夜人びとに開放される。閉鎖的な屋上庭

園や敷地内広場といった従来の枠を越えた計画として，パブ リックな公

開空地のあり 方を示すものといえよう。将来，周辺街区の再開発が進

み，数プロックにわたって台地上広場がつながるとき ，その効果はさら

に大きくなる。

乙の建物の主用途であるオフィススペ ースは，一辺約40mの正方形平

函で構成し，中央に約 18 m角の コアを設けている。執務室の奥行は約

11mで、あり ，エレベーター， 階段，便所へのサービスを均質なもの とし

ている。各階は特別避難階段の隔壁をはさんで南北 2 つのゾーン! L 区画

され安全性を高めている。

構造方式は柱間隔 3 mのベアリングウオ ール方式を採用 し，貸事務室

としてのすべての機能 ・設備をとの 3 mグリッド lζ 統合している。オフ

ィススペースは執務者が昼間の生活の大半を過どす場であり ，その快適



牲は重視されるべき要系である。執務環境を左右する大きな姿ぷは外壁

関口部であ る。大阪国潔 ピJ レディングの外壁関口面積比率( 窓面白/ 壁

面全体面積〕 はベア リングウオ ールシステ ムの ピノレにおける極限( 約62

96) まで高められている。 また，建物内で働く人達の食堂についても従来

は，地下部分lζ 収容されることが多かったが，ここでは エレベ ーター乗換

l様であ る17階lζ 設け，明るく快適な食事が楽 しめるよう考慮している。

さらに高居棟の特色の一つは ，中間設備階を構造面で・の特殊な階とせ

ず， 全階向ーの階高として均質化 している乙とである。乙のこと は設

備，構造を含めた統合設計の結果であり ，健全な製構形態を維持すると

ともに ，外観にまで食かれた特徴といえる。また天井a 高対階高比率も超

高居 ピJ レの基準階として，最高率( 約7396) を実現している。

高層部外観は白色塗装されたアノレミ押出材による壁面仕上げにステン

レスの繊細なサッシを用い ，ガラスと外壁を同一面! と張出して緊張感を

与えている。

車の寄付き は， 地下駐車場を含めて，敷地内自動車交通のすべてを人

工台地下にとり込み ，人 ・車の分離を徹底 して安全を磁保している。

l 階玄関ホ ーJ レは吹抜を通じて 2 階ギャラリーへと繋がり ， 2 階ギャ

ラリ ーは周囲の柱列を透して，緑の広場へと展開する。外部空間から執

務空間へ至る一連の諸調の変化はダイナミッタなリズム感を人びとに与

える。 l 階，地下 l 階には接客率の高い，銀行，}苫舗，ショ ールーム，

などを配置している。

地階の北半分は駐車場を 3 フロア一重ね，南半分は階高のi奇い庖舗と

機械室を重ねて，基礎底盤の深さを同じ レベルとし，建物の安定をより

強固と している。

・ァゴラ船場と 植 栽

" アゴラ船場" と名付けられた広場は ，10陸にあまる i青木類と 30陸に

わたる低木類によって樋裁し，落葉性の高木類と常緑性の低木類が，四

季の変化を楽しめるように配置されている。樹木は南から北へ次第に高

く構成され，大きく関かれた天空からの陽光が広場( c そそぐ。株立ちの

ケヤキ ，エゴノキ，コブシ ，シラカシなどが，雑木林のような雰囲気を

感じさせる。草木類は人工的な刈り込みの手法をさけ，自然の伸びにま

かせる乙とにしている。台地の壁面には，やがてツタ類が這い ，都市の

かたい外皮を和らげるだろう。 2 カ所 lζ 設けられた小鳥の7 l < : e : み場は木

の実をついばみにきた小鳥遠の恰好の遊び‘ 窃ーとなるであろう。

樹短は，シノレエッ 卜が美くしく建築と調和する株立ちのもの( ケヤキ，

エゴノキ) ，花が咲き ，あるいは小鳥が実をついばむもの( サザンカ ，

ヒラ ドツツジ ，コ トネアスタ ー) ，風を防ぎ，拡散させるもの( ヤマ モ

モ， トウネヅミ モチ，ハマ ヒサカ キ) ，日影部分でも生育するもの( フ

ッキソウ ，ヒイラギナンテン) ，壁面を覆うツタ類( ノウゼンカズラ ，

ムベ〉などを選んでいる。( 図 1ー し 図 1- 2)  

台地の緑 IC固まれた歩廊部分へは， ゆるやかな階段で三方向の街路か

ら，直接アプローチできる。自動車の排気と騒音，危険性から隔絶され

た広場で は，2 階ギャラリ ーと 連携して，野外彫刻展や近隣の児童の絵

図展，昼休みの コーラスの集いな との多彩な催しが企画されている。 ギ

ャラリ ーの中央では，清水九兵衛氏の彫刻「ジョイン ト」が互いに結び

っく結合，連帯を表現し ，屋外の広窃には河合隆三氏のブロンズ像「姉

弟」が腰をかけている。植物と高層建築をつなぐ 2 つの作品であり ，人

の行き交いである。

大阪は緑の少ない街である。大阪平野の大部分がかつては水面であっ

たという地理的な特徴や，寸土を惜 しむ商いの町といった経済的な背景

が強く影響 している。大阪の街lζ 緑を繁茂させるには，公共的な緑化事

業 l乙依存するだけでなく ，私達市民一人ひとりが緑 lζ 対する自覚をもち，

互いに115任を分担して豊かな都市環境をつくりだそうとする熱意が必要

7ごといえる。

- 防災計画

大阪国際ピノレディングでは，設計者，工事担当者，ビノレ管理担当者を

含めて，予防，早期発見，確認速報，安全避難，初期消防，本格消防r

どをト ータルシステム化し， コンピ ューターによる紡災制御と合わセ

て，総合的な安全性確保に有効な防災計画をたてている。

一方，従来ともすればなおざり lζ されがちであった完成後の防災メン

テナンスについても ，テナント内装仕上材の徹底した不燃化とその保持，

可燃家具，可燃物の持ち込み制限と禁止，安全通路の確保，入居者に対

する定期的な教育指導など，厳密な メンテナンス対策をたてている。

避難計画は火災予防，安全区画の有効配置，二方向避難路の確保，早

期発見と消火，誘導を 4 つの住として，予想されるさまざまな災害から

人を保護し ，自由逃避を原則として所定の安全域まで誘導させる空間計

画を実施している。災害発生の第一要因に対して，区画体や，バイパス

などの拡大防止機構や，制圧のための諸装置を備え，二段，三段のフ ェ

イJ レセイフのシステムがつくられている。

l 階に中央妨災管理室を設け ，集中監視を行ない ，防災機能を有織的

rc . 活用する ， トー タルシステムを完成させている。

台地上広場は避難広j易としても効果的な役割をはたしている。 1 階と

2 階の 2 屈の避難階が設定されている。

・ディテール

機能の合理性と経済性，さらに量産の効率化をもとに発展する建築の

工業化は，乙れからの建築生産の主方向であり ，その重要性は，建築を

つくる過程! とおいて常. . rc . 認識されなければならない。しかし，ζ の建築

の工業化もその " かたち " の美しい表情を求める人間本来の心なく し

て，その発展はあり得ない。大阪国際 ピノレディ ングのテ' ィテールは乙 の

" かたち " とその必要性，必然性の極限に挑み，工業化と ともに美 しい

表情の " かたち " を求め，創りあげる乙 とを目標と した。

1. 基準階内部

3 m X 3 mのクリッドを基本モデューノレとする基準階は，天井，防火

区画，ー般間仕切に設備システムを加え，すべてのテ' ィテ ールが乙のモ

テe ュ- ) レをもとに統合，発展している。

天井 3 mのモデュ - ) レを基本に大型岩綿吸音板と T ライン工法で構成

される天井は，間仕切の取付! こ対する無補強は当然、，将来の撤去，移設の

変化lζ 際して天井の解体，補修を全く必要としない乙とを前提 lζ 照明，空

調，スプリンクラ ー， 燈感知器，非常・放送ス ピーカを配置している。( 図 2)  

間仕切 防火区画 ，コア ー廻りの間仕切は A L C版を主体に伎用 ，その

仕上は硬質プラスタ ー塗，塗装を標準 とした。水平力から発生する居間

変位lζ 対しては A L CI仮悠込の下部を固定，上郎をス ライ ドさせる とと

もに壁の直交部，扉枠取合部分lζ 岩綿を圧縮挿入，耐火，防煙，巡音の

機能を損ねることなく 17. 2 mmの居間変位lζ 追従する工法で笑施してい

る。表面の左官仕上は硬質塩ピの目地材を入隅および，3 mどとに塗込

み表面クラックの集中化をはかった。

テナン卜の一般間仕切は，設備配管を内蔵した ， 1  m X  3 枚， 3 mモ

テ'ュ ーノレをベースにパ才、ノレタイプの市販品でt かっ，法定不燃材を対象と

し，そのタイプを限定する乙とでデザインの統ーと将来の変化に対応で

きる間仕切 とした。

耐火材料 吹付岩約と石府il成型板の 2 種類を必要 lζ 応じ使い分けてい

る。すなわち ，ベアリングウオ ーJ レ架構の骨組に対し内部は吹付宕綿を

用い，外廻りの梁，柱は石綿成型板を使用，その柱型は位置費カ J レシウム板

で構成，耐火材料即仕上材とし最少限の柱見付寸法にする乙とができた。

2. カーテンウ オール

高さ 125m，面m20，OOOnf の外壁は厳しい自然現象から人命，財産を

安全に保護するとともに建築の高層化に伴う地震， i 雨，風のより苛酷な

条件r c . 対し ，とくに高い性能の確保と時間r c . 耐え得る建築を目指し ，デ

ザイン ，コスト ，性能の総合的パ ランスを求め，高度な技術的考察lζ 各

種の笑験で，技術の裏付けと安全性を確認 した。

カーテンウオ ーJ レの実施設計に先立ち ，その総合的性能を確認する た

めに，つぎの各極実験並びl こ，試験を計画的に実施した。

1. 風洞実験

2.  カーテンウオール各極性能実験

3.  コ。ンドラガイド ロー ラーの荷重による影響
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図 1- 2  大阪国際ビルディング植栽図低木図



4. シーノレ材性能試験

5. シーノレ材充填施工実験

6. 外装用塗料の性能試験

カーテンウオ ーJ レに作用する風力係数は 1/3∞ 模型で風洞実験を京都

大学防災研究所石崎研究室で実施，その結果をもと K 決定した。

面内変形性能

1. 風圧力による面内変形s 1 2 mm ( 1/300e) 

2.  設計用地震力による面内変形: l i l : 17. 2mm ( 1/207e) 

3. 0. 3G程度の大地震による面内変形s 3 0. 6 mm ( 1ハ16e)

以上の 3 段階に分けその性能を確認したが，最大 4 8 mm (約1/ 70の

まで追従，なんらの異常もなく当カ ーテ ンウオ ールの各ユニットの脱落

はもちろん，破損，取り替えの必要はまったくない高性能なカ ーテ ンウ

オー ルでt ある裏付けを得た。

耐風圧強度性能 高庖建築技術指針の計算式で'475kgl nf となる 風圧力を

設計風圧5∞kg/nf とし ，それに対し実験結果で最大変位は膝パネル上辺

で鎗み率1/344となり ，最大7∞kg/nf まで実験を実施したが，すべて良好

な耐風圧性能を有した安全なカ ーテンウオ ールで‘あ るζ とを確認した。

水密性能 風圧力250kg/ nf. 散水iu: 4e/ nf 分 IC対し l 次、ン ーノレ( ポリサル

ファイド系シー J レ材) . 2 次シ ール( ク ロロ プレン発泡固形材) . 3 次( 排

水機構) で対応。5∞kg/ nf の風圧力による面外変形後，および 17. 2 mm

の庖間変位面内変形後の水密性能も合せて漏水のない乙とを確認した。

ガラス 必要な鉄骨の耐火被覆を合理的な手法で段少限の寸法に納め，

無駄な肉付きを一切省いた柱と サッシの詳細で級密な追求によって，過

去のベアリングウオ ーJ レ架構の高層建築にはない，関口面積比率( 約62

9引に高める乙とができた乙のカ ーテ ンウオ ールの硝子厚は，強度計算

値をもとに 1 2 mm厚ガラスと 1 5 mm厚カ" ラスを用いて実験。その結果，

1 2 mm厚ガラスと 1 5 mm厚ガラスの双方 lζ 強度の差がみられず， ほぼ

同等の風圧強度を有しているととが，風圧と発生応力の関係から得られ

た。すなわち . 1 5 mm厚ガラスに比べ. 1 2 mm厚ガラスの方が周辺部に

応力が分散する傾向が強く ，乙の応力分布形の迷いが1 2 mm厚カo ラスを

理想的に変形歪みエネJ レギーを分散し，絶対値が相対的 lζ 小さくなった

ものと考えられる。実験結果の資料と設計計算値を詳細に比較検討。下

問階の 3 階から 14階までを 1 2 mm厚ガラス ，上層階の 15階から 32階を

1 5 mm厚ガ. ラスの使用 K 決定した。

ゴン ドラガイドローラーの荷重による影響 コーン ドラ 構造規格により ，

壁面 K 直角方向荷主 1096kg平行方向荷重 778kglζ 対し，カーテンウオー

J レ柱型ユニット の各部材および，表面塗装 K 対する影響を確認した。

塗料 深みのある陰影と単純な直線のなかに ，メンテナンス用ゴンドラ

ガイドレールを内蔵したT 型リフ。付ア J レミ ニウム押出材の外装焼付塗料

を選定するに当たり ，まず第一の条件をメンテナンスフリ ーとし ，つぎ

の 3 種類の塗料を対象とした。

1. 熱硬化アクリル樹脂系塗料

2. ポリウレタン樹脂系塗料

3. フッ素樹脂系塗料

乙れらの各塗料の性能試験の結果は，塗料自体の性能範囲にとどまる

ととなく ，アルミニウムカーテンウオ ールの外装焼付塗料として，総合

的判断のうえ ，ポリウレタン樹脂系塗料を選定するに至った。

取付け カーテ ンウオ ールの取付けを作業性，安全性から考え，その作

業は床上作業でかつ，取付け位置は Fl oor to Fl oor が望ましいのは

明白であり ，高層建築の外壁カ ーテンウオ ーJ レ取付け作業の原則であ

る。過去ベアリングウオーノレ架構の高層建築のメタノレカ ーテ ンウオ ーJ レ

の分割方法. 3 ピー ス l ユニット に比較して，大阪国際 ビルデイングの

カーテンウオ ールは柱型とそれに窓サッシと腰ノマネ J レを一体にした . 2  

ピース 1 ユニット方式である 。乙の 2 ピース l ユニ ットの分割方法は，

取付けの作業性，安全性の有利のみに とどまらず，現場取付けピース 数

で3396. 取付け工数では2096の減少，さらに取付け日数，現場シ ーJ レの

施工工数と回数を大幅に減少，短縮。設計段階で目標と した作業の効率

化を確実に達成すると とができた。

以上，大阪国際ビJ レディングのカ ーテンウオ ールは，その設計 lζ 当り

初期の計画段階から生産，迎搬，湯霊，取付けに至る一貫した検討に，

工事関係者の参画を得て，高い性能の確保，安全性，作業性，効率化を

追求。高度な技術的裏付けを設計，技術，工事lζ 至る総合的な組織で実

現。設計施工の特性を十分に発揮する乙とができた。
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構 造 計 画

大阪国際ビルディング

- 構 造 計 画 と 構 造 設 計 方 針

大阪国際 ピノレディングの徳造計画のプリンシプノレは ，徹底した合理性

の追求にあった。構造方式としては，一般ラ ーメ ン構造，大スパントラ

ス構造，プレ ース構造，壁あるいはプレ ースとラーメンの組合せなどが

考えられ，また ，いずれも実現可能であった。しかし乙のような高居建

物はその構成が複雑多岐であるため ，構造のみならず他部門の総合力を

有機的に統合し ，生産性，総合的経済性，とりわけ市街地中心部での建

設という ，作業環境等を総合的に判断した上で構造計画を進めるべきで

ある。当ピJ レの構造計画にあたっては ，乙の原則のもとに ，先述の種々

の構造方式について検討した結果，以下の図 K 見られるような実施案を

採用するに至った。

本建物の規模は基準措平面約 40m角，階数32階，高さ 125mで，高層

建物として構造上理想的なプロポ ーションをもっている 。構造材料は，

低居間ｾ ( 2 階以下) は岡IJ 性，強度の大きい鉄骨鉄筋 コン クリ ート 造，高

層郎 ( 3 階以上) は軽量で・かつ強度，籾性lζ 富む鉄骨造としている 。構

造方式は外周ならびに コア廻りの， 3 m  間隔の柱列帯からなる 2 重閉鎖

型ベアリングウオ ーJ レタイプである。なお地上階における耐震耐風姿素

はこの 2 重チュ ーブだけで，通常用いられるプレ ースか壁の類は一切使

用していない。乙れは内と外のチュ ープの振動性状をできるだけ等しく

する乙と，鉄骨の仕ロの単純化，鉄骨建方の単純化をはかるためである。

低層部においては ， 2 階の階高， 8  m! C 対応して コアー架構 !C鉄骨鉄筋

コンクリ ート 造の筋違を設けている。また コア部の 4 隅は 2 段梁と して

設備のダクトの取出しを容易にするとともに ，構造的 lζ 隅角補強の役目

をしている。平面上の床組の特徴としては ，センターコア形式の場合，

通常 4 隅の部分に斜め梁がかかって，乙乙が天井照明計画等のネックと

なる場合が多い。本建物では乙の部分を交叉梁としているため，均質で

かつ高い天井高を可能にしている。( 図- 3 ，図- 4 - 1 ，図ー 4 - 2)

つぎに設計条件はいわば構造設計を行なう上での目標となるが，その

値の設定は ，建設地域のサイスミシティ ，建物使用上の制限，建物耐力

の限界などから定められる 。本設計においては現在までの経験や実験的

裏付けより下記の値を採用している。

地震波外乱最大加速度振幅O. 2 g ! C対し

S 造 部 分 最 大 居 間 変 位 角 応 火 5 X  10-
3  

rad.  (  ｮｾ ｮ＠ ) 程度

日 2 ∞/

最大籾f生率応答 1. 0以下( 弾性)

S R C造部分最大居間変位角応答 3 X  1O-
3
rad.  (約」ーl程度

¥'"  330 I  

最大靭性率応答 1. 0以下( 弾性)

地ii1波外乱長大加速度振幅0.3 g ! c 対し ，上記値の 2 倍以下とする。

以上設計条件ならびに応答解析に採用した地震波の最大加速度振幅の

設定は，過去の地震記録から予位、される最大加速度振幅と地震入力位置

によって定められている 。

- 構 造 部 材 お よ び 地 盤

柱は S R C造部分および S 造部分とも ，4∞ シ リーズ極厚H 形鋼で ，

外周策構でフランジ厚18- 4 0 mm，コア廻り 架憐で'18- ω m mとなって

いる 。 なお ，S R C部分の断面は 7∞ X 8∞である 。梁は S 造部分にあ

っては， 梁成 650mm! ζ 統一し ，チュープを構成する 梁はプレ ート 組立

( B  H - 650X 250 X  12X  16- 22)  ，外局とコアをつなぐ梁はハニカム梁

( Hc- 650X 201 X  10X  17)  ，交叉梁はハニカム梁 (Hc- 650X2∞ X 9

34 建築と社会/1973年 5月号

X  14) となっている 。材質は，柱梁とも S M50Aおよび S M4 1 Aを使用

している。( 図- 5 )

つぎに地盤については，本敷地は大阪城の西側を南北 ICはしる沖積層

が最もうすい領域 lζ 位置し ，地表近くまで天満砂礁屈が隆起しているの

で支持地盤 とし ては比較的恵まれた地層である。 したがって基礎形式は

直接ベタ基礎としている。また常時微動ならびに弾性波伝搭速度を地

表， G  L - 15. 0m， - 35. 0m， - 55. 0mで- 行ない ，その結果，各屈にお

ける卓越周期は， G  L - 55. 0mを除き ，0. 3 秒前後である。弾性波伝揺

速度は ，表層部を除き， S 波で3∞m/秒以上の値を示し，良好な地盤で

ある ζ とを裏付けている。 図- 6 !ζ 地局断面図を示す。

・地 震 応 答 解 析

本建物の基準階は ，平面形状がシンプJ レで，外周郎，コ ア部とも ，建物

直角 2 方向の勤特性が均等になるように計函されている。さらに鉄骨高

居部は ，各階同ーの平面形と階高を有し ，連続的な剛性ならびに強度分

布を可能とし ，その結果，不測の応答増幅，応力集中のお乙り難い理想

的な形態をしている。前述のように ，高層部分は全水平カを架橋lζ 負担

させ，低層部分では S R C造のプレ ースおよびR Cの外壁を耐力墜と考

え水平力の一部を負担させている。耐震設計は ，構造物をモデル化し ，

概活的な応答解析による応答E の検討と，その応答畳を外力として詳細

各部の応力の検討を繰返す，いわゆる動的耐震設計手法によっている。

構造物系モデルとしては ， ロッキングとスウェイを考慮した下部構造

( 地盤) と上部構造( 構造物) の述成系 とし て取扱い ，地上32階，搭屋

l  階，地下 2 階の35質点系 lζ 地盤の 2 自由度を加えた ，37自由度系として

応答解析を行なっている。復元カ特性は，各層ごとに独立な Tri l i near

型の履歴特性を採用 している 。

図 3 基準階床伏図



(削 減 衰 量

減衰常数として，上部構造に対しては振動数比例型の内部粘性減衰機

構を用い ，その値は各構造材料lζ 応じて定め，S 造部分に対しては2 %，

S R C造部分lζ 対しては 5 %を導入している。地盤を含めた全体の系 IC

対する減衰量は2. 099ちとなっている。

(7)  構造物の固有周期

建物形態より ，直角 2 方向の固有周期はほとんど同じ値を示す。

盤を含む)

G 方向 l T = 3. 56秒 2T = 1. 27秒、 3T = 0. 78秒

B 方向 l T = 3. 57秒 2 T = 1. 28秒 3 T = 0.  78秒

( G ， B のわずかな途いは ，低層部分の差K よる。)

(8) 検討地震波

地緩応答解析には ，下記の 6 波形を採用し ，最大加速度振幅は0. 2 g ，

0. 3g としている。

E L CE NT R O 1940 NS， E W成分，T A F T  1952  NS， E W成分，

OS A K A  206 1963 NS， E W成分。

(9)  応答結果

最大応答量は，E L CE NT R O 1940 両成分で生じる。靭性率応答畳の

最大値は ，0. 2g で0. 91， 0. 3g で1. 48 ( いずれも 15階) であり ，いずれ

も設計条件を十分満足 している。また， 3 階床を基準面と考えたベース

シャ ー係数は 0. 085である。との建物は，高層部では対称形で，ねじれの

発生し難い平面であ るが，低層部において ，高層棟が低層部の中央より

やや南 lζ 片寄っているため ，ねじれの検討を行なったが，R Cの耐力壁

の効果的配置( 1階) により ，応答増幅率の最大値は3. 5%程度で，0. 2gI C

対して十分弾性応答領域におさまっている。

(地

(1)  上部構造 (建物) の初期間性

架檎の剛性に影響をおよぼす部材の変形として，曲げ変形，勇断変形，

軸方向変形ならびにパネルの努断変形を考慮した援角法より初期間IJ 性を

評価し，その初期間『性から求められる振動数，振動型のうち ，低次 3 次

までの振動数，振動型を用い，最低次IC多少ウ ェイ トをつけて逆算した

等価な努断型剛性を用いてい る。

(2)  上部構造の第 2 . 第 3分校剛性

架構の第 2 分校剛性は，初期剛性の 1096. 第 3 分校剛性は零と仮定し

ている。ただし ，1階以下の部分については壁量の多い乙とを考慮して，

第 2 分枝問IJ 性は，初期剛性の30% . 第 3 分校は ，ラーメンのみの第 2 分

校を用い ，結果として 5 96程度の値となっている。

(3)  下部構造 (地盤) の剛性

地盤の剛性，減衰量の評価 lζ 関しては種々の方法が考えられる が，

本解析においては半無限弾性地盤上の剛体の振動より求めた Gr ound

C o mpl i anceの概念より ，等価な水平岡l性ならびに回転剛性を評価して

いる。なお，地盤の復元カ特性は弾性としている。

(4)  弾性限強度

対象とする屈の住ならびに ，それに接続する上下の梁のいずれかの部

材端の応力が，一つでも弾性限強度( 縁応力度が短期許容応力度になる

状態) IL達したときの層の男断力をもって弾性限強度と定義している 。

(5)  降伏強度

いわゆる層と しての崩壊荷重の算出には，対象とする層の全節点( 柱

あるいは梁) が弾性限強度に達 したと きの，層の到断力でもって評価す

る。通常のラ ーメン架構では，降伏強度は層の弾性限強度の209ぢ- 3096

増の値となる場合が多い。
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- 接 合 部

ベアリングウオ ールタイプを採用すると ，部材数の増加に伴い必然的

に接合部が増加するので，乙れをいかに少なくするかは設計上最重要検

討事項の一つであった 。接合個所は ，一つの部材を両端のみで接合すれ

ば及少となる 。す なわち工場では単一部材製作のみとして ，組立てをす

べて現場で行なうか，あるいは工場で可能な限り 巨大ブロック化をはか

るかであるが，現実 lζ は工場の製作工数，迩搬能力および現場での組立能

力等， トー タJ レコストとしての最適条件を見つける乙とが肝要である 。

本建物の場合は ，最終的に図 4 - 1. 図 4 - 2 および図 7にみられる

ように ，コア廻りは従来通りの杉木状 ( 幸〉柱で，梁中央を高カボノレ卜

接合とし ，外周五里構は工場で悌子状 ( 肖) 柱 IC組立て，現場ではt弟子状
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o  H  T ホルト接合 - 現場洛接接合

図 7 基準階梁接合型式

• J ・( 現場交叉梁上フランジ)
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同

一

川

30 

J ，( 現 場 交 叉 梁 下 フ ラ ン ジ)

ぬ

問
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図 9 交叉梁仕口

柱の聞の梁を直接溶接する方式を採用 している 。交文梁部分は一方向の

梁を単材で通し ，それ lζ 直交する方向は 3 mの短い梁をすべて現場で接

合する 乙ととし た。このため ，乙の溶接個所数は非常に多いものとなっ

たが，溶接量はそれほど多くなく ，溶接工 8 人. 1 フロア - 4 日工程に

のせるのにとくに支障はなかった。なお ，高力ボ J レト接合でも構わない

個所 IC対しても ， 乙のように大幅な現場溶接採用 lζ 踏み切ったのは ，

C 02溶接工法の開発による現腸溶接の信頼性の向上と，鋼材 :立の節約，

工場製作工数の低減，デッキプレー トや耐火被覆，仕上材の納りなどを

考慮すると，溶接の方が有利であると判断したためである。なお ，工場

溶接においてもできるだ. け省力化をはかり . H形鋼柱の強紬方向 lζ 取付

く梁 フランジはすべて S E S 溶接を採用している 。図 8. 図 9 {ζ 溶接関

先形状の一例を示す。

.  J ， ( 工 場 S E S ;寄接)

孟 16

• K  ( 工場C O，溶接 )

J ， J， 

. ;，u見場柱 フランジ)

K  

J ， 

• J ， ( 現 場 、 梁 よ 、 フ ラ ン ジ )
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図 8 外周柱仕口
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を開発した。また ，その他の特長としては ，4∞V 配電! r ア J レミ C V ケ

ーフツレの使用，分電盤どと! と地絡回路をひきはずしする選択遮断方式の

採用 ，T ラインによる整然としたシステム天井のまとめ ，蓄熱開放管路

の水車ポンプによる動力回収，中問機械室を基準階高とし構造計画の均

等性 と協調 したととなどである。

画計備設

受包容量は凸， 8∞K V A，契約屯力は約 4，8∞K Wであり ，特別高圧

22，( 間V で受電している。地下 3 階! r 設備された特高電気室! r て降圧し，

T A C NE S- H R  ICは 3，3∞V (2，4∞K V A)  ，一般動力には 440V ，一般

心灯K は ( 3 ゆ4 W)  254 V  (2， 2:∞K V Ax  2 台) ，コ ンセン トICは l OOV

を供給する。電力の引込線認分の事故! とよる停電をさけるために ，電力

引込みは関西電力の久宝奇ー変fG所と 北浜変電所より引 込む本線，予備線

切替方式 としている 。また ，ビJ レ内部の事故! とよる停'むを少なくするた

めに ，屯気 シャフトを各階 2 カ所もうけ ，屯灯，コ ンセン ト用幹線とし

てアル ミC V ケーフソレを 8 回路lζ 分割して布設し，幹線事故による 停屯

が広範囲におよばないように考慮 している 。地絡による停包保護として

は，各電気シャフトの分屯盤 lζ て地絡した回路のみを引きはずし ，幹 線

の地絡については ，ロー ドセンタ ーで地絡した回路のみを引きはずしす

る選択遮断方式をとっている 。

関屯の停電に備えて自動起動するディ ーゼJ レ発電機を設置し ，非常電

源、の確保を行なうとと もに ，停電時から発電機の電源、が確立す るまでの

間は ，バッテリ ーにて非常照明を点灯する 。照明器具は器具効率の高い

ものを使用 し， 経済的な照明をほど乙している。

基準階の照明は建築のモジュー J レlζ あわせ 3 mごとに 2 灯用の埋込下

面開放の器具を配置し 6∞J レックスの照度を得ている 。また ， 1 K Wの

- 電 気 設 備

大阪国際ビルデ ィング

設備計画の基本方針は ，大阪における船場地区再開発の一環と して新

しい時代への道標となる使命をもったものをつくる乙とであった。この

方針に基づいて ，建物の内部環境のみでなく都市環境をも含めて健全で

快適な環境を創造する無公害の冷熱源システム T A C NE S- H R を開発

した 。T A C NE S- H R とは T akenaka's Ai r  Condit i oni ng by Ne w 

Ener gy Sys t em- Heat  Recover y の略称、で ，建物内部 lζ 発生する冷房

によって生ずる排熱を熱回収によって暖房，給湯に利用し ，乙れらの熱

の収支がバランスしないときには ，自動的に大気か ら吸熱または放熱が

できる可逆的機能をそなえた，全電力による可逆形熱回収式空気熱源 ヒ

ート ポンプである。また乙れらのシステムを段通lζ 制御する コンピ ュー

ターシステムを導入した。( 図10)

コンピュータ ーが ビ‘ J レの巡転管理に使われた例は多いが，ほとんど，

計量の同時記憶 と記録すなわち ロギ ング コンピュ ーターとし て使われて

いたが，コ ンピ ュー ターを本来の演算機能! と使い ，負荷の予測によって

常にシステムの全状態と建物内に発生する熱; 誌を キャッチし ，最適かっ

経済的に確実に制御を行なう コンピュ ーターシステム C O MD E C- l[
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No. 3 T ACNE S -

H R  

上部のドラムが補

助7 l < 熱交換器

下部のドラムが主

7l <熱交後紫

中央防災監視盤

左側がV DC装置

のカラ ーブラウン

管で木装置により

当 ビソレのすべての

機器のあらゆる状

態が監視できる

絵銀銭議盤
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7 ) レチハ ロゲン灯38基をもちいて夜間の外壁照明を行なっ ている 。

ト~ランス ，コンラ宅ンサーなどには P. C. B. を一切使用せず，公害から

の脱却をはかつている。

1階の中央防災管理室ICは，各種機器の操作 ・監視機能を集中配置し，

C OMD E C- l[ システムにより自動操作と自動記録を行なっている。

その他弱電設備 として，電話設備，火災報知設備，包気時計設備，放

送設。ffi . テレビ共聴設備，自動管制設備を設け，ピノレ管理のための コミュ

ニケーシヨン手段としてインタ ーホン設備をそれぞれの目的にあわせて

6 系統設けている。保守員の連絡にはペ ージング装置を用意している。

- 給 排 水 ・衛生 ・ガス・ 消火設備

給7k設備は市水本管3∞m mφより 150mmφ を分岐引込みし ，地下 3

階の受水松守ζ貯水する。高層階 (18階- R階) . 中層階 ( 3階- 17階)

および低周階( 地下 3 階- 2 階) の 3 ゾー ンIC分割して ，高架水槽な し

の直接加圧給水方式で送水している。給水置を制御する方法として，ポ

ンプの回転数制御と定速ポンプの台数制御の組合せ方式を採用してい

る。なお ，高居階より中低周階へは減圧弁を通 じて送水できるように し

ている 。小便器の洗浄水は C OMD E C- l[ システムによりフラッシュ

する回数を使用状態 K 応じて制御している 。また ，給水の赤錆対策につ

いても考慮している。給湯はT A C NE S - H RK より加熱される。給

湯のゾーンは給水と同様である。

ガス設備は ，ガス本管 (3∞mmφ) より 2∞m mφを分岐し ，地下 3

階のガスメ ータを緩て 4 系統に供給する。

便所はプレハブ化され，清潔な陶器製の器具を使用 してい る。大便器

は壁掛式の洋風便器，小便器は自動洗浄フ ラッシュ付を ，洗面器にはセ

ントラ J レ方式の水石けん供給器を設けてい る。

消火設備は，主と してスプリ ンクラ ーを設備し，その他，屋内消火栓，

連結送水管を設けている。ガレージには泡消火設備を設けている。

- 空気調和・換気設備 ・

高層 ビソレの変化 !C富んだ負荷特性に適合した空調システムを計画して

いる。建物内のあらゆる熱を相互に熱回収によって利用する T A C NE

S- H Rをもちいて年間空調を行ない . T A C NE S - H RIC対応する

空調システムとしてゾーンどとに送水温度を制御し ，ゾー ンの空調の コ

ント ロールを行なう WA S Cー 2 P システ ムを開発した。また ，ロー カ

J レ制御 lζ 予測演算をし . : &: 適制御を行なう コンピ ュー タ制御 と有機的に

結合し ，オンラインにより日常の巡転管理業務を常 lζ 設計時lζ 計画され

たように最適条件で確実 (C運転し . l . l i 境の向上をはかると同時lζ 経済迷

転を可能とした省力化システム. C OMD E C- l[ (Comput er  Deci de 

Control ) を開発した。

(1)  T  A C  NE  S - HR  

空調設備の冷熱源を無公害化すると同時に ，熱効率を最大限 ( C高めて

エネJ レギーの消費を減ずるととは社会的要請である。乙れらの要求を満

たすためにクリ ーンエネルギーである屯カによって駆動する ヒー トポン

プユニットが無公害化を満たすシステムとして注目されている 。また ，

ヒー トポンプは装置駆動電力エネルギーの 2- 4倍の熱変換( 成績係数〉

が可能な乙とと ，一つの装置で冷房 と暖房が可能というすぐれた特性の

ために ，技術的 (C容易な小規模の装置に利用されてきた。しかし近年の

スクリュ ーコ ンプレッサ ーの開発によって大容量の ヒート ポンプの製作

が可能となってきた。 ヒート ポンプを大別すると空気熱波、 ヒートポンプ

と，冷水をつくる際の排熱で温水をつくる熱回収式 ヒート ポンプとであ

る。ととろが空気熱源 ヒー トポンプは冷水をつくるか，温水をつくるか

のどちらかで，同時 lζ 冷水と温水をつくる乙 とは不可能である。また ，

熱回収式 ヒート ポン フ。は冷水と温水を同時につくるととは可能であるが

冷水をつくるエネルギー以上に温水をつくる乙 とは不可能である。 した

戸って熱回収が成立する条件としては年聞を通じて常に冷房負荷が暖房

数荷よりも大である乙とが必須条件である。

そ乙で乙れらの欠点を一挙 IC解決するシス テムとして，空気熱源 ヒー

40 

トポンプの空気熱交換器K 並列 して補助水熱交換器をもうける乙 とによ

って，大気lζ 吸放熱 していた熱を回収し，必要な ときに必要なだけ冷水

と温水が同時に とれるシ ステム. T A C NE S- H Rを開発した。すな

わち T A C NE S - H Rは，建物内 lζ 年聞を通じて必要 とされる冷房を

行なう際に生ずる排熱を暖房と給湯IC利用し ，乙れらの熱がパラン スし

ないときには ，自動的に大気から吸熱し ，または大気へ放熱できる可逆

的機能をそなえた冷熱源装置である 。T A C NE S- H Rは熱回収によ

って冷水と温水がえられ，熱の有効利用をはかついるためにエネルギー

の二重消費がなく ，高効率で辺転1'1が安い。また ，冷房と暖房給湯が一

つの装置で同時にえられるためにスペース効率もよく建築有効面積が増

大 し，年聞を通じて稼動するシス テム に集約され設備1 ' 1 も安くなる。

( 詳細は建築と社会47年11月号「第四回背年技術者」怠照〉

(2)  WA S C- 2  P システム

ファンコイノレユニット はそのすぐれた特性を生かしてビルのペリメ ー

ターの空調の負荷処理として使用されてきた。ファンコイルユニ ットの

自動制御はファンの風畳を可変する乙とで行なっていた。とくに室内の

温度を キャッチして自動的に風呂をかえる自動速調器の開発 lとより格段

にその特性を生かす乙とが可能となった。

ファンコイル( c は冷水かまたは温水かを送水するこ管式と ，冷水と温

水をいつで‘ も切りかえて送水が可能な三管式と四管式とがある 。三管

式，四管式はすぐれた制御性を有するが大変高価である 。そ 乙で同じ負

荷の傾向を示すゾーンを集約してゾーニ ングを行ない，二管式lζ て送水

すれば四管式にする必要は全くなくなる。事務所 ヒツレの場合であれば方

位別 lζ 水系統をゾーニ ングすれば，ほぼ問題はない。とくにゾーンどと

にゾーンの平均負荷に合わせて送水温度を制御すれば，ファンコイルユ

ニットの制御域は大幅にふえる。そ乙で大阪国際 ビJ レでは ，基準階事務

室を東西南北Iζ ゾーニン グし ，ゾーンごとに送水する水の温度を制御し

てゾーンどとの コント ロー J レを行ない ，個別の制御は自動速調器による

風量制御を行ない ，ニ管式で制御性の高い空調システムとした。 WA S

C ー 2 P システムを要約すれば，安価な二管式をもちいて，ゾーンの制

御を送水温度で行ない ，個室制御を風豆制御で行なうシステムの乙とで

ある。 ファンコイルの特性を生かして，水温と風量を変化さす乙とによ

って安価に幅広い制御が可能なシステムでもある。

- エレベータ 設 備

エレベータのノミンクを低層階 ( B 1. 1. 2  - 17階) 6台と 高層階

( B  1.  1. 2.  17- 31階) 6台IC ，運行効率と経済性 とから分割して

いる。低層階と高層階の乗りかえ階を 17階lζ 設けている。 17階を乗りか

え階としたのは建物の中間階に社員食堂を設け，エレベータの運行計画

と建物の用途計画を一致させたものである。 エレベー タがもっとも混雑

する昼食時聞にも エレベータ を効率よく平等 ICサービスするための独特

の運転ノ f ターンを用意している。

. C OMD E C- I[ システム

C OMD E C- l [ システムは ，コンピュ ーターを本来の演算機能K 使

い，負荷の予測と時々刻々のデーターによって，最適かつ経済的に，そし

て確実IC判断し制御を行なう制御用コンピュ ーターとしてとり入れたと

とろに大きな特色がある。主記憶装置は 8 Kワード， 補助記憶装置は 131

k ワードでストア ー ドプログラム方式によってジョブを実行する 。また

タイムシェアリング方式によって同時並行処理を行ないつつ ，割込みプ

ログラム を優先処理するように管理プ ログラムを作成している。プログ

ラムは約300本で，ヒソレ内の端末の検出器よりの信号，パルスは約3.α ゅ

点におよび，ゼネラノレフロ ーに取組んで完成まで約 2 年聞を鈍した。

C OMD E C- II システムは ，単なるダイレクトデジタル コントロ ー

J レではなく ，コンピューターの不測の事故があっても最低の機能が確保

できるように ，ロー カJ レ制御を独立させる乙とも考えられている。乙の

ローカ J レ制御と コンピュ ーターにより予測演算を行なう最適制御とが有

機的に結合されている乙とが大きな特長である。もう一つの特長は ビデ
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万能入出力装置 整理ｾ視判断

| デジタル アナロタ羽生器|空イフライター
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⑤

 

⑨

 

外lB入出力装置

アナロク入力点技

ナログ出力点玉虫

コンタ クト入力点 ;2

コノタクト出力点銭

フロセ ; q; :; 込点政

ヒテオディスフレイ も，- ン手" ラーミニ歩

キーボード

C V C F 呈停電装置 EFFECT 

図12 COMD EC -II システム図

オディスプレ ー装置を用い 16インチカラーブラウン管によるドッ卜方式

で コメント ，表，グラフ ，計浪tl 値，各種の系統図の表示が行なえる乙と

である。 コンピュ ータの笑行にともない ，乙の ビデオディスプレー装置

に状態報告をリク エストすれば，運転管理者K 対していろいろな表示を

行なってくれる。大規模な ビJ レになるとピ J レの総合管理面における情報

量が膨大となり ，操作の誤り ，五rr絡ミス ，遅れ，不適確な判断が多くな

り安全な管理もできにくくなる。そ乙で ，現状を十分分析し ，コ ンピュ

ーターへ適用して効果あるジョブを摘出し ，今まで扱うべき情報日が多

いために判断演算lζl 時間がかかり制御が不可能であった論理的なジョブ

をコンピューターで制御する乙とにした。

単純機能の羅列であった ローカル制御とコンピュ ーター制御を有機

予測データ の記憶

- 室内温度設定制御

的に相互に連繋させ総合化システムとしたもの

で，そのシステムブロック図を図111ζ示す。

乙の拡大された日常の運転管理業務はほとん

ど乙のシステムに一任する乙とができ ，さらに

最適条件を維持する省力化システムでもある。

図121ζ本システムを構成するコンピュ ーターフ

ァミリ ーと機能ブロックを示す。本システムの

代表的なジョフ。はつぎの通りである。

くT A C N E S - H Rの制御〉

. T A C N E S - H Rの運転サイクノレの切替判

定操作

. T A C N E S - H Rの経済運転制御

. T A C N E S - H Rの蓄熱巡転制御

. T A C N E S - H Rのスケジュ ーノレ迩転制御

. T A C N E S - H Rのスケジューノレ迩転修正

制御

く空調の制御〉

・空調機器のタイムスケジュ ーJ レ制御

- ファンコイルユニッ ト送水温度設定制御

・ファンコイルユニットの自動速調器の遠隔温度設定制御

. 動力回収用ポンフ。水車台数制御

く電力制御〉

・停' 函処理制御

. 復屯処理制御

・操作故障の記録制御

〈監視 ，日報作成制御〉

・監視制御

く諮求書の作成〉

41  



施 工

大阪国際ビルディング

- 施 工 計 画 と 実施

高居ピ J レの特色でt ある多! 音階の繰返し作業を合理的にすすめるため，

資材の搬入，残材の綴出 ，動線の確保，協ill} レーノレの確立，作業工数の

定泣化 ，作業の安全性等を考慮して計画を行なった。

まず基本方針として高! 首都工事の早期若手が可能になるように両府郎

基礎 (40mX 40m) の早期床付を計画した。雨応部は敷地のほぼ中央部

lζ 位置するので周辺部 {ζ 法函を残し ，竹中式オ ーガーパイ J レ桂列 および

p . s アンカ ーによるパック アンカーを併用した山留とした 。

高層部基礎が定おすると高層部1作業床の早期確保と周辺山留支保工を

兼ねた地下く体工事を先行させた。 1 F 床が，作業床として使用が可能

になると高局部鉄骨悠方工事と逆打工法による周辺低層部のく体工事が

同時に若手でき工事が本格化した。( 図13)

本敷地は交通規制区域にあり，昼間大型車交通規制区域内 lζ あるた

め，大型車による搬出入はすべて夜間または早朝となる。したがって侃

削土砂の搬出 ，コンクリー卜の搬入，鉄' 舟，カーテンウオー J レ等の大型

資材は早朝もしくは夜間の搬入という立地条件下にあった。高間部周辺

の 1 F 床の早期確保が全工期の工程に大きな影響をおよぼすので ，地下

工事では 1 F 床の工事を急さ ，その有効利用をはかった。高信部周辺の

1  F 床の東面 ・南面は鉄骨工事関係 lζ ，西国 ・北面を一般資材の級入 [ζ

区分けし，夜間は土砂の銀出およびコンクリ ート 工事に 1 F 作業床を明

け渡して作業のねi犠を避けるように計画した。

上下作業は 1 F 床を基準と して地下周辺逆打部は図- 13{乙示す 6 カ所

の関口部を土砂および資材の搬出入口とする作業動線により ，また地上

部はそれを避けたその他の部分を資材のス トッ クヤ ード ・作業床とする

2 区平行立体作業を可能ならしめた。また安全管理上飛来落下危険防止

と 1 F 階の作業との完全分離のためエレベーターは B 1階をスタ ー卜|法

として 1 F は通過階とした 。また B 1 階 le ロッカ 一室，朝の会の会場 ，

設備関係、の加工場lこ利用し ，外部か ら直接 B 1 階への作業員の誘引をは

かっ fこ。

工事用機械はま| 画段階に揚重ピ ース数，稼動人員 ，天候 ，タク 卜回数

などあらゆるケ ースを想定し電算機を利用してシミュレ ーションを行な

い必要台数を算出し， 最少| 恨の設置台数にとどめた 。主要工事機械 とし

ては鉄骨工事用として 2∞Wタワー クレンと 80Wタワ ークレン各一台 ，

一般資材協重用として 2 トン用 S 型大型 リフ ト2 台，工事用人荷エレベ

ーター 1台て・設臣殿械の有効利用を計った。 ( 図14)

・工事 工 程

昭和45年 9 月より本敷地内の旧建物の解体工事に着手した。地上部の

解体がほぼ完了した昭和45年12月に起工式を行ない本工事 lζ 着手した

が，地上部の解体工事が残っており ，旧建物の地上部の解体が終るのを

待って ，昭和46年 2 月より地下部解体工必と平行して山留用オーガーパ

イル打設を始めた。地下郎分の解体は G L - 6.00mまでのすき取りと同

H寺! L 行ない ，地下部解体工事 ，山留工事 ，排水用ジ ーメンス工事，構真

柱打設と地下工事の諸準備を 5 月中 lζ 完了した。( 図15)

本工事の当初の目標は地下部解体工事を含めて28カ月の工程でスター

卜した。解体および地下工事は計画通り l順調にすすめた。乙の聞に高層

部の工事計画を絞り直し ，工事のクリテイカルパスとなっている工事を

再検討の結果 . 鉄骨工事をはじめ後続の工事も 5 日タク トから 4 日のタ

42 建築と社会/ 1973年 5月号

クトに短縮する乙とも可能であると判断された。全体工程 { e大きな影響

をおよぼしていたのは資材揚虫用の S 型リフ トをエレ ベーターシャフト

内に計画していたために生じるエレベーターホーノレの駄目工事が大きか

った。またエレベ ーターシャフトは建物の中央部にあり ，外柱の柱スパ

ン3.0M ( 往内法2.4M) という短スパンのため揚重作業の寄付きに難点

があった。乙のため一般事務室床に駄目穴を残す案と建物外部に設置す

る案と当初案の三案を比較検討の結果，一般事務室内にリフ トを設置す

る祭では各階設1 i 1 l l 工事の配管が途中で寸ー断され ，水圧テストが行なえず

全体におよぼす影響が大きく ，外部設置案が最も有利であるとの結論を

得た。乙の結果，駄目としてはリフ ト設置部のカ ーテンウオーノレと その

部分の日目口部からの雨水対策であった。雨水の浪人の恐れある 吉自分は工

程的 [ζ 作業を調整する乙とによって充分対処でき . *A作業も積荷 ・取

込作業および安全性についてもむしろメリッ 卜があると考えられ，外部

設置に踏切った。 乙れにより生じた派生的なメリットは外部設置を予定

して準備していた コンクリー トタワ ーの不用になった乙とである。乙れ

は交通規制によって生コンクリー卜の搬入はやむを得ず夜間作業となる

ため ，s型リフ トが利用できるようになった。昼間部は一般資材の揚重

に利用するが，夜間は使用しないため ， リフ トの荷台の上に取りはずし

可能なホッパーを乗せ ，乙れでコンクリ ー卜 の垂直巡搬をさせる乙とに

して，揚重機の節約をはかった 。

乙のような検討の結果 ，大幅な施工機械の変更もなく 3 カ月の工期短

縮が可能となり， 47年12月より高層部鉄骨建方の工程より 4 日タクトの

実施に うつ した 。

高層部鉄骨建方は 3 節- 7 節の|昔jを4 日タクトで建方を行ない. 8 節

- 12節を 5 日のタク トで実施 し， 鉄骨は計画工程通り 11民調に進める乙と

ができた。

しかし鉄骨工事 lζ 続く コンクリ ー卜 工事では 4 日タク 卜すなわち 1 F

を 2 固に分け l 日おきにコンクリー卜打を行なう計画をしたが，雨天に

よる作業不能日を取返す乙とができずに遅れを生じた。 コンクリ ー ト工

事 4 日タク トは正味の 4 日で余裕のない日数である。 コンクリ ート打設

日が雨の場合には，その日数だけ遅れる乙とになる 。当初の計画では8

節以上の鉄骨工事の工程を 5 日タクトで計画 したので 1 F 当り 1 日のコ

ンクリ ート 工事の余裕回数を見込んでいたが ，さらにくい込み多少の遅

れを生じた。 コンクリート の1 J ，: 終工程で最上階32F のコ ンク リート. p  

1  F.  P R F のコンクリートをタワークレンを利用して 2 段打で全工程

では問題は生じなかったが，途中階では コンク リー卜 工事に続く天井関

係の設備工事に多少の影響をおよぼす結果になった。

以後の各作業はすべて 4 日タク トで計画実施したが，耐火被覆は I火付

機の故障で，間仕切皇室A L Cは階層gl13 分割発注になっていたために，

担当工務が変る| 時点でせっかく軌道に乗ったペ ースがその階でくづれ，

変更階で多少もたつきもあった。カ ーテ ンウオ ールは 4 日タクトにむし

ろ余裕があり ，先行の A L C工事を追い上げ，タク トのペ ースメ ーカー

の役割lをはたした。ガラスが入り ，天候に左右されなくなった以後の工

事は 4 日タク トを守り，基準階は ，図161ζ 示す基準工程により進める乙

とができた 。

内装工事において工程に桜轡したのは本設エレベ ーターを仮設に利用

したため，エレベ ーター廻りの仮闘が残り ，その周閣のエレベーターホ

- }レ [ζ 駄目が残った乙とである。今後高層 ビソレでは本設エレ ベーターを

早期 lζ 取付け仮設利用される乙とになるであろうが，エレベーター設置

|時 {e仕上工事の可能な壁( 外からの作業のみ) になるよう計画すれば ，

さらに工期の短縮がはかられよう。

全体の工程に関する問題点として本建物のように高応部周辺に全周に

わたって低層の建物j が取阻んでいる場合に は， 高層部への資材の搬入，

残材の搬出の作業が周辺低侶部の仕上工事におよぼす影響が大きく，両

者の工程の関係を充分に検討する必要がある 。

工程管理は計画時に屯算機によってアウトプットされたマスタ ーネッ

トワーク，セミネットワークをもとに，実施工程を考慮して向乙う 3 カ
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図15 実施工程表

'1、 J l.-

使 所

Z務室E

2 0タクト 2 1  2 2  1  2 3  1  2 4  1  ど 2 9  I  3 0  I  3 1  I  3 2  I  3 3  I  34 I  3 5  I  3 6  3 7  J  

図16 基準階タ クト工程表

閣のサブネッ トワー クを毎月作成 した。巡営にあたっては 10日ととの旬

間工程表を工事区分乙とに作成して工事を進めた。揚重はセミネットワ

ークをもとに毎月2 s 日 lζ インプットデーターを作成し ，'; : UX? 処理による

44 

荷札によって ，翌月からの揚霊作業を行なった。実施旬間工程表と揚重

作業 との差は多少あったが，錫重指定自に可能な限り忠実 1<=協盃を行な

って ，さほど大きな支障もなく ，むしろ工程管理上有効であった。



① 基礎工事 ・昭和46年 4 月 ②基礎工事・昭和46月 8 月

大阪国際ビルデ、イング

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

ｾｉ＠

⑦ 建設中の遼景 ・昭和47年 5 月

③鉄骨建方中・昭和46年10月

③建方中・昭和47年 1 月

⑤置 スラブ・昭和47年 2 月

J  

⑥建方中 ・昭和47年 3 月
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@液景 ・昭和47年 9 月 ③ H 皆人工台地の トップライト・昭和 47年 9 月 ⑩カーテンウオール取付・昭和47年 10月

. 大 阪 国 際 ビ ル デ ィ ン グ 工 事 関 係 業 者 P R

( 順不同)

. 周辺土木 竹 中 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 盾 大阪市東区本田T 4  - 27 T  E  L  06ー252 - 4081 

設備工事(電気・空調・給排水衛生・昇降機・自家発電外) - =: : 6=- a- M- - T- . 6. .  

. ALe版工事、硝子工事、自家発電設備、生コン ニ 菱 商 事 株 式 玄 社 大 阪 支 社 開 発 建 設 部
大阪市北区堂島浜通 1-15 - 1 T  E  L 随一343-1111

-24?九二??5T; 吹付工事 丸 紅 株 式 会 社 大 阪 建 材 部 建 材 課 大阪市東区本田T 3 - 3大阪国際ビル T E  L 随一揃ー仰 ト 科81

. 受電設備 株 式 会 社 日 立 製 作 所 大 阪 商 品 営 業 所 大阪市東区北浜 4 - 6  ( 日生目立ピル) T  E  L  06- 203- 5781  

. 土工事 壷 山 建 設 株 式 会 社 大阪市此花区春日出町中 6 - 8 - 7  T  E  L  06 - 462ー1121 (代表)

. 鉄骨工事 松 尾 橋 梁 株 式 会 社 大阪市大正区制T 3 ー 110 T  E  L  06- 552ー1551( 大代表)

. ジーメスウェル地下排水工事 浅 野 工 事 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市大淀区中津本通 1- 2  ( 世界長ピ l レ7階) T  E  L  06- 371- 5895( 代表)

. アルミカーテンウオール(東面) 日 軽 ア ル ミ 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市東区高麗橋 5 - 1  T  E  L  06- 203- 5171 

. アルミカーテンウ オール( 西菌) 日 本 建 鉄 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区梅田T47 T  E  L  06- 341- 4331 

. アルミカーテンウ オール(南面)
昭 和 銅 機 株 式 会 社 大 阪 支 店 大阪市西淀)11区{ 回目T3 - 155 T  E  L 06- 475-∞01( 代表)

. アルミカーテンウオール(北面) 不 ニ サ ッ シ 販 売 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市東区本通 4 - 4 ー1 T  E  L  06- 262- 2541 

. 造作 株 式 会 社 大 丸 装 工 部 大阪市南区鰻谷仲之町38 T  E  L  06- 252一郎41

. 造作・家具 株 式 会 社 高島屋 大阪市浪速区日本橋 3 - 40 T  E  L  06- 632- 3191 

. 生コ ンク リー ト ト 納 入 桂 隆 産 業 株 式 会 社 大阪市東区北浜 2 - 7 6 T E L E 二Z 仁詩JJRZ

. プレキャストコンクリ ー卜工事 新 熊 取 を 石 材 株 式 会 社

本社工場滋賀県甲賀郡甲西田T朝国91 T  E  L  07487 - 2 ー0253(: 代表表)

大阪営業所大阪市旭区中宮 4 - 2  - 16 T  E  L  06- 952- 2738( 代 )  

. プ レ プ ラ ン チ ケ ー ブ ル 住 友 電 気 工 業 株 式 会 社 大阪市東区北浜 5 - 15 T  E  L  06- 220- 4141  

ニッケンスター式銅製山留、鏑矢板 慶 瀬 鋼 材 産 業 株 式4 社

.H形鋼、N Tパネルの賃貸及び販売 玄

大阪市西区西長堀北通 3 - 2  - 3  T  E  L  06- 532- 6201 

- j菜礎工法用スパイラル鋼 管 久 保 田 鉄 工 株 式 会 社 大阪市浪速区船出田T 2  - 22 T  E  L  06- 631ー1121

. 軽量鉄骨下地・アルミ工事 株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 高 庖 大阪市北区伊勢町22 T  E  L  06 - 312- 4131 

- 溶 接 金 網 直 鉛 引 亀 甲 金 網 松 井 金 網 工 業 株 式 会 社 太阪市東区南本町 2 - 3 2 T E L Zゴ; ; 二議二;

. 鉄 筋 デ ー コ ン 株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所 鉄 鋼 事 業 部 東京都千代田区丸の内 1 ( 鉄鋼ビル) T E L 0 3 - 218ー711 1

-222zcz-f3口ン HI パイ 7 ・ 積 水 化 学 工 業 株 式 会 社 大阪市北区絹笠町 2 ( 堂島関電ピル) T  E  L ω- 365- 2265 

カラー写真提供 。日刊建段工業新聞社
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@市直樹と換気施設 ・昭和47年 12月 ⑬大阪国際ビルの雄姿 ・昭和47年 12月

- 大 阪 国 際 ビ ル デ ィ ン グ 工 事 関 係 業 者 P R
( 順不同)

-Z2誤24クト工事 ヤ ブ サ 工 業 株 式 会 社 大阪市福儲島区太問仰桝田町T 4 一41 T  E  L 侃 一4“仰6臼3山 4引l 惜 )

東 陶 機 器側 特 約 庖 4  

. 関西鋳工鰍総発売元 片 岡 工 業 株 式 玄 社 大阪市浪速区東関谷田T 2 - 12ー 1 T  E  L  06- 643- 3567 

. 耐火被覆工事( リフライト・リンペット ) 日 本 パ ル カ ー 工 業 株 式 会 社 大阪市西区江戸堀 3 - 88( 旭ケミカルスヒソレ) T  E  L  06- 448- 386ト 2

. アスフ アルト防水工業 日 新 建 工 株 式 会 社 大 阪 出 張 所 大阪市西区新町北通り l ー18 T  E  L  06- 541ー1607- 8  

. 陶磁 タイル工事 関 西 タ イ ル 商 会 人阪市西区江戸堀北通 1 ー19( オカダビル) T  E  L  06- 443- 9131 

床ゴムタイレ

. ビニールアスベストタイル材エー式 朝 日 商 事 株 式 会 社
阪市北区中崎町86- 4  T  E  L  06- 371- 4662 

- システム天井工事一式 近 藤 金 属 工 業 株 式 会 社 大阪市西区土佐堀通 3 - 55 T  E  L  06- 441- 8676- 9  

. 植樹工事 三 容 興 産 株 式 会 社 大阪市阿倍野区松虫通 1 - 9' - 6  T  E  L  06- 702- 6611 ( 代表)

- 造園工事 富 士 造 園 土 木 株 式 会 社 宝塚市山本東 2 - 6 ー17 T  E  L  0797- 88- 0501- 5  

. 各種硝子販売工事請負 株 式 会 社 大 阪 硝 子 庖 大阪市東区本田T 5  - 4  T  E  L  06- 262- 3536 

. 板 硝 子 旭 硝 子 株 式 会 社 大 阪 支 庖 大阪市北区小深田T 3  T  E  L  06- 373- 5814 

. 板硝子 日 本 板 硝 子 株 式 会 社 大阪市北区梅田 8 ( 新阪急ヒ' 川 l 階) T  E  L  06- 345- 7131 

. 塗装工事 株 式 会 社 石 渡 康 三 郎 塗 装 庖 大阪市阿倍野区播磨町 2 - 6 ー 1 T  E  L  06 - 693- 2031 ( 代表)

. 各種塗装請負業 株 式 会 社 三 木 塗 装 庖 六阪市住吉区苅田町 1 - 4  T  E  L  06- 699- 6555( 代表)

. 大理石工事 関 ヶ 原 石 材 株 式 会 社 大阪市都島区都島本通 4 - 20- 26 T  E  L  06- 922- 7661- 4 

. 大理石工事 株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖 大 阪 支 庖 大阪市東区高麗橋 2 - 9  ( 野村ヒソレ 5 階) T  E  L  06- 202- 4905 

. スプリンクラー消火設備 三 重 工 業 株 式 会 社 大阪市東区備後町 5 - 12 T  E  L  06- 201- 0501 ( 代表)

. 鉄筋瓦斯圧接工事 東 亜 圧 接 株 式 会 社 大阪市東淀川区小松南通 2 ー18 T  E  L  06- 328- 7655( 代表)

. ナカフロント・トイレユニ ット ナ カ 工 業 株 式 会 社 大阪市東淀川区田川通 7 - 15 - 1  T  E  L  06- 309- 0291 ( 代表)

- 左官工事請負業 株 式 会 社 亀 井 組 大阪市北区中崎田Tl 5 - 1  T  E  L  06- 37ト 1871( 代表)

. ビニロイド防水工事 三 星 窪 業 株 式 会 社 人阪市西区京町堀 1 - 74  T  E  L  06- 443- 9721 ( 代表)

- コーキング 日 本 化 成 工 業 株 式 会 社 吹田市南金田 1 - 4  - 46 T  E  L  06 - 385ー沼86



大阪国際ビルディングの竣工にあたって

ーその当事者に聞く

彦谷 お忙しいと乙ろをどうもありが とうどざいました。乙の前，大林

ピJ レディングができましたとき ，設計を担当した人，それから施工を主

としてリードした人に寄っていただいて，いろいろ苦心話をお聞きしま

した。今日は大阪国際 ピノレディングについて，閉じように設計と施工の

面でど苦心なさったいろんな面をお聞き したいと思います。

たまたま黒と白という 2 つの対照的な ピJ レが，大阪のシンボ J レとして

大へん適切なようなと乙ろへ偶然建ったと思うのです。もっとも都市計

画上どうかというととは別問題ですが。

そ乙で，乙の 2 つのビノレを比較しでもっとも違っている点は ，大林の

ピJ レが主として自社ビJ レで‘ あるのに対 して，乙の大阪国際 ビJ レディング

というのはいわゆるコマーシヤノレベースに乗ったと乙ろの商業ビルであ

るという乙と ，だと思うのです。

ビJ レを拝見しますと ，それが非常によく出ております。それでそうい

う商業ベ ースに乗ったお府ビ〉レという点について，ひとつとのビソレの設

計のスタ ート から，そのポイント ，あるいは趣旨をお話し願えればと思

います。設計のほうから・ ・。

跡地の高度利用と船場の再開発

大辻 ちょうど乙のヒツレは船場の中心に位置します。乙 ζ は昔，伊藤忠

本社ビJ レ2 糠，呉羽紡 1椋， ニチボ一本社ピ J レ1;棟といった，古い 4 つの

ヒソレが建っておるー街区でどざいま した。それがたまたま ，合併やら ，

移転やらでニチボー， ニチレの合併された ユニチ カ l 社で，乙のー街区

をそっくり入手される ，非常にめぐまれた，まれなケースとしてまとま

ったわけです。乙の跡地をどう有効利用するか，船場かいわいのヒソレ需

要に対して，どう対処するのがよいか，いろいろの乙とか ら乙の企画が

発足したわけです。ホテル，デパート，オフ ィスといろいろな案が出ま

したが，との進め方というものを私どもはかなり広域的な考え方から推

し進めました。例えば西日本経済圏における大阪市の位置つ‘ けと計画地

の位置づけ，大阪市の中のいろんな商業施設，その需要予測，将来の伸

び，その量的な把握など乙れをかなり広いと乙ろから考えてきました。

最終的に超高層オフィスとなったわけですが，これにはいろんな考えが

ありました。大阪におけるオフィスの空室率などを見ますと一時かなり

大きい数字に上っていました。そとに一抹の不安がありました。かつて

のようにビルを建てたら売れる という時代はすぎ ，今は " よいビソレへ移

るl時代" ではないかという乙 とです。外部空間がゆったりとられた ，最

適なフロア ーをもった超高層オフィスがとの場所に実現する限り ，テナ

出 席 者 大 辻 真 喜 夫 (竹中工務庖 大阪本底 設計部次長)

安 岡 君 蔵 ( 同上大阪国際ビルディング作業所長)

き き て 彦 谷 邦 一 (彦谷建築設計事務所長・ 編集委員長〕

と き 昭和48年 3月13日

と こ ろ 日本建築協会会議室

ン トを入れるととができるのではないかという判断をしたわけです。乙

うした需要の商を，船場という町の性格，それに事業性の問題などを合

せ環境度 1(. よってチェックして，最終的 IC塔状の超高層 ビJ レを選ぶ乙 と

にしたわけです。

質の高い，良質な都心型オフィスである ζ と，そして単に新しい ビソレ

を建て直すというだけでなく，乙の地域の環境整備に何らかの形で寄与

できるものでなきゃいくまい。乙ういうと乙ろが出発点でした。敷地全

面を一階分持ち上げ，二階に広場を作る ，そうしてその広場の中央に高

層線を積み上げ，周りの自動車交通による混雑，ほ乙り ，騒音から隔絶

されたオフィス環境，そして周りの喧喋から切り離された広場，と いう

乙とでセットしたわけで= す。乙の街区は一辺約8 0 mありますが，こ うい

う形で，将来乙のかいわいのブロックをふやしてゆけばいずれは大きい

人工台地にス ーパーブロックとして繋がり乙の船場再開発の起爆材とし

て役に立つのではないかと考えたわけです。たまたま大阪市から発表さ

れれている . 1990年構想でとの船場かいわいの再開発案が発表されてお

ります。乙れは大阪市の総計局から私どもが委託を受けて船場の再開発

のあり方について提案したものですが，乙れがス ーパーブロック方式に

よっています。乙のス ーパ- 7- ロック再開発の足がかりとしてー街区単

位を出発点にする ，乙の単位をつないでゆく乙とが総合的な再開発に繋

がるという考え方です。乙ういうビジョンや公共性が認識され，本来特

定街区 として予想していた理想的なケースではないか，という乙とにな

って家認され実現をみたわけです。

人工台地

彦谷 確かに高層の建物が乙うしてりっぱにでき上る とい うだけで、終っ

てしまうと ，大へん矛盾したと乙ろがいろいろあると思うのです。それ

で都市の計画上，あるいはまた環境，交通の問題，いわゆる都市全般の

観点1(. 立って乙の建物を将来どういうように位置づけるかという ζ とが

乙れからの問題だと思うのです。

いまおっしゃったように，低層部をつくって，人工台地をつくり ，緑

地帯をつくられたという乙とは，今日の殺風景な都市景観を幾分でも よ

くされた点は理解できますが，現時点では，まだあの空間は十分生かさ

れていなし、。たとえば霞ヶ関の場合のように ，ああいう都市の段差があ

った場合には，ああいう台地が非常 lζ 生きますけれども ，いまの場合11::

メーンのエントランスとい うのがどうしても ，地盤上にあって，二階の

エントランスというのは現在うまく生きてるんでしょうか ?
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大辻 そうですね，現在一番問題になりますのは， 乙ういう高層ビ J レ

で，収容カも相当なものになりますし，人と物の，あるいは車のピJ レへ

のアプロ ーチです。道路面でそれをやりました場合には，車のアプロ ー

チのために肝心な広場が分断されてしまう。で，せっかく有効に取れる

広場というものが生かせないととになります。基本的 1<::: は寧と人とを立

体交差させる考え方です。そういう意味では，今度の場合非常に効果的

だというふうに考えました。ただ，その二階のレベルというものが，何

らかの将来の拡幅，あるいは周り ，近隣への述絡という形が十分に成り

立たないと ，ど指摘のような面がいくらかあるように思います。

彦谷 将来周辺に人工台地ができてきますと ，大へんあの場所はよくな

るんでしょうね。

大辻 近くの小学校や，周辺に住んでいる人，そういう人たちに対する

サービスとかあるいはコミュニティーに対する還元，を考えようという

乙ともござ‘ いましたので，そういう窓味では非常に効果的 1<::: 生かせるの

ではないかと思っています。現在そういう広場なりあの空間，ホーJ レな

どの使い勝手についても ，ソーシヤル ・サービス的なプログラムをいろ

いろ検討中でどざいまして，今後価値が出てくるのではないかというふ

うに思っております。

彦谷 一つにはあの人工台地が高すぎる。もう少し低くして欲しい。

それには一階を地盤より下げるとか。それは，わたし先ほど，非常に

商業ベースから出発されてるという乙とを，決して惑い意味で言ってる

のじゃないんですが，東京銀行が本町通りにほとんど全面をしめていま

すね。あの辺にちょっと問題はなかったんですか ?

低層部の役割ソーシァルサービス

大辻 むしろ私どもは道路レベルからいきなり高い建物が蛇立する重圧

感というものを，台地を設ける乙とによって，緩和できる と思っている

のです。高層ピノレがそ乙にあるという怠識が，あの周りを歩いてみます

とあまりお乙らない。緩衝空間がそ乙にできておりまして，町を歩いて

て高間ビ J レのすぐきわを歩くというような重圧感が全然ない。 ζ れはど

近所からも全部建ち上った時点でのいろんなお話の中 1<::: ，昔あの敷地に

ピJ レが立て込んでいた時代に比べて非常に明るく快適になったといわれ

ております。それから風害だとか，日照だとか当初懸念された問題につ

きましでも，あれだけの緩衝空間ができておるためにそれが意識されな

い。そんなお話もありましたが，そういう点は私どもが怠図したととで

あったわけです。

彦谷 確かに低層部があるために，歩道を歩いてます と高層の建物があ

まり窓識されませんね。しかし一方で高居の建物をあの低層部が少し殺

しちゃってるのじゃないかなという気がしない乙ともないんですがね。

大辻 乙れは東京銀行さんのご要求でなくて，むしろ ，ビソレを成立さす

ための経済2基盤を確立するため，計画のある時期に積極的につくったと

いう乙 とです。

彦谷 とζ ろで，大林のピノレのときにも感じたんですが，あれだけの高

層の建物を建てる割にはBOメー タ一角は狭いですね。そういう点が何か

墓石的な感じになって，人工台地ともう一つグラウンド ・ライン上ICも

緑の と乙ろが欲しい。乙れはBOメータ一角という一つの地割りの関係で

やむを得ないんか知りませんけれども。

大辻 それよりもむしろ ， あまりお気づきにならないかと思うのです

が，現実に敷地の周りに2. 5m，本町側では 4 .5 0 m以上公共歩道IC土地

を提供しているんです。あのかいわいは，歩道すらない街区であったと

いうこ とです。歩道を提供していって，本来それは自分の土地ですか

ら，グリ ーンにしてもよい と乙ろを都市の環境整備のために提供してい

った，将来の道路拡幅の可能性ももたせたというととです。

彦谷 本町通りもそうですか ?

大辻 はい本町通りも， 4. 50 m引っ込んでるのですよ。本来，3 mしか

歩道がどざいませんでね，やはり通行にも支障を来たすような…
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一番広い通りですらそういった弱いと ζ ろがあるわけですね。で，周り

への還元という形で土地が生かされているというととです。確かに人の

歩くレベルでは緑は少ないのじゃないか。ただし二階の広場への階段は

ゆったりした， 6 m幅 2 本，それから北側にも 3 m幅のが l 本ありまし

て楽に自由に上っていただけるようにしております。

実は私どもの本社，御堂ピ J レの北側に北御堂さんがありま して，いい

季節 ICはずいぶんいろいろな人が昼休みなど上の台地に上りまして有効

に，よく使われているわけです。現在大阪国際ピルは峻工しまして聞が

なく ，まだ冬でしたから ，人々の賑いが見られませんけれども ，ゆった

りした階段で自由に上れますし，今後季節がよくなれば，十分K 活用さ

れるであろう ，と期待しています。

それから ，私どもあの広場で，経験してます乙とは，道路レベルで感

じる乙の周りの車の排気ガスとか騒音とかそういうわずらわしさという

のが，あそ乙へいきますとほんと K ふっきれているわけです。音にしま

しでも非常に隔絶された感じもありますので，今後はそういう乙とが理

解されていくであろうと思っております。

彦谷 ただ，風当りは割合にきついですね，どうしても高層ビJ レの下と

いうのは。

何度も申し上げるようですが，もうちょっと地割りが大きいほうがい

いと思いますね。乙れは仕方のない乙とですが。

大辻 やっぱりやっておりましでも ，BOm角といいますと ，あまり広い

とはいえません。( 笑い)

乙のかいわいて、やるとしましでも ，大阪の地割りがほとんど乙ういう

ととですね。

彦谷 わたしは聞き手で，乙んな乙とを申し上げる必要はないんですけ

れどね。低層部をぐるり全部固さないで・，少し切るというような乙とは

お考えにはならなかったですか ?

大辻 低層部を下げておくとか ?

彦谷 グランドライン上にも ，少し広場があると ，人工台地とがなじみ

やすいのではないかと思うのですが。

大辻 そういう乙とを考えた時期もあるんですけれども ，それはたとえ

ば前面だけを道路面までおろしちゃって後の部分に低層部を設けるとい

う乙ともどぎいましたが，それよりも ，まとめた広場を取って，それは

先ほどの経済基盤の問題ともつながってきますんで， やはり最終的に

は，周りを全部台地にしちゃって，その上にきれいな形で乗っけよう，

という乙とに落ち着きました。

それと広場は防災上の避難広場に想定しておりますので，できるだけ

フラットで大きな面積を確保したほうが，避難上はより有効であるわけ

です。 2 階の台地は完全に越難階として認められた階になっておりま

す。ですから避難レベルが 2 つあるという形になっております。

企画のシステム

彦谷 とにかく乙のピ J レを企画されて設計される過程において，オ ーナ

ーですね，乙れを計画する企業側とか，そういう人との話 し合いという

のはかなりあったわけですか ? 竹中さんの技術に全面的におまかせす

るというととになって・. . .. ...。

大辻 私ども ，企画段階では開発計画本部をはじめとして各分野の担当

がどざいまして， 乙ういう土地の跡地利用ですとか， プログラムの立

案，あるいはもくろみ，あとの収益性，企業としての成立の基盤と申し

ますか，そういうものまで一切を含めてそっくりやらせていただいてお

ります。今度の場合も最初のもくろみ試算から工事の竣工lζ 至るまでの

全部をまかせていただいたわけです。

もちろん方針についてのど承認をちょうだいしなければいけませんの

で，そういう点ではいろんなプレゼンテイションを していくわけです。

また ，乙ういう緑の広場というような乙とはメイン テナンスの費用など
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も理解を していただかなければいかん面もございますので，そういう点

についてはど納得いただくようにど説明申し上げ乙、了解いただいて進め

るわけです。

それに ピJ レオ ーナ ーとしての社会的使命というようなど認識も非常に

強くおもちでしたので，そういうど理解なり ，また励ましのおこ とばな

りをいただいて進められたわけです。

高層ビルの設計パターン

彦谷 と乙 ろで，高居ピノレの設計のパタ ーン もいろいろありますが，ほ

ぼかたまってきたようですね 。

大辻 そうですね。構造システムや経済性の面から幾つかのタイプlζ 限

られてきているように思います。大阪国際ピノレの場合，一辺4 0 m角で，

真中 18 m角の コア をもって， ほとんど重心のかたよりがどざいません

し， 超高居ピJ レの形と しては，構造的には理想的なプロポーションをも

っております。

ですから ，鉄骨使用畳を，いままでのデータの中で最も経済的に記録

破りをやろうじゃないか。 そういう意味の構造的なチャレンジですと

か，高層 ビノレの窓を売るという乙とで外壁面に占める窓の関口面積の比

率を，いままでにない大きなウ ェート であけようとか，あるいは階高に

対する天井高の比率もいままでの実績を更新していく ，というと乙ろに

一つのめどを置いて，それなりに工夫をした，と いう乙とでございます。

それと ，乙乙での特徴は，ちょうど法規改正時期 lζ 重なった点があり

まして，新 しい法規がまだ公布されてない時点にできるだけその新しい

法規の主旨をいかして設計を進めてゆく必要がありました。乙れは大林

さんの場合もど一緒だと思いますけれども ，制定された法規の中でやっ

たのとまた少し意味が違って ，安全など，法規以上lζ 理想的な方向の追

究ができたという点もあったようにも思います。

たまたま私どもすべての面でそうなんですが，T A C NE S を例にとり

ますと ，たとえば吸収式冷凍機ですとか， ヒー トポンプを利用した熱交

換シス テム， そういうものを御堂ピノレ，あるいはその次に伊藤忠Lセンタ

ーピ ) V，それから乙の大阪国際ピ J レの近くにあります瀧定ビ、ノレ，乙うい

うと乙ろで T A C NE S という形にまとめあげて，それをさらにリファイ

ンして今度の ビルに積み上げていったわけです。いずれもその個々に盛

り込まれている技術は，そういうような形でずっと内部的に積み重ねて

きたものを発展させながら組み合わせてま とめたという乙とで: す。乙れ

を何か特殊な形で，いままでやりなれないととを乙乙ヘボ ーンとやった

というような感じは全然ない。そんなと乙ろで，今後そういう中身のリ

ファインをさらに続けていきたいと思っております。

彦谷 おっ しゃる通り ，竹中らしい建物という ζ とです。 ( 笑い〉

平面が正方形 というのも経済的にも有利でし ょう 。真っ角であるとい

う乙とは大へん有利であるという乙とですね。

大辻 そうです。 コアのおさめ方にし ま しで も，バランスよく コンパク

トで構造的にも文句なしです。貸 しビノレで，比較的小部屋分割の傾向が

予想されま したので廊下の少な くてすむプランで もあるのです。

3 メーターグリッド

彦谷 グリッドはいくらになってますか。

大辻 3 メー トルグリッドです。

彦谷 l メータ- 5∞と いう乙とですね。霞が l メータ- e/YJ ですね。 大

林さんが l メータ- 8∞ でしたから ，一番ぜいたくな … - 。

大辻 照明，ス プリンクラ ーの配置と材料，構造面の合理化，施工性な

どから 3 メー トルにおさめたわけです。地形からの枠取りからもちょ う

どそういうもの と重なったというととなんです。

彦谷 コア を除いた事務室の幅は何メ ーターだったですか。

大辻 約11mです。

彦谷 大体ど乙も同じくらいで， 11 メーターぐらいが一番事務机の配置

がよさそうなんですね。

大辻 環境としては一番ょうどざいますね。もう少し敷地が大きい場合

には 14・5 mまで使う例があるんですけれども ，そういうものに比べます

と今度の場合は理想的なケースだと，思います。

対照的な 2つのビル

彦谷 大林も 11mでしたね。しかしいずれに しても 2 つの ビルが黒 と白

で対照的にでき上ったというのは，偶然にしても ，おもしろいですね。

大辻 全く偶然でしてね。( 笑い)

彦谷 非常に象徴的で，なんかうまい乙とで、き上ったなと思って…… 。

( 笑い)

またそれが構造的にも ， あるいは外装的にもきわめて対照的で しょ

う。それだけによけい興味があるというとやじ馬みたいだけれど，おも

しろかったと思うのです。お互いが特徴を出しあって，いいピノレができ

たと思いますね。

大辻 あの外装など も，梅新の第一生命ビ J レとか新阪急ホテノレとか，い

ずれも蓄積をしておりま したものをリファインしつつ確信のあるもので

進めたという ζ と，そしてロ ーコストと申しますか，全体としてのコス

トダウンをはかられたというふうに思っております。

植栽計画 一一設計に緑を一一

彦谷 それと ，街Iζ 緑をという点にも十分考慮されましたね。

大辻 乙のビJ レで，植栽についていろいろ工夫をした点がございます。

四季それぞれに花が咲き季節の色どりがにじみ出てゆく ζ とを考えまし

た。また小鳥などが来て遊べるような水呑み場や実のなる木を植えま し

た。季節の変化を町中にいて感じられるというようなととが今後… … 必

要だと思います。いまはまだ冬で，つぼみが出ておりませんけれども，

乙れから楽 しんで、いただけるのじゃないかと思います。

低層部外周壁にはツタ類をずいぶん入れております。ツタが繁っ て，

コンクリ ー トの外皮をやわらかくっつめば，おも しろいんでt はないかと

考えています。
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彦谷 土はどのく らい入ってますか。

大辻 多いと乙ろで 1 m5∞です。江坂の大同生命ピ J レで，室内での樋樹

という乙ともいろいろやらしていただきましたが，乙乙では屋外で自然

のままの形を選びました。私ども設計部ではとと数年前から ， "設計に

緑を" と いう標語をかかげ環境づくりに力を入れてきましたが，乙れは

単lζ 緑の木を入れる とか植木を植えるという芯味だけじゃなくて，その

思惣の基本に人間復権をうたいあげたい，と 。そういうこ とでやってお

ります。条件によって，できる場合とできない場合と多々どざいますけ

れども ，極力そういうふうにおすすめをしていとうではないかと ，そう

いう努力の目標にしております。

彦谷 人間性喪失に対してのチャレンジですな。( 笑い)

大辻 そういう乙とです。

彦谷 しかし，メインテナンスが大へんなのと ，緑にほ乙りがかかって

薄汚ないというのも，また乙れ考え方によると ，緑だ緑だと言ってるだ

けでね，ああいうものの管理というのは大へんだ。

ぼくは自然というのは，自然にしおくととではなくて，やはり管理さ

れなければ自然にならんと思うのですよ。とくにああいう人工地盤にお

ける自然というのは，十分な管理があって，管理されてないような管理

が必要なんです。パラペットの 2 段の下のほうにツタみたいなのがある

でしょう ，あれは将来ずっと下へおりてもいいという前提ですか ?

大辻 そうです。ツタ類は，北側のほうでツタ類を入れてるのと .....

彦谷 本町側の 2 段にパラペットになっている下の部分にも ，何か植え

ておられますね。

大辻 外周部にはビヨウヤナギが もうすぐ芽が出てくる と思います。緑

があふれる感じをねらっています。

彦谷 細心の注意のもとに・・・( 笑い〉

T A C NE S とコン ビュ ータ・コントロール

大辻 乙れは設備面での工夫と申しますか. T ACNES はあち乙ち出さ

せていただいてるので，省略しますけれど も，コンピューター ・コントロ

ールを完全にやった事例としては今度が初めてだと言えるわけです。や

っぱりその日その日の日照と外気温をあらかじめ予報を全部プログラム

に入れて，事前lζ 蓄熱運転を計画的にしていく。だから大体現在までの

チェックの結果では ， その日のたとえば最高気温とか最低気温の予ｩｉｬｾは

約 6 時間前か ら全部プログラム! c 入っておって，その聞に蓄熱運転がさ

れていく。で，ほぼぴったり実際の計画温度と合って，現在運転が続けら

れておりますが，乙れなど今後非常にロ ーコ ストのコンピュ ーター ・コ

ントロ ール ・システムとして，いい下地づくりができたと思っています。

彦谷 そうですねえ，ああいう指令室は機械室の績にあるものという概

念を打ち破って， 1階のああいうと乙ろに取られて，しかも面積的にも

割に小さくてね。

大辻 % 位になっていると思います。コンピュ ーターもいままでは普通

ロギ ング ・コンピューターで，データを取るなり資料にする という形で

ありますけれども ，それを全部読み込んで コントロ ーノレに使って，とい

う例はまだないように，思います。

彦谷 記録としてだけでなく ，予測して，コントロールしておられる。

大辻 そうです，事前に全都予測して，温度 コントロール，冷温水流s

変化，など約 3∞ ばかりのプログラムを全部自動運転，タイムシェアリ

ングで処理ができる。そういうのがユニ ークな内容だと思っておりま

す。それから安全の問題ですけれども ，乙れは基準階プランを見ていた

だいたらわかりますように ，完全に二分されて安全区画が確立されてい

る。そういう乙とで，火災の感知から避難誘導! c 至るまで，安全を一つ

の基本的な条件として確立させたという乙とです。

色彩計画 一ーさわやかな清潔 な一一

彦谷 いずれにしても船場らしい，触りのよい，やわらかいピ J レという
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のかな ，非常に竹中さんらしい ピJ レができ上ったというととろですね。

大辻 たとえば色彩計画面でも ，さわやかな ，清潔な ピJ レにしたいとい

うのが，設計の基本的な流れだといえます。

彦谷 しかし廊下とかエレベーターホールとか，乙ういうのはちょっと

窮屈な感じがしますね。そうでもないですか ? いままで竹中さんがおや

りになった ヒツレから比較する と…… でもないですか ?

大辻 床面積で比較すると一概に は言えないと思います。

彦谷 外観の，単窓で l m5∞ 角近いとおっしゃってましたが……

大辻 いえ，たて2. 2∞ とよ乙2. 3∞でとざいます。

彦谷 それで大林の場合はスケル トンの必要な と乙 があいてる ，と 。だ

から監の大きさとか方立の大きさというのは主観的なものはあまり入つ

てないのじゃないかと思います。入らないでできるような ，つまり構造

体そのものの表現が. ... . 。で，乙ういう単窓になりますと，かなりプロ

ポーションというのか，そういうものが，いろいろ主観的な要素が入っ

てきますね。それが非常に竹中さんらしい一つの個性につながってるの

かも ……

大辻 それの窓識ももちろんありましたけれど，乙れはベアリングウオ

ールの柱そのものを最小限に押え ，耐火被mで，ふと乙ろや余分なもの

は一切はぶいた結果でもあります。

彦谷 スパンドレルは，あれと. . ...

大辻 はい。梁背とファン コイノレユニ ットの高さだけで押えました。天

井高を最大にし腰高をミ ニマム iζ ，それでさまる ，と いう乙とです。

ただ一般の超高層 ヒツレと迷うのは，全階一様で，途中! c ある機械室を

一切感じさせない。そういう点に はデザイン的にも非常に注意をした面

でもあるわけです。乙れは空気取入口とかそんなものがないわけではな

くて，避難口のととろに十分にそういう機能を果している要素があるわ

けですけれども ， ど乙から見てもそういう外観上の区別は一切感じな

い。それがたまたま構造的にも全階一様性が保てまして，非常にロ ーコ

ストにおさまったという ζ とにもなっております。

屋上の回廊

彦谷 と乙ろで，屋上lζ 回廊を回されたというのも一つの新しいいき方

ですね。

大辻 乙れはいろいろ哀がありましてね。一つには ，外装のゴンドラレ

ーJ レがあの上を走っておりまして，それのブリッジになってるわけです

けれども ，一つには容積のそれだけのあまりがあったわけです。( 笑い)

彦谷 そうすると将来観光用というとなんですけれど，そういうものに

使おうという窓図はあるんですか ?

大辻 あまりそれは窓図はしていないんです。乙れも ，もし展望台にし

て開放しましでも ，最初はワッと人が入りますけれども ，すぐに下火に

なっていきますし，今後あち乙ち大阪にも 5 つ，6 つも超高層ができつ

つありますから，そう際立つた展望用のスペースとして長持ちはしない

と思うのですが，まあ簡略な，あるいはピ J レの内部の方でいろんな使い

方にど利用いただくとか，そういう乙とは十分提供できると考えており

ます。

やはり敷地が乙ういう船場のど真中ですし ，もし乙乙を観光用の何か

にしてパスがくるような乙とになれば，むしろ交通停滞のもとになりま

すし ，周りにいろんなど迷惑はおかけしたくない ，と， そういうビルの

姿勢もございます。

彦谷 現在乙のヒリレがで・きたために ，乙の周辺の自動車の交通渋滞とか

そういうととは起ってませんか ?

安岡 起っておりません。

入居者の使いごこち 一一眺めのある食堂一一

大辻 それからヒツレへ入居されまして実際働いておられる方にいろいろ

話を聞きまして，使い心地といいますか，住み心地はどうかというよう



なζ とを聞 きますと，オフィスピルでの快適性というのは，窓が非常に

広くて，広々とした視野が確保されていて快適だというど意見 と， それ

からもう一つ，いわゆる ヒツレ食堂を17階の地上階にもってきておるとい

う乙とで，いままでは普通，ピノレ食堂というのは地下にあ ったわけです

が，それが眺めがよくて快適で食事もおいしい，という芯見をおっしゃ

る方がとくに多い。われわれの窓図が成功したと考えております。

彦谷 阪急の ピJ レは上にあったのじゃなかったですか ?

大辻 営業用の食堂ですね。私どもやらせていただいた御堂 ビJ レにして

も伊藤忠ビルにしても ，いずれもみな ，厚生食堂というものを ビルとし

て用意されて，入るテナン トがそれをお使いになる。東京の場合は各自

出ていって外食をするという形で，その辺が東京と大阪とずいぶん違う

と恩います。今度の場合，そういう食堂が17階にあるという乙とは非常

κ 好評をもって迎えられておりますね。

施工管理 一一ー安全と品質管理一一

彦谷 施工的な面でひ とつ何か・・・いままで，乙のビ J レ以外をお手がけ

になって， 乙の超高居ピ J レをや られて，一般の工事管理と ..... もっ と

も，安全という乙とが一番大きな問題でしょうけれど，とくにど苦心な

さった点Lは?

安岡 やはりいまおっしゃいました安全でございますね。

大阪で初めての超高層の担当を命ぜられたとき ，まず第一lζ 感じたの

は， その時点ではすでに東京では数放の建物が完成しておりま した。施

工技術の点では問題なくやれる自信があり ，施工管理面でも当社ではす

でに超高層本部において数年前より開発が進め られており ，M A S T  

(超高層プロジェクト推進システム) も完成しておりました。その面で

の不安は全然なかったわけですが，後からやって，先にできたものより

も悪いんでは申し開きができないし， また大阪の名折れにもなるわけ

で，その乙とを考えますと ，是が非でも東京以上のものを ，また成果を

と， 責任を感じました。

そ乙で，乙の施工管理を行なうにあたり重点的に注意を払った乙とは，

① 安全管理 ② 品質管理

を施工の 2 本柱とする。さらに今後の都心部における都市再開発のモデ

ルケ ースとしても ，無公害施工の実績を残し ，大阪市の再開発の役lζ 立

ちたいものと， ζ の3本柱で工事を進める乙とにしました。

まず，敷地内にあった旧建物の解体若手のときから周辺住民の方々に

お集まりいただき ，解体方法の説明会を開いたり ，本工事K 入っても ，

住民の方々と納得のいくまで話 し合い ，騒音でめいわくをかけるような

場内呼出しのスピーカーを廃したり ，可能な限り協力できる乙とは協力

して工事を進めてまいりました。

先ほど申し上げましたように ，施工管理は先輩諸氏の築かれた路線を

あらゆる角度より吸収し ，事前に密度の高い計画を立案，自信をもって

臨みましたが，乙 と安全管理に関しては ，乙れだという決定打はありま

せん。日々の施工に級密な計画，かっ細心の管理しかないと判断し，進む

べき方向の指針として「大阪国際ビノレ新築工事安全管理要領」を一冊の

小冊子としてまとめあげ，忠実に乙の基本路線lζ 乗る乙とにしました。

実施にあたっては「準備計画の段階から」をモットー に，施工計画図

を一枚書いても ，安全性について ζ れで十分かどうかの検討を加えるよ

う注意を払い，また作業員一人一人にまでとの主旨を理解させるよう ，

安全教育指導を徹底させてまいりました。おかげさまで作業所全体の安

全窓識のレベルは相当程度向上し，躯体完了時点では「安全は一人一人

が責任者」が合い乙とばになるまでに育ってまいりました。

乙れより施工管理のポイントを品質管理に切りかえるべく，当社が乙

れまでやっております Z D 手法を有効に活用し ，安全と品質管理を加味

した独自の Z D をとり入れ，すすめる乙 とにいたしました。工事も進

み，最終段階では作業の危険も少なくなり ，品質管理が中心となってま

いりました。との面でも協力業者の「自主管理」が板について，品質向

上がはかられるようになり ，所期の作品を無事完成できる乙とができ ，

幸せに存じております。

揚重に見合ったワンフロアー職種

彦谷 非常にとういう高い建物であるために ，物を上へ揚げる という乙

とが一番重要なポイン トだと思うのです けれど，そのためにあるいはプ

レハプ化してユニット化するとか，そういう考え方ね ，つまり一つの部

材を揚げるのじゃなしに ，そういうふうな工夫というのはどうなんです

か。

安岡 やはり高さが高くなります と， 時間 との戦いでどざいます。 ユニ

ット化，それからコンテナー化という乙とによって ， 1 カ月前から包t ; r

K 投入しまして，乙れはいつ ，何時に，どの場所から ，どの入ロからも

ってきてど乙どとへ場げる ，というように ，すべて伝票でもって処理し

ました。な lζ ぶん 4 日タク トで作業を進めましたので，仕上げ材を全部

ワンフロア当り 4 日間で錫げなければならないわけです。耐火被覆，間

仕切り用の A L C板，天井材，左官用プラスタ ーというような材料でど

ざいます。それをーっとして間違いなく所定の階へもっていき ，次から

次へと ，いわゆるタクトで作業を進めますので，ワンフロアー職種 とい

うような工程で工事を進めてまいりました。

パネル状の間仕切り

彦谷 カーテンウオ ーJ レについては，何か特別な配慮というものがある

と思いますが -

大辻 はい ，パネル状の間仕切り壁。

彦谷 ぼくは要するに防音とかそういう問題を考慮されたノ f ネJ レの間仕

切りというようなものをちょっ と見落しましたけれど，何かど工夫があ

ったんで‘ すか。

大辻 乙れは全部 2 m“ 氾の梁型のない天井で，いかような場所にも ，モ

ジューノレにのっければ間仕切りがセットできる ，と いう形で，ユニ ット

の遮音間仕切りを採用したわけです。ピノレとして基本の型は乙うだ，と

いう形で設定しまして，それを主としてすすめております。いずれも フ

レキシ フツレに ，自由に取付けできる乙 とと， 丑産工程にのっけられるも

のである ，と。それと耐火性能でどざいますね，その辺のランクづけをし

まして，そのランク以外のものは入れない，と いう整理を しております。

すべてのパネルは幅 1 m，高さ 2 m“ 氾です。

そして一番最初， コア lζ 沿いました し2∞の通路， それからあとは

1，5∞モ ジュ ーノレで，ふやしていける乙とができるわけです。

揚重と設計のからみ 一一廃棄物ゼ口一一

安問 先ほどお話がありま した現場での揚重での設計とのからみは ，鉄

骨の揚重でして，乙れはベアリングウオ ールですから ，柱どとに揚げる

と大へんな溶接個所にもなりますので，全部で， 3 階分のユニットを組

みまして，揚げていく乙とに しました。それで，現場溶接個所の低減を

はかった。それから便所関係のユニ ットは ，いずれもパネルでセットで

きるものをあらかじめ作って持ち込む。それからいろんな配管は全部配

管ユニ ットにしまして，組み込んだ、まま持ち込むわけです。揚重K つい

ては ，計画的に非常に手早くいけた と思いました。

それから廃棄物ゼ ロ運動の乙とですが，つまり，乙れだけの場重という

のが問題なんで，それ と， 都市全体の廃棄物の公害という問題がありま

すで しょう ，ですから ，とにかく基本は，全部廃棄物ゼロでいくんだとい

うζ とです。梱包に しましでも ，そζ で捨てねばならんものは持ち込ま

ない，上へ揚げたものはもうおろす必要はないんだと。そういうような

廃棄物ゼロ述勤， ζ れは竹中工務庖全体としてやってる運動なんです。

そういう点がいまの揚重計画にもずいぶんプラスになったわけです。

彦谷 政初の工程の計画通り進んだというわけですか。

安岡 そうでございますね，やや早目で どぎいましょうかね。
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彦谷 途中で設計変更というのはあまりないでしょうね，乙 ういうよう

な建物は。

大辻 やはりテナントさん内部の問題がいくらかはどざいますけれど

も，基本的には… . ....

工事の苦労点

彦谷 場所が場所だけに，工事はやりづらい点が多かったでしょうなあ。

安岡 そうですね，やはり大型車乗り入れ禁止という区域でどざいます

からね。 ζ れは当初の解体工事から始まるわけですが，やはり乙のどろ

言われます建設公害ですか，ほ乙り ，振動，音。何ぶん近所iζ 大和銀行

さんのmf . ! : センターがございますから ，振動を 0. 1 ミリ以下に押えてく

れというようなととでどざいましてね。近隣説明というような ζ とをい

ろいろやっておりまして… ・・。何ぶんいま申しましたように昼は入れま

せんので，解体しても ，ガラを出すのは夜間になります。夜になります

と， トラック IL積む音でも ，初めはガラガラッといいますね。それで騒

音測定器，地震計とかをフルに活用しましてやったわけです。

解体を終りまして，掘さくに入りましでも，腕 7 時から朝の 5 時まで

が掘さく。そうしますと鉄骨工事も深礎工法でやっておりますと ，朝の

6 時になるともう鉄骨が入ってきます。 6 時から取り込みまして 7 時半

に取り込み終って，その建方が 7 時半から始まる。 8 時になって出てき

て朝礼。 B時から 5 時まで普通の仕事でどざいます。現場の周辺があい

てるというのはせいぜい腕の 5 時から 71時までの 2 時間くらいです。ど

っちかというと24時間勤務というようなととでございますね。

彦谷 乙乙らは地盤はいいんでしょう。

大辻 天満屈がだいぶ上ってきておりますので。

彦谷 水はかなり出ましか ?

安岡 多うどざいましてね。ジ ーメンスウェノレ13本打ちました・・… 。

近隣 ・職人への P R

彦谷 乙ういった工事は，とくに施工計画が大切ですが，その辺のと乙

ろを- …・

安岡 その通りでどざいます。着工前にすべて計画を しましてやったん

で，すべてがそれがよいほうによいほうにできていったというととでど

ざいますね。しかしどういいましでも，さっきの話のやっぱり安全でご

ざいますな。仕事はでき てもいかにそれを，無事故でやるかという… …

乙とが問題です。

彦谷 大林の新開君も，なんでも同じ乙とですよ ，安全にやればいいん

ですから，低いのも高いのも一緒て、すわ，と いって話しを…・・ ( 笑い)

安岡 一昨年の正月，成田さ んで l 月 4 日にー絡になりましてね。で万

博のとき，ー絡にやってましたもので，七海所長が， i おい，競争せい

よ」てな乙とでね… … 。( 笑い〉まあ高いのを競争したって，先ほどのお

話しのように，われわれがやるのじゃなし，やっぱりきめられた乙とを

やるわけでどざいますのでね。で片方はいまのお話しの商業，片方は自

社ビル。まあ性格も坪単価も違います し。よ し，ひとつそんなら安全で

競争しようじゃないか，と いうような乙とを話したりしてやってきまし

たわけですがね，やはりそれをいかに無事故でいくかという乙とです。

いろんな手法をとりまして，近隣の方に見せたり，あるいは従業員の

家族，職人の家族を呼んで32階の上まで上げてみたり ，見学に乙られる

方々にアンケ ー卜 をいただいて，それを資料として何をすれlまよいか。

まあ 2 年同，よく乙 ζ までやったなあと ，自分自身思うわけでどざいま

すけれどね。いろんな乙とをやりまして，おかげさんで，事故もなく ，

竣工する乙とができたわけでどざいます。

大辻 七夕祭だとか，花の種だとか，あるいはど近所のかたに現場へき

てもらって見てもらうとか，職人の方々の家族を招待して現場へ上って
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もらって見せるとか，ずいぶん心理作戦といいますか，まあ心理学の先

生みたいなととで，所長，非常に工夫しまして. そういう点で心理的な

充実感というか，働きがいというか，そういう と乙ろがやはり働く人の

窓欲なり注意力なりそういうものに非常に影響したのじゃないかという

ふうに私ども見ております。

安岡 いわゆる環境整備につながりましてね。そうなりますと先ほどの

錫重にしても ，職人同士が，たとえば建築の躯体と設備が，すべてがう

まくいくわけです。いいほうにいいほうにやっていきますので。

彦谷 ぼくは最近思うんですが，おたくの現場事務所で. i今日は残業

ゼロの日」と書いてある。乙れは逆IC. 今でも残業が普通であるという

乙とになるのかもしれませんが… … ，目的のためにすべてを犠牲にして

総力を挙げるという考え方よりも ，何年間かとの現場でみんなの人が寄

り集まって仕事をするわけですからね，楽しく乙ういうものをやってい

くというふうに，何か目的のためには現在を犠牲にするという乙とでは

いけない時代になってるようですねえ。目的のために毎日を犠牲にして

いたら一生犠牲で終るというととになるから ，やはり現場管理という面

でも ，楽しく仕事ができるようにしなければいけませんね。

安岡 やはりいろんな施設ですな。先ほども精神面という乙とが出まし

たが，職人でも ，いままででしたら地下足袋ですが，それが皆背広です

からね，だからそういうのもやっぱり普通われわれが使っているスチー

J レのロ ッカ ーを置いて， 3∞人， 4∞人の更衣室をつくりましてね。それ

から食堂でも，いままでだったら箱番で，小さい. 3 閑ぐらいのもので

したでしょう，それを全部，乙れも3∞人. 4∞人の食堂にしましてね。

彦谷 たとえば板聞いがきれいになった。昔は工事中の板囲いでしょ

う，どうでもいいんだ， 目かくしをして安全であればというだけだっ

た。しかしやはりそ乙に将来の映像を描いたり，窓で中が見えるように

したりして現在の都市や美観をも考えるようになりました。… …

安岡 その板聞いの話でも ，近隣の人が，竹中さんは秘密の工事をやっ

てるのかと，乙うなったわけですよ。( 笑い) 何を言うとるのかと思っ

た。そうしたら ，いつ も戸を閉めてる ，とい う乙 とですね。なるほど，

ど乙の作業所へいっても，大がい入口の門はあけております。しかし乙

れも ，ちゃんと入口の戸を閉めなさいと ，あるんですね，道路法lとより

まして。それが，戸を閉めとる ，と。というような乙とから，じゃ近隣

の方lζ ーペん見せよ うじゃないかと。何ぶん，戸を閉めておきますと，

音にしましでも 10ホンか ら15ホン迷いますから 。それから ，近隣の方が

寄りつかれて，もしもの乙とがあってはーーというととでね。で，近隣の

方も， i あっ ，そういうとそうですね」というようなことがあるんです。

あれだけの ヒツレで呼び出しのマイクを使つてないんですよ。仕事が予定

通り工程通りいけば，たと えばわたしにど乙ど乙が何時に会いにくるん

だったら ，全部それは仕事の上に出てくるわけですからね。 i何時にわ

しは帰ってくるから，もし，おくれたら，ちょっと待つといてもらって

くれ，だれそれが来るから」という乙とでいくわけです。そうすると近

隣の方は ， i ああそういえばそうですね，おたくはマイクを使っておら

れませんね」と。そこまで乙まかく神経を使ってやってきたわけです。

青い空・緑の広場・白いオフィス

彦谷 最後に設計をやられた大辻さんから乙のビJ レのポイントをお伺い

して終りたいと思います。

大辻 白い色をきめましたのも，乙ういう広場ができる，そうすると当

然緑が要る ，で空が広くあいてくるだろう。最近はずいぶん青空で，視

界が非常によくなってきましてね， それがノイックだったら何だろう ，

と。それが自にきたわけです。ですから ， "青い空，緑の広場，白いオ

フィス" がうたい文句となっています。なんでお前のと乙ろは白なんだ

と，そんなお話がいろいろあるんですけれど。

彦谷 いろいろとどうもありがとうどざいました。



感想・大阪におけるこ大高層ビルをみて( 続)

本号は 3月号の 「大阪大林ビルデイング特集」のあとをうけて，大阪に今般媛ヱした 「大阪国

際ビルディング特集」としたものである 。このニ大高層ビルをみての各界の方からの感想を，

3月号にひきつづいて掲載する ことにした。
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二つのビル

岡 橋 作 太 郎

|雨の日 |

私は窓際の席に腰を下ろしていた 。 乙の北のタ ー ミナ J レの17階の窓から ，左右に大きく ，ワ イドス

クリ ー ン一杯にひろがるような大阪の街を眺めていた。雲の切れ聞から薄日がさしてきた 。左手に遠

く大阪城の青銅の屋根が美しい。むかしむかしあった ，小 さい鉛の鋳物の玩具のよ うに愛らしい。次

にスカイラインを破っているのが黒いビ J レ，続いて白いビ J レである 。灰色の空を背景にそびえる二つ

のタワ ーは大阪の風景の新しい支配者として，相争っているかのようにも ，また相たづさえているか

のようにも見える 。一番右 IC，版状のロイヤノレホテ J レが最上 3 屈の窓を空に透かせて見えている 。完

工の臼も遠くはないのであろう。

乙れらの新しいランド 7 ー ク達も ，街の水平のひろがりに比較してみると ，わずかに地平を破る小

さな突起にすぎないように見えてくる 。

西洋の子供がアルファベッ トを党え始めるとき ，b とd とを間違え ， p とq とを間違える乙とはあ

るが， b とp ，d とq を間違えるととはないという 。人聞にとって左右はたいした問題ではないが，

上下は大問題なのであろう 。

フランク ・ロイド ・ライトの528階建ての The I LLI NOI S が， もしとの大阪の風景の中にそびえ

ていたとすれば，と私は想像してみる，それは素晴らしいととであるよりも，何か気味わるく恐ろし

い乙とのように思えてくる。

|晴れた日 |

それぞれのビ J レを拝見する乙とができたのは ，いずれも晴れた日であった 。上から見下ろすと ，大

阪の街はまるで違った街に見える 。乱雑な電柱や袖看板は乙とからは見えない。汚いディテイノレが洗

い流されて全く別の街のように美しい 。

北俣の山々，生駒の山なみが間近かに見え ，遠くにあさぎ色の淡路島が銀色の海 lζ 浮んでいる 。去

る日 ，外から見たとき ，地表のいささかの突起にすぎなかったようにも見えたタワ ー も，いま ，速い

四周の山海をも自分の領地として従えてしまっているようである 。

|黒と白 |

黒いビノレの黒は知的で威厳がある 。高度の技術と近代的システムを暗示するようだ。 ζ のような企

業の本社ビ J レに ふさわしいのであろう 。 1 階がなんにもなくて建物の内外サッパリしている 。流さん

の彫刻も鋭いステンレスでサパサノぜしたものである 。 乙の男性的生産の建築を少しばかり和らげてい

るのが樹木達であろう 。チエッコ館の石の彫刻は樹木達の仲間に入りたがっているように見える 。

白いビノレの白は清潔で優さしい 。 外壁の縦の縞も優さしさを増しているようである 。 中lζ 入ると

つるつるの白い壁 lζ 赤い床が美しい 。赤の調子が「流行」をも思わせる 。女性的消費の建築といって

よいのではあるまいか。大理石の壁はいつまでも白いが，赤い床はいつでも他の色 lζ 貼り替るととも

できる 。乙の建築は常に UP- TO- DATE であろうとしてもいるようだ。 2 階に上げられてしまった

プラザは，はじ めは多少いやいやであったのかも知れないが，今は ζ 乙の方が結構ですと 2 階を楽ん

でいるように みえる 。

|夕映え |

車 は高速道路のノレ ープを走っていた 。西の 空はまだ明るかったが街にはタの気配が襟よいはじ めて

いた 。行く手の白いビ J レは ，下階から照らす青白い照明がもう点灯せられ，輝きを増しはじめていた 。

まだ夜になりきらないとのような時刻の灯は何かどきどきするように艶やかなものだ。白いタワ ーは

フットライトを裾から浴びて立っているイフーニングの婦人のように見えた。

私は後を ふ りかえった 。黒いビノレは黒い簡のようであった 。室内の灯が規則正しく輝いて見えたが，

塔身は照らされてはいなかった。ペントハウスだけが照明を浴び白く輝いていた。それは黒い男子の

礼装の襟 もとだけが白 くて美 しいのと同じであった 。

どちらのビルも航空障害灯が赤く 美 しかった 。
( 10( 目建役計会長〉
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都心の再開発へ

佐 野 正 一

東京 lζ 日本ではじめての超高層である霞ヶ関ビノレが姿を見せたのは昭和43年である。それまで建築

物の高さを31米以下にきびしく抑えた建築法規が改正されたととと ，超高層の設計および施工技術の

画期的な発展のあった ζ とがついに ζ の偉業を可能にしたといわれ，つ づいて日本の各地に超高層建

築がはじまる期待が大き くふくらみはじめたものだ。

それから 5 年， 今年 1月 ， 2 月あいついで大阪に二つの超高層ビ J レが完成した乙とに感慨を覚え

る。束京よりはかなり遅れたと感ずる方もあるだろうし，反対に ，予想よりはすんなりと早く実現 し

たと感ずる方もあるだろう。東京には霞ヶ関ビノレにつづいて浜松町に貿易センタービノレが完成し ，そ

の後続々完成あるいは工事中 ・計画中の超高層ビノレがあるが，関西では神戸貿易センタ ー ビ、J レが完成

したにとどまり大きく水をあけられた。

しかし大阪の都市構造は東京にくらべてかなり質的な相違があって，超高層ビ J レが成りたつには困

難な事情というか，必ずしも超高層形式をうけいれない背景があったのではないかと私は思ってい

る。大阪の都心は旧市街地の船場，島之内地区および中之島地区を該とし て，乙れに付接した地区と

御堂筋 lζ 沿って発達した北の梅田 ，南の難波地区を加えた一連の区域であって ，将来副都心の性格を

もっと思われる阿倍野および新大阪駅一江坂地区はまだ成長段階にある。超高層ビノレ計画となる対象

地は都心に限られると思われるがとの地区の土地はすでに極度に所有の細分筆が進行しており，ビ J レ

計画 lと必要な広い敷地を取得する ζ とはほとんど不可能に近い困難さがある。古い時代から職 ・住共

存の商業地 として発展してきた経過があり住居が今日もかなりの ウエイ卜で混在している乙とがさら

に権利調整上の問題を複雑にしている。近代都市の都心としては道路その他の都市施設の不足も目立

ち，適格性 lζ 欠けているといわざるを得ない状況にあるのだ。それにもかかわらず，乙の地域が大阪

の都心として決定的な重要性をもちつづけてきた理由は政治や情報のウエイトの高い東京とは異なり

産業都市大阪のもつ独特の性格のゆえであろ う。そうした都心の産業の実態から考える と，大阪の都

心の近代化は時代の大きな要請である乙とは明らかであるとしても，そのために超高層ビノレが絶対に

必要だというものではなく，むしろ超高層ビルを一つの近代化の手段として都心全体への波及効果乙

そ大切にすべきだと思うのである。

乙うした背景を考えるとき ，大阪に実現した二つの超高居ビ、 J レは，二つながら都心の再開発をめざ

して非常な困難の壁を一つひとつ解決しながら完成したもので，そのために払われた努力はたいへん

なものであったろうと察せられ，直接，間接 lζ 関係のあった各方面の協力と理解に深く敬意を表した

いと思うと同時に， ζ のヒソレ lζ 対する本当の評価はむしろ今後にビ‘ J レを中心とした周辺地域にどのよ

うに受け入られてゆくかにかかっている乙とを指摘しておきたい。それが大阪的ドライなやり方だと

考えるからである 。

二つの建物は建築計画の上でかなりの相違点がある。二つの大阪の代表的な建設会社の仕事として

対照的なおもしろさを感じているのは私だけではあるまいが，二つながら技術的には完成度の高い乙

とに間違いはなく，私が二つを比較しであれ ζ れ批評がましい意見を述べるつもりもない。それより

も，大阪の都心の近代化は焦眉の急務であって，私自身乙の地区にながらく住んで痛感しているひと

りなのだが， 乙のようなビ j レの 実現を契機 lζ 都心の再開発を促進するための都市計画上の法的な 措

置，公共資金による助成，地域住民に対する啓蒙などについて，行政側 ・事業主体側 ・周辺住民側三

者が実際的な実現方策をみつけだすための協議の機会を得たいととを切望したいと思う。

( 安井建築設計I j > ; m所社長〉
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超高層ビノレをみて 一一構造家より -

平 固 定 男

大阪の空の下，白と黒のコントラストもあざやかに端正な二つの超高層ビソレが誕生した。大林ビルと大阪国際

ピJ レである。

私は乙の原稿を書く lζ 先立ち ， もう一度二つのビノレの平面形を眺めてみた。プランは単純明快であり ，架構は

均整のとれた形式である。構造設計家からみれば実に羨ましいプランである 。質点への モデル化が理想的 lζ 可能

な架構形式である 。 日本建築学会で昭和42年日本で超高層ビ J レの曙に先立ち刊行された「高層建築技術指針」の

第二条 "建築物の形状断面 ，立面は単純なものがよい " を忠実に守ったプランである。振動解析上，つぎに重要

なる乙とは外力すなわち地震力の設定である。その建物の建設される基盤lζ 対して予想される波が適切なもので

あるか ，またその表層の地盤特性による波の変化を充分に考慮 して いるかどうかという点である。乙の点につい

ても両ビ J レとも現段階におけるわが国の最高の研究成果が結集されたものであるととは誰しも認めるであろう。

だが私は乙の二つのビルのみならず，超高居 と名付けられるビルを見学した後，ま たは私の研究所で高層ビ j レ

の解析を完了した後で ，何かいい知れない不安感のようなものが残るのは何ゆえであろうか。

乙乙にある造船技術者の言葉がある。 rわれわれは船体そのものの構造は研究しつくした。だが海洋に突如と

して起る風とそれに伴った三角波の猛威については何も判らない。その自然力を量的に把握できる時機が到来す

るかどうかも予測する 乙と もできない』と。建築構造家は超高層の構造計画の原稿の後記に必ず『上部構造はと

もかく地盤のjE勤時の挙動については不確定要素が多く数値解析のみで判断するととなく総合的判断が必要であ

る』と結ぼれている。造船技術者の言葉と通ずるものではなかろうか。 3，0 0 0 m の海底に出んでその原因を究明

するととのできない造船技術者の憂欝は高層建物の設計した後の私の不安感に通ずるものではないだろうか。

われわれはなぜ超高層ヒソレを造るのであろうか。日く ，都心 l乙広場を造る ，明快なるプランによる快適な空間

を造る ，より多くの光を求める ，… 等々。しかし都心の限られた場所に限られた超高層ビ J レが建設される乙とに

よって，以上の都市全体の機能が+ になり得るのか，理由はもっ とほかの乙とにあるのではないか。

私は未知の三角波lζ 挑戦して50万屯のタンカ ーを設計している造船技術者の理由を考えてみた。より多くの石

油をより速く ，より安く目的地に運ぶ乙とが日本の経済力の発展 lζ 必要である。とれがその理由であるとすれば，

現在日本の経済の高度成長の真価が批判されている時機lζ ，設計者はその前進的姿勢を自ら批判してみる必要が

あるのではないか。

わが国の地j五の原因は地殻の内部lζ 溶融されてい るマン トJ レが太平洋の真中 lとある海嶺の下lζl 噴出し硬くなっ

ザ 日本列島の下にもぐり込んでいる ， いわゆるリゾスフェアの巨大なる力による買断破壊である。その力は休

むととなく無気味に日本の所々に群小地長を誘発している。マクーニチュ ード 8 の地民力は日本列島の海溝の外

ＱＰＰ ｫｭ 以上の場所にのみ発生するという保証はない。遠隔地 ｪｾ はマグチュ ー ドが大きくても超高居ビノレ ｬζ 都合の

悪くない波である という理由はうなず けるかも知れ ないが ， 近接地 ｪｾ すなわち日 本列島の内部では マグニチュ ー

ド8 の地iニ波は絶対にない と断言できるだろうか。十Jl 券沖の 150 カツレの遠隔地庄で生じた柱の朗断破壊の現状を

見 ，100 ガノレ lζ 満たない近接地i五のマグアナの コンクリ ー トの建物の破壊を写真でみながら ，超高屈を造る必然的

理由が私を納得させるまでは ，現存する超高層よりもより高く建物を建てようとするエネル ギー に一度ストップ

をかけたい。大きな地 ｪｾ は必ずやってくる。われわれの頭脳のなかに設定された建物のモデル ， 地 ｩｅ 波が虚像で

あり ，現実の建物振動特性と現実 lζ 起る地動のなかに大きなギャップはないだろうか。その差が小さければ所要

の強度およびじゅうぶんの靭性をもった建物は破壊には結びつかないかも知れない。私の過去 lとおいて自分自身

体験した地j五動の様相およびi数民 lζ 見舞われた地域の人々の感覚から恕像して ，われわれの頭脳のなかの地長波

と現実のものとかなりかけ離れたものではないか。われわれの振動解析のプロセスがいわゆる R 観念の遊戯" で

あったと思い知らさせる日が絶対にないと言い切れる人々が何人おられるだろう。地良は必ずやってくる。より

高い超高層 ビノレは ，現在わが国の都市 l乙林立している高層 ビノレが大きな地i五の試練をうけてから後で高く高く ス

モッグのなかに 貸えたってもおそくはない。現在，建築の構造研究者がたえまざる努力を積重ねつつある地区動

への挑戦の成果は ，高く 卦え立つ趨高層 ビノレの解明 lζ 役立たすよりも ，都会の空の下，人間 の生命をあずかつ て

数多く建設されるであろう住宅 ，事務所，工場等の真の安全性の解明 lζ 適用されるのが理想であろう。

( 548. 4. 4)  ( 平田述築湾造研究所長)
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超高層建築の容積制について

門 永 義 員IJ

1. 建築は単体 としてではなく ，都市環境との関速において評価される

時代になっている。

乙の乙と は，振返って考えてみると ，建築は極論すれば，無際的な単

体としての効率において決定されてきたといっても ，決して過言でない

ようで ，有効率 とか，収益率といった数字を重視するあまり ，人間社会に

おける連帯とか ，情緒の面が置きざりにされてきたのではなかろうか。

敷地いっぱいに ，地上31M の高さに ，10屈を組み ，5 厨，c及ぶ地下階

をも実現できる能力を誇る技術は ，今や上空に向けられている。乙の技

術 ・工業力と容積制による高さ制限の撤廃が，従来の計画手法に岐本的

な革新をもたらす原動力として人びとのがf しい街づ くりに ，大きなZ主義

をもっ乙 とを，あらためて認識したい と思う。

超高層建築は ，人間の求める良い環境を実現する顕著な方法であり ，

安全であり ，高い効率と経済性をふまえながら ，優れた環境設計を可能

とするものとして ，捉えなければならない。

私たちは ，都市計画法ならびに建築基準法の新しい改正の主旨を ，い

ま一度とりま とめてみることが必要であろう。

2. 今 回 の 法 改 正

最近の建築技術の進歩と都市発展の現況から ，建築基準法の改正が昭

和46年 1月に施行されるに至った。今回の改正の主点は ，大別して三つ

ある。

第一は ，執行体制の整備と巡反是正措置強化

第二 lζ ，防災，特 IC最近の火災によ る死者を防止するための人命尊重

を第ー とした避難規定の徹底的強化

第三iζ ，住環境の整備と都市立体化に即応する とと もに全面改正され

た都市計画法と対応する建築物の集団規定の整備である。

今回の改正について は，国連が提呼 してる ，人間の安全，健康 ，快適

能率という 観点に は，建築基準法は最も近いものの一つである。

最近の一般市民の要望 も生活環境の確保から スタ ー トし ている。 しか

し乙 れを現実の問題とし て解決してい くには ，時間のかかる乙 とではな

かろうか。 旧都市計画法にしても ，一与に都市を変化 させるわけにはゆ

かなかった。さらに マクロの』都市計画と ミクロの建築物を扱っている建

築基準法の聞にギャ ップがある。

市民が，都市計画が必要であるとい い出して市民社会が育ち ，市民た

ちが作り 上げた都市計画をもっている外国 と異なって，すべてではない

が一般的に いって，自分の家庭の外延の限度的なもの とし，与えられた

都市計画 しかも たなかったわが国で ，今後どうす るかは ，本当に市民が

考えなければならない ，重要な問題であると思われる。

.3. 生 活 環 境 と 外 部 の要 請

生活環績を中心 として . 五三近話題になっているもののいくつかを拾っ

てみよう。

126 計 画 部 門

(1) 日 照 権

日本の低庖市街地が，近年の都市の発展状況から ，より高居化 しよう

としている。 しかも混合土地利用の現況から都心にまで，住居がある乙

となと‘ の二つの要因から ，日本の住宅として最も基本的な臼照 lζ 対する

障害を生じ ，いわゆる「日照権J 問題として深刻になっている。さらに

日照が代表的であるがそのほかに ，本当 lζ 困るプライパシ ー侵害がほと

んどについてまわっている 。乙れは単に建築基準法のみで解決しようと

するのは ，困難で ，私法関係 ・事業法関係等 ，いろいろな分野から ，太

陽を とりもどす目的で総合的に研究しなければならないと恩われる。

(2)  相隣関係

日照問題その他にしても ，- { 重の相隣関係である 。マク ロの都市計画

法と ミク ロの建築基準法の q- l 間分野に ，現在問題が生じてきているので

はなかろ うか。生活環境は ，社会状態の変化と同時 lζ ，個人の要求の高

まりなどに応じて ，個々の建物だけで納まらなくなっている 。

(3) 風 害

乙の問題も最近になって ， 事例も多くなってきてるが， 計画段階で

は，風洞実験など，その他高度の技術的解析を行なった上で ，建物の完

成をみるわけで、あるが，実験室と実際と は大きな変化があり ，いまだ‘ 適

切な解決が得られない現状であ ると 恩われる。今後とも ，1YJ : 門的な研究

. 検討 ・解決への努力が必要である。

(4)  テレビ受信障害

日照問題 と性質 として似ている。放送培の位置 ，共視アンテ ナなどに

よって相当解決 し得る。ただ，乙の費用の負担区分，権利関係等! とつい

て一定のノレールがなく ，話合いによる解決が中心をなしている。日本の

テレビ普及現状から ，ある窓味では生活必需品的存在になっている と考

えられる。

4. 超 高 層 建 築 と 建築 基 準 法 お よ び 消 防 法

関係法令を含めた規定lζ ，単 lζ 機械的に適合 しておれば，十分である

とす る傾向がみられるが，あくまでも最低限度の基準または条件である

乙と を念頭に建築士としての良識に基づく ，蛍かな内容があってよいの

ではないだろうか。

5. 問題 の い く つ か

都市計画や建築設計は ，本来，自然科学分野における施設的 ・物質的

な計画である と同時に ，人文科学分野における生活的 ・社会的な計画で

もある。

最も重要なの は，その計画のなされ方であり運用のされ方であるので

はなかろうか。乙れは計画理念であ り，法の理念でもあるべきである。

乙の二つが融合されて乙そ ，市民による都市づくりが名実共 lζ 実現され

ると とに直結すると考えられよう。

いい方を変えれば ，市街地建築物法以来の31 Mの絶対高制限が，防災
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構造強度，その他条件上の意味を失いつつある今日 ，敷地lζ 建ぺい率い

っぱいで，階数は10階建さらに地下数階という高容積が建てられる従来

の規定では ，公共施設との均衡上バランスが保ち得ない。乙のため ，高

度な土地活用規制が，公共施設との均衡上また ，高層化 して敷地内 IL公

益上からも有効な空地を確保する上で，容積制は好ましい ，都市空間形

成上からも必要なものである。

新用途地域等の指定は昭和49年までになされる乙 とになっているが，

その速度をあげる乙 とは急務だといってよいであろう。市民も含めて，

いたずらに先 IC延ばす乙とは決して，都市にとってよい乙 とではないと

思われる。

主旨 IC添わない内容の都市環境の発生する ，可能性も高く ，すみやか

な指定告示が望まれる。

6. 超 高層建築 の容積率の考え方

法規には示されてはいないが，超高層建築を計画する場合に公共の福

祉と利便増進のため ，都市計画の観点から当然考慮しなければならない

事項，主と して超高層建築とその周辺の環境についていえば，建築物は

都市形態を構成する主要素であって，それが大規模となり高層化するほ

ど，都市環境IC大きな影響を与える乙とに留意しなければならないと考

えられよう。

もっとも，乙乙では具体的な基準，.ifl Jなどを示す乙とは ，避けたいと
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思う。乙のととは，あらゆるケ ースIC対 し画一的な基準で示す乙 とは ，

かえって適切でないものであり ，変化する社会の動態lζ ，そして個々の

具体的な計画にあたって ，設計者を中心とす る関係者の適正な判断と具

現のための大きな努力にまつべき問題で、あると恩われるからである。

余談になるが，とくに超高屈に限らず，中低層の建築物の場合にも考

慮すべき点が少なからず含まれている。

今日の都市環境の良好でないと乙ろがあるのは ，その地域の公共施設

の不整備もその一つであろうが，その周辺環境を考慮されていない場合

の建築物 !Cより大きな問題があると考えられる。都市における建築物に

ついて，乙れらの乙 とを留意された内容ある計画がなされるならば，都

市環境は現状よりもはるかに ，良好なもの となるのは当然であろう。

7. おわりに

「大阪市1990年構想J IL沿った計画として，大阪で最初の超高居建築

として ， r大林ピル」と「大阪国際ピ J レ」が相ついで誕生した乙とが，

地域環境を豊かにし ，市民の心のふれ合いのもてる生活の場として，些

かな文化の創造の核となる乙とを念願するとともに ，とのような環境が

つぎつぎに生れ， リズムをもって美しく調和し力強く発展する社会が実

現する乙とを ，祈りたいものである。

( かどなが よし のり 以竹中工務底本庖設計部i J l 築申蛸鯨長)

ｾ＠
...... 

々全 羽
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( 日 本 建 築 総 合 試 験 問 り 園 |

構造物試験の実験計画

日本建築総合試験所に依頼される試験のうちには，試験の目的によっ

て，そのつ ど実験計画をたてねばなら ないものがあります。乙のような

試験では ，実験計画の良否が試験そのものの出来，不出来をきめて しま

う乙 ともまれではありません。

そのような仕事に対 して，試験担当者は実際の試験を始めるまでに何

を考え ，何に注意を払 っているかを，構造物試験K 例をとって述べてみ

たいと思います。

さて，実験計画 とは ，提示された問題に答えるための実験的方法を準

備し ，さらにその解答あるいは判定が誤りでない乙 とを証明するための

論理の組立てである といえるでしょう。

試験所における構造物試験の実験計画は ，つぎのようないくつかの点

への配慮から成立つ ているもの と考えられます。

(1) その構造物にどのような荷重が作用するのか

かなり以前の例ですが，椅子の強さを調べてほ しいという 話がありま

した。ただ腰かけるための椅子でも ，その使われる状態は多様です。人

によって，また椅子の形によって，体重のかかり 方 も随分変わるにちが

いありません。そして何年か使用されたあとで，は じめて椅子の強さが

問題になってくるわけです。いったい試験では ，椅子( 試験体) Iζ 加え

る荷重を ，どのように考えてきめればよいのでしょうか。

柱梁など建築物の構造部材ならば，軸力 ，曲げモーメ ント ，せん断力

などいくつかの荷量形式を ，どのような大きさで組合せるかが問題にな

ります。乙の点に関しては，試験の目的を充分吟味するとと もに，'構造

解析にも確率論的な立場を導入する乙 とが必要になると恩われます。

(2)  試験体の挙動は何を指標にとって示せばよいか

試験体の性能をうまく表現するには，どのような測定を行なえばよい

かという乙とですが，構造物試験の場合，乙れは構造物の破壊と安全率

の意味を，つねに聞いなおす作業にほかなりません。

(3)  試験の精度および結果の判定の信頼度

試験の繰返し数と，設定される試験条件の範囲( 多様さ) が問題にな

ります。単一の条件でただ数多く試験 しでも ，結論の精度はそれほど改

善された 乙と にならず ，試験条件の設定が非常に重要な意味をもっ場合

が多いようです。

(4)  試験体の単純化あるいは抽象化

たとえば実際に家を建てて，それをオイノレジャッ キで破綾させてみた

いと いったような話がよくありますが，実際の家屋IC生じる荷量 として

どのようなものを惣定すれ: まよいのでしょうか。きっときわめて複雑な

ものになりましょう。単 IC他の問題点を省略すればよいというととでは

ありませんが，構造計算などの準備によって，問題点がよく整理されて

いる場合ほど，無駄の少ない試験を計画する乙とができます。

(5)  そして，試験の規模をきめる最大の婆因はやはり依頼される方の予

算でしょう。実験計画への制約はとればかりではありませんが，われわ

れはそのなかでなるべく怠義深い試験をしたいと考えています。

( 日本建築総合鼠験所 主任研究員 大井孝利紀)

GENERAL BUI LDI NG RESEARCH CORPORA T10 N  
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| 試験装置紹介 ・その 9 I  

垂直入射吸音率測定装置

乙の装置では試料函の法線方向より音が入射する場合の吸音率を求め

ます。すなわち ，音響管の l 端を試料面 とし，他端のスピー カーか ら純

音を発生させる と， 管内 ICは試料への入射波および試料よりはねかえ る

反射波の重ね合わせによって定在波が生じます。乙の定在波の山と谷の

音圧を測定する ζ とによって ，垂直入射吸音率を得る とと ができます。

次号 ( 6 月号) でご紹介する残饗室法吸音率 IC くらべて，試料が小量で

すむ乙 とから ，一般には音響材料の，

・音響特性の比較試験

- 品質チェ ック

- 残響室法吸音率の予備測定

lζ 有効であります。

音響管は大中小の 3 種類あり ，おのおのの管長およびtf 径に よってき

まる測定周波数範囲をもっていますが，1∞H z以下の低周波数域におけ

る吸音率，あるいは凹凸のはげしい材料，たとえば音響ク サビなどの場

合を除き ，通常 B およびC 管 ( 第 1表) を用います。

第 1:表 3 種類の音響管および民料寸法

管 極 A  

管 材 鉄筋 コンクリート

t内』 筏 ( m m) 300角

タu向

長 ( m m) 5，000 

測 定 周 波 数 ( H z ) 40- 500 

民 料 寸 法 ( m m)
300x 3∞ 

E耳

垂直入射吸音率測定装置

B  

日 ( 手前) ， C  ( 棚の上) 管

当E式験所の装世はデンマーク B

& C社製であるが， J IS 規格に

くら べて音轡官の肉厚が不足し

ている ので，'i'f の周聞に は砂を

充筑 してい書。

C  

ｾｩｦｩ＠ ):( 古品

100径 30径

1. 000 300 

90- 1. 800 800- 6，500 

直径 99 直径 29

直径 29mmの試料 3 tl<: 

適 合 規 格 ]I S  A  1405 r竹内 法 I( よる 建築材料の是直入射吸音寧測定方法

工 事用材料試験手数料の改正につ い て

当試験所における 工事用材料試験手数料は ，昭和45年 4 月設定当時の

ままで今日に歪りま したが，乙のたび諸般の事情によりやむなく 改正す

る乙 とになり ，昭和48年 4 月 1 日より実施いたしますので，利用者各位

のど理解を切にお願い申し上げます。

建築と社会/ 1973年 5 月号 61 



日本建築協会

月間の動き

昭和48年 3 月分

定 時 評 議 員 会

28日 4 時10分- 5 時10分 於 会 館 集 会 室

出席者野中副議長ほか 9 評議員

委 任 状 阿 部 貞 市 ほ か50名

理 事 清 水 愛 明 ほ か 3 名

議 事1)評議員会議長及び富IJ 議長互選の件

(2)副会長 2 名選任の件

(3)理事21名選任の件

(4)役員重任承認の件

(5)昭和48年度収支予算承認の件

なお評議員会終了後会館建設借入金の内55

万円の償還拍せんを行った 。

評議員懇談会 (技術部門)

19日 5 時半- 7時 於 会 館 集会 室 議3

出席者野中評議員ほか 6 名

評議員会副議長候補者並びに技術部門選出の

副会長 1 名及び理事 9 名の候補者推せん lζ 関

して懇談

E里 事

. 6.  

=  

22日 4 時- 5 時20分 於 会 館 集 会 室

出席者福田副会長ほか 6 理事

議 朝1)昭和48年度収支予算案承認の件

(2)常務理事重任承認の件

(3) 事務局職員採用承認の件

(4)入退会者承認の件

(5)報告事項

会計理事会

13日 正午- 1時 於 会 館 3 階会議室

出席者 山田主幹ほか 1 :名

昭和48年度収支予算案審議

事 業 委 員 会

広報小委員会

5 日 6 時- 7 時 半 於 会 館 集 会室

出席者打浪委員ほか 6 名

議 事1)第5 回展示写真( 超高層ビJ レ) について

(2)昭和48年度第 l 回展示写真( 街を緑に)

の企画について

(3) 第 2回実務に直結した建築工事別説明会

開催について

(4)昭和48年度委員改選について

(5)そのほか

62 建築と社会/1973年 5月号

見学会小委員会

7 日 6 時- 7時半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 堤 副 委 員 長，荒川幹事ほか 5 名

議事(1)2月 lζ 実施した見学会の報告

(2)昭和48年度 5 月以降の見学会企画につい

て

(3) 昭和48年度委員の改選について

(4) そのほか

若い会員の集い小委員会

8 日 6 時- 8 1時半於会館集会室

出 席 者 柳 副 委 員 長，岩永，奥尾，佐々木

西村各幹事ほか 7 名

議 事 第10回よろず相談住宅震について

企画及び資料小委員会の報告

住宅展小委員会

22日 5 時半- 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者生田副委員長ほか 4 名

議 事 第10回よろず相談住宅展の会場計画

編 集 委 員 会

「考人福祉施設特集」編集幹事会

8 日 3 時- 5 s寺於会館集会室

出 席 者 荒 木 兵 一 郎，市川嘉男，社本孝夫

山本正和，吉上鉄也各特別幹事

議 事1) ヨーロッパの都市と建築調査団参加申込 |  議事 6 月号「老人 コミュニ ティ」特集のテ ー

状況報告 I  " ? と執筆者の決定

(2)第 5 回「建築家に話を聞く会」 と「建築 |  委 員 会

と社会」誌、掲載資料作成について 12日 4 11寺- 6 時 於 会 館 集 会 室

(3) i 欧州再開発事業について」のオリ エン |  出席者 彦谷委員長，福田副会長ほか 9名

テー ション 開催準備について |  議事(1) 4 月号= レジャ ーと施設特集経過報告

(4) 昭和48年度第 1回及び第 2回「高層建築 (2)5月号= 大阪国際ピ J レディング特集報告

を考える」の企画について

(5)昭和48年度委員の改選について

(6) そのほか

委 員 会

15日 6 1時- 81時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 大 橋，三品，将11副委員長ほか 4 幹事

訟顎1)各小委員会の事業報告

(2)昭和48年度の事業企画について

(3) 昭和48年度委員委嘱について

(4)そのほか

第 B回若い会員の集い

「ヨーロッパの都市再開発事業について」

20日 6 時- 8 時 於 タ ーネンビノレ 4 階

ゲス ト

竹中工務応大阪本庖

取締役( 元開発計画本部長) 田村真二氏

計 画 設 計 課 長 狩 野 忠正氏

開 発 計 画 本 部 増 弁 慶 二 氏

参加者 45名

若い会員の集い小委員会

「建築家に話を聞く会」編集分科会(1)

23日 6 時- 81時 半 於 会 館 3 階会議室

出 席 者 奥 尾 幹 事，中村主査ほか 2 名

議 朝1) 1 建築家に話を聞く会」の「建築と社会」

誌掲載編集資料作成について

(2)そのほか

住 宅 委 員 会

住宅資料小委員会

7 日 6 1時- 81時 於 会 館 3 階会議室

出席者高野尉委員長ほか 3 名

議事住宅資料の作成について

住宅企画小委員会

8 日 6 時- 8 1時 於 会 館 3 階会議室

出席者恒成副委員長ほか 3名

議事新規事業企画について

委 員 会

14日 5 時半- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 小西委員長ほか15名

(3) 6 月号= 老人 コミュニティ特集

(4) 7 月号作品特集

(5)8月号以降の企画

(6) 来年度の編集委員について

(7)そのほか

(8) 昭和47年度雑誌賀見込報告

大阪国際ピル座談会

13日 5 時- 6時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 大 辻 真 喜 夫，安岡君蔵ほか 2 名

彦谷編集委員長

建 築 デ ー タ シ ー ト委員会

企画分科会

9 日 正午- 2 1時 於 会 結 集 会 室

出 席 者 伊 藤 幹 事，酒井 ・吉村両委員

議 事1)4月号掲載シ ー トの分類番号の確認と建

具工事の項目変更について

(2)防火材料，社名住所欄の変更シートの体

裁について

(3) そのほか

委 員 会

16日 61時- 8 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 ・真潔正副委員長ほか 8 名

議事(1)No. 41 ( 7 月号附録) の発行シ ート について

(2)会員に対する アンケ ート 集計報告につい

て

(3)昭和48年度委員の委嘱について

(4) そのほか

法 規 委 員 会

委 員 会

19日 31時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか10名

議事(1)新用途地域の決定について

講 師 山 本 勝 委 員

(2)昭和48年度委員について

建 材 委 員 会

委 員 会

1  



27日 3時- 41時半於会館集会室

出席者 堀 内，山田正副委員長ほか 5 名

議 事 昭 和47年度の事業報告

昭和48年度の委員及び事業について

見

戸 崎

ザー

. A.  

τE支

塩水港精糖 (株) 大阪工場新築工事見学会

24日 l  時半- 4 時

参加者 20名

設計 ・施工大成建設株式会社

説 明

. A.  

τ"" 

実務に直結した建築工事別説明会 (第 2回)

「最近のウレタン防水及シ ート 防水の材料と

工法について」

27日 1時- 5 時半

於大阪科学技術センタ ー

聴読者 120名

合成高分子材料による ー陸屋根防水について

関 西 大 学 教 授 菅 間 豊 重 氏

「ポリウレタン防水についてJ ーノンタ ーノレ

型一

大日本 インキ化学工業側関西樹脂技術研究所

樹脂技術 7 グルーフ。長吉田重雄氏

ターノレウ レタン 防水材「ミリオネ ー トS Aに

ついて」

保土谷化学工業側中央研究所開発第 2 研究室

課長補佐 林 田 一 成 氏

i A L C版上のシ ー ト防水について」

三ツ星ベルト ( 附建材課技術サービス近畿地区

リーダー 森 井 禎 二 氏

「シ ー ト防水のJ IS ・J ASSの改訂と問題点

鐙紡合成化学附防水事業部長 目黒清太郎氏

、‘ 講 習

4 企』

コヨζ

建築基礎工法と実例講習会

29日 9 時- 1 7時

於大阪科学技術センタ ー

聴講者 126名

建築基礎工法の発展過程

大林組専務取締役谷口 尚武氏

基礎構造の基本計画

工 博 関 西 大 学 教 授 山 日| 邦男氏

深い基礎工法( くい打工法)

竹中工務庖技術課長滝川 昌宏氏

最近の地下工法

大林組技術課長 太 田 進 一 氏

4コ2ヨ:: 勢 委 員 4士Z』玄

ト

委 員 会

15日 正午- 2 時 於 会 館 集 会 室

出席者 小林委員長ほか10名

議事(1)朝食会の入会者状況報告と 4 月以降の諮

師について

(2)会勢伸展な らび1ζ 会勢運営改善について

の報告書! c 対するその後の措置について

(3)次年度委員会へ申送り事項について

(4)そのほか

議事( 1 ) 全日本電気工事組合迷合会の委員会加入

について

(2) 住宅生産業務基準案の標題について

(3)住宅生産業務基準案につ いての各界の意

見

(4)建築設備業務基準についての各界の意見

(5)そのほ か

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

13 日 8 時半- 9 時 半 於新大阪ホテル

出席者 83名

当日は株式会社銭高組社長銭高輝之氏より

「やくざ談義」についてのお話を伺った

4会 連 合 工 事 請 負 契 約 々 款 委 員 会

3月 の 入 会 者 ( 敬称略〕

5 日 2 時- 4 時 於 日 本 建 築 学会

20日 2 時- 4時 於 向 上

議事工事請負契約々款改定について

修本吉也

仁

文谷

松

日

リ

浜

久

弘

全

ベ

ペ

1

1

k

v

 

失

一

雄

員

中

員

隆

久

会

社

会

体

冷

人

部

川

団

蜘

湘

磁

金
建 築 業 務 基 準 委 員 会

6 日 2 時- 5 時 於 日 本 建 築 学 会

1Il IIIIIIIIIIII IJ l llll ll l ll llll l ll llllll ll l ll llll ll l ll tll ¥l llUI IIII lI 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“IUll lJ l l!l!lJ l llllUlJ lll lI lllllUlllllll llllll l lll l llll ll tJ l ll lI ll1川11111111111111'

大阪府泉北ニュータウン一光明池ハウジング・プロジ

ェクト ー第 2 回設計競技募集要項

競技の内容 つぎの 5 競技の建物基本構想

競技A タウンハウス

競技B 幼稚園

競技C 保育所

競技D 近隣センタ ー

競技E 地区センター

公開設計競技応募は乙の 5 種の競技のう ちから 一つま たは二種以上を自由に選んで行な

つ。

主 催 者 ( 社) 日本建築家協会， ( 社) 日本建築学会， ( 社) 日本建築士会連合会

事 務 局 大阪市東区博労町 2 - 41 中博 ヒリレ i H . P .設計競技事務局」

郵便番号 541  電話 0 6 - 262- 18ω 

応 募 資 格 一級建築士

募集要項等の交付 ( 5 磁の競技について合冊したもの)

昭和48年 5 月 1 日( 火) から 6 月15日( 金〉まで

郵送料他事務貨の一部 として い 別円を事務局へ払込む ζ と

審 査 員 会 ( 50音順)

競技A 浦辺鋲太郎( 長) ，納座 正信，久保 貞，住 田 昌 二，内 藤 一 真

彦 谷 邦

競技B ，C 福 田 朝 生 ( 長 ) ，碓 井 隆次，北 口 英 雄，栗原義一郎，山地 英 雄

山西 喜 雄

競技D ，E  市浦 健( 長) ，五百蔵芳明，紙 野 桂 人，川崎 清，富安 秀雄

毛 利 元 敬，山 永 明 博

賞 金 競技A 3∞万円 入賞 3 点各90万円 佳作若干点総額30万円

競技 B 150万円
/ 1  

各45万円
/ 1  

15万円

競技C 同 上

競技 D 3∞万円
11 

各90万円
/ 1  

30万円

競技 E 500万円
/ 1  

各150万円
/ 1  

50万円

競 技 日 程

i司 干:': 1: 童主 技 A  競 技 B ，C  続 投 0 ，E  

募集袈m交付期 H¥J 昭和14 8年 5 Fl  1 日( 刈- 6 月 1 5 日( 翁

主主銭 11I 込受付 WII::I 5 月 1 日- 6 月21 日 5 月 1 13- 6 月18日 5 月 1 日- 6 月15 日

質 疑 受 付 WI Ii ¥1 8 月6 日- 8 月11 日 7 月16 日- 7 月21 日 6 月25 日- 6 日30 日

質疑応答出発送日 9 月10 日ザl 8 月20 日頃 7 月30 日頃

応募図告受付 WIIHI 2 月5 日- 2 月11 日 12月11 日一 12月17 日 10月25日- 10月3111 

入 選 発 表 日 4 月」二七J 2 月」二"，) 12月'1' 11)

63 



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸 rl11:. IJ! 区北長狭通4 . - 1  (兆千11 ビル)

電' " りや1
1戸 ( 331) 0881- 3  

支 l吉 大阪市北区ｾＺｬｊ笠 ｉｉｉｦＵＰ Ｈ 立ビ ル Ｕ j:符 502 り一主)

ｬι 話大 Ｑｾ ｾ ＨＳ ＶＴ Ｉ 2031- 4. 

倉 庫 ￬ｾＱＱ 戸 ￯Ａｮｔｻ［ 区八 ＱＱ 崎 ｪ 函 Ｑ - 5  (' ;[1;;，r
i221 2923)  

関 川Ij 7J( には奥 山 式 作;;rl 絶縁 工 法 を

前回 ＷＱｩＭＭ 悶ｾ帯
新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

本 社

大阪山日長所

名古屋 :h'; 以内i

十L ｾＩ｜Ｎ＠ :l: ｾｊ［ 日 ｩ

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー 1
( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

62  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー |  l  
l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチ ール及アルミサ ッシュドアー・各種 シャ ッター製作施工

其 の 他 曲加工一式

;) 苧 ヲ q イト

リ(J;' ;nlj'!' 火lベiJU'i': 8  - 4 ー 11 '，l!.，li ・03(571) 2703- 4  . 2370 ・4064. 0264

大 P_{ di r. li!: ，'，I!<: nli ，(¥' !' j 凶1) 2 - 3- 1  "正;;，[; 06( 921)  2 4 9 7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 hl i!j 1  ｾ Ｎ ｪ＠ [l 1'，: 小mr 3  3  '，[e;;，[j  052(  81 1)  3  6  6  0  .  3  1  0  4  

札 帆 市 中 央 区 北 三 条 点 l山 J i l '，[e，，，f j  011 (231)  7  5  

( カタログ進呈)

- ー『圃仁『‘ 一

ー

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪i I i ・米 I&j )<:大今1J!. 2丁115許22 ｾｊＧ＠

定 問 ( 981) 061 5  - 061 8  

イ

.( 



電 気 設 備 の 頁

社
A

G

E

 

陽朝

ヰ土

本社営業所

本

2  

1  

キ土

支社 ・支庖

営 業 所

出 張 所

本

五品

京都営業所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高純情五T Fl 二八係 J也 屯話大阪 (202)0325- 9 得

本 社 点 京 高11 千 代 問 医 丙 神 悶 l 丁 FI 4  liI' )也 5

支 社 札 眺 . ( 111 fi . ) L I 内 ・名 古 R . ii;¥ 岡

ｈｾ＠ *  所l I ! l 川 ・ 白 河 町[ 1兵 静 岡 . Ｗｾ 山

会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6注 社

A

Q

E

 

式株業工栗 原

*  
大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビル)

電 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名 古屋 ・舞鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広 品 ・九 州

一一=
一
回{

 

原栗取 締 役 社 長

設 計 ・ 施 工

司'
電 気 工 事

社

工情

興

敏

凡
又事

エ

と

一

川一電

株 式 会 社

社

取締役社長 中 本 正 明

社 大阪市 ｊｉ ，ｸ束ｼ烹 ｾｦＮ 江東之町 三 ｉ 口 li 

Ｎｾ ｵＺ＠ Ｂｉ ｲ ｪ 大阪 ＨｾＩＺｬｬ ) 代 表 7 3 4 1 - :，

0 3 8 8 . 2 1 9 九

大阪市城京区野江点之町二丁目一一也，:ii 大阪 (931)7∞4

11': 良県御所市御 jfil ilfJ 3  6  0  . ，[L"品御所 2

A

Q

一

A
式株

と
一
刈

信 骨

宅，本中

本

夫

大 阪 市 北 区 紛 笠 岡T 5  0  (堂 ピ ル 7 階)

屯 話 (361) 3  6  7  1  (代)

東京r . 11 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 21l H也

1正 話 (671) 1  4  7  8  (代)

川 崎 ・相 模 原 . JW .  NJ. 山

林代点取締役

キ土本

庖支

資 材 倉 庫

奈良営業所

出 張 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 中 自 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1  0  1  - 7  

東京都品 川区西五反回 6丁目 25番 11号( 福 島ピ ル)

電 話 東 京 (491)1746 (492)0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 企 (56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

主土

宿

本

支支

電 機 株 式

取締役社長 嘉 納 伝 三

阪 市 北 区 制1 笠 町 五 O (主主ビ J レ三 階)

';11 止丹 (364)  1  4  7  1  (イ"t)

IIミ京都港区新僑二 一一 六( ニュー新僑ピ J レ七1; 皆)

-;-Il 訴 (504) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ O 帯 地

m J活 (991) 5  1  3  1  ( 代)

戸 ・場l ・千 葉 ・ 字 f，s  "a . 熊

社

A

Q

一

A

電 気 ー 暖 冷 房 ・ 空 間工 事 設 計 施工

宝

社

活

ぷ弘

本)， 

営 業 所J; 可支

群出猿戸斤

ノド
事F営 業 所

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

電 気工 事 ・ 言十装工 事 ・ 設 計 施 工

社

実

大 阪 市 西 氏 北 明 江 上 過 1 r 日6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 ，.!J . Jil .  11; ， ｉ Ｚ Ｚ ｪ • 間

中m 取締役社長

社本

ネ土本

支 庖

営業所
同営業所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

本 永 造

阪 市 北 区 西 招 川 町 1 5  Ifj : 地

￭ｾ ｴￏ＠ ｾｾｬｩ 大阪 ＨＳＶＴＩ 代 Ｓ 0  5  6  

東 京 郎 港区 新械 5 - 3 4 - 6 伺Ａｾビル Ｕ 階

2互 訪 東京 (434) 3848 ・ (431) 制 35

大阪府 ・札 幌 ・名 IJj 版 ・凶円市 ・校 III .  lt. 11J 

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

昆ヨヨ ｾ＠ ｾー ........h. 

竜 i ヌ"¥. "ホ Z巳

代表取締役 山 本 博 三

大阪市北区，t，之!;，¥3 の 3 車ij 日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 悶 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 葛 野 町 2 J 番 地

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

- - 電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

ｾｾ浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2

ｾＱｉ＠ jj舌 大 阪 (362) 8  7  0  

東 京 ・札 悦・名古記・福 岡

旭 川 ・神 戸 ・姫 路・高 松・広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 . i中 縄

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 御 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 ・ 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 - 名 古 屋 - 四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

怯 山 ・ 京 r . rl . 草 津 ・時 間 ・水 島 ・福 岡

A

Q

一

A

山取締役社長

社 大

社

A

Q

一
品工藤工太 陽

ｾ＠

本

日目四林取 締 役 社 長

東 京 支 Jh

大 阪 市 福 島 区 上 福 品 北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  ( 代)

社本

所
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張出

大 阪 市 此 花 区 恩 .rt 南 之 町 7 3  

T E L (06)  462ー 1 3  0  1  (代 )

電力工事本部



空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

衛 生 設 備

空 調 設 備 の 頁

空 気 調 和 - 冷 暖 房 設 備

給 排 水 - 衛 生 設 備

設言|・ 施 工

《長 三建設備工業株家畜社

大 阪 市 北 区 長I 仰 町 6 5 番 地 屯 話 ( 352) 11 3  1  ( 代)

東京都中央区日本橋嘱殻町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

φ  

大阪支底

本 社

支 社

ポ.1;(百Ili 荏l烹z浜松田Iト 2- 7 1! L話 (434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 357 'm話 (302) 2271 ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・徽 浜 ・静 岡 ・京 都 ・神 戸

調空発
--ー

・"‘

-
株式会社。

本社・ Ｍｴ＼ ｲｾｩ 大阪市北区富岡町 ＱＶ ＢＱ詐 ｊ 也 ｾ ｉｉ ｊｦｩ 0 6 - 3 6 3 - 1371  

土 IE11 東京師千代 IE 区仲間小川町 2丁目 l 番地 ;IL. 話 03- 2 9 2ー7751

*，，，Ij li{ di 中村!ι I.i: 小路内 iill 3丁目 9需J也 .;t.t 話 052- 581- 8571 

広 Jゐ 市 紙 屋 町 1 丁目 2 ;品 22号' ; J L，1fi 0822- 47- 4535 

稲 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 泣 訴 092- 76- 3795

ｾＱ ｾ＠ ｉｾ 庁 ￭ Ｚ Ｇ［ 111 .  1，..¥ J! ・ 点 目11 ドjI /; 拒: i I: 

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

大阪市西区民〆刷 1 - 6  0  ｾｉｴ， ｩ ，Ｇ［＠ ( “ 1)  8231代表

点点・: } ' ， 古 ! t . 大 阪 払i 問

札 帆 新 山 仙 台 ー金 沢 ・l崎 山 ・ rz:. I斗

向 松 熊 本

雄 間 航 浜 口 [JI .  ｾＮＺＡｴ凹 ・ 紹介 ー 京町 ＱＱ ・ 神戸鹿児ｽ ， ｽ，

社

底

所県

本

支

営

出 張 所

所

一 一 冷 ・ 媛 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

業工フk
、三主

J 同

株式

会 社⑧ 

設計地工

生

気

7)< . 衛

房 ・4灸

排

冷

給

l暖

株 式

会 社
大阪市大淀区南浜町 3 丁目 1H在地

屯 訴 大 阪 ( 372) 2  8  5  1  (代表)

東京航中央区八丁刷 4 丁目 11番 7 サ

(神谷ビル )

屯 " 丹 東 京 (551) 8  0  4  1  (代表)

fb 取 ー群 馬 ー宇 都 宮 ・君 i It 

J::/ -l' N '  n' ，¥ 問 ・絵 山 ・高 級

本 社

干 5 3  1  

東 京支 ｉ ｬｬｾ

干 1 0  4  

口 研 究 所

大 阪 市 北 区 高 垣 i町 一 屯話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 高11561局4944( 代)

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通六 ノ - ｾｴｬ 話料 Ｑ 戸 ＳＴＱ 局 Ｕ 8  9  2  

平庸口

大 阪 城

城取締役社長

:fJ ｩｪｬｾ＠ )i[r  

新日本空調株式会社

iii3邑

墨画E乙

司& !

ｾ＠

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 ; ;':}:，¥iJUfi 1  - 2  5  ( 新大ピル )

'，I1，;，ri  (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社東京支1;'f 点点目11中央区日本締本石田T4- 2(三井第二別館)

;!i j活 ( 03)  279- 5  6  7  1  (大代)

4河 内 属 九 州 . 12: b;; . 札 帆 ・ 東 海 村 . ｾｴ＠ 1堵 ・ 大 分

水道， f物生 ・l唆冷房 ・其 他1113・コご・1';

設計並ｾ [  

( 旧 蔚 雌 久 孝 司王待 所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田T 1  1 番 地

- m 治 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町 2 の 8 接 地 ( 日本ビル)

';:[L 言舌 来 京 ( 270) 7  4  1  1 番 ( 代 表 )

札帆市南大通西4丁目 l 札帆道銀ピル電話札械 @5756

金 沢 市 開 岡 町 2 番 1 6 サ t 話金沢 @2074

稲 井 市 御 幸 2 の 1 ＱｦｴＺＡ品福井 ｾＲＴＳＶ

高 松 市 2 番 丁 9 tttJ! 高 松 @5195

岡 山 市 大 供 3 8  Ｐ の ｬ 包 括岡山 ｾＵＴＸＶ

所

所

所

所

所

業

業

波

間

取

扱

営

営

出

出

出

帆

沢

作

品

料

山

札

金

制

高

岡

衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

空 気 調 和
創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

芸 誌 斎 藤 省 三 商 庖

本 l吉 東京都千代[ [ J 区丸町内 2 の 4 の 1

大 阪 市 西 区 土 イ 左 堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 441 - 5  1  7  1  

支 庖 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 千葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

丸ビル 6 7  6 -1}  

ilIJi1i 212(f り3751

大同ピル ＶＱＶ ｾｽ

ｾｌＺ話 443世田3361

ｾｵＺ ｮｩ 丹 ＶＸ ＱＨ Ｑ ＱＺＩ ＱＷ Ｘ Ｑ

岡 ・ 千君臨

熊 本

土 佐 織 ilfi l の 1

京 都 市 I*i 区 凶 九 条 容 日 町 48

札 税 名 古 屋 ・ 稲

宇 都 宮 横 浜

大 阪 市 西大阪支I吉

京都支庖

支 l吉

営 換 所

冷 凍 冷 蔵地 盤 凍 結空 気 調 和

z  

話 研 渇 機 械 震 吾 容 主

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郷便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピ J レ8 階) 郵便番号 102

; l L 話東京( 03) 262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

⑧ 

冷 暖 房 Y  各 種 サ ッ シ

給排水 、衛生水道 s  . ! : 民境衛生施設

で[); ｾ ￭Ｎ＠ 1 =、荷 役 巡括投機械

厨 房 r ー一ー可ア 化 学 鉱 山 機 械

三 機 工 業 室 主 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

取締役支底長 j賓川幸 十郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 接地 電話 大 阪 (202) 代，&3071

本 宿 東 京 日 比谷 ー三位ビル

支 底 ｺ 古島、福岡、［ｦ ｌｾ 見、 広，ｧ， 、仙台、白山
出 強 所 十).'iaJ王、 金 沢、 静|湖 、正月総
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空 調 設 備 の 頁

ＱｾＺＭ : $ ; 純白 ・ 空 気 調和 設 備 ・ 給 排 水 衛 生設 備 ・ 塗 装 段 備

・ 蒸気 噴 射式 冷 凍 機 ・ 公害 防 止 関 連 機 器/ 設:n-・製 作 地 E

大気商土

給・排水 ・衛 生 ・消火・ 暖冷房設備

e R i 緊西原衛生工業所大阪底

大 阪 市 大 淀 区 '1' ｩ ｩ ｬｾ 南通 Ｔ 丁目 ＱＱ 電話大阪 ＨＴＵＸＩＳＵＳＱ 番

出 張 所 = 京 郎 ・ 福 岡

( 1日社お 株 式 会 社 建 材 社 )

本u 点京支"'; = * 京 nllrl' 央区銀座 6 - 6 ー 7 @( 572)74 11 代

大 阪 支 1.':=大 阪 市 北 区 中 之 仏 2 - 22 @( 203)3721 代

名 古 屋 支 1，1; = 名占 hl 市中区錦 2 - 2 ー 13 @( 211 )1535 代

:1:¥ ';1， 所 = fL 帆 仙 台 収 rn 金 沢 神 戸 ・向 絵

l:t ｉ［ｉｾ 松山首 Ｇￎ I珂 沖 縄 パノコ' / '7 

平' " 互業株式会社@  

品主4

-← 

H差・冷房 ・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

釜拘
fi!!! 高回 設計 ・施 工

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪急 ピ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 田 区 神 閉 駿 河 合 4 丁目 2 番 地

大阪支府

大阪市西区江戸諏! . i l 宣 2 の 2T E L  (44 1)附 1994 _  ( 443 ) 似) 0331

社本

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

， ｩ 生汁ｾニ脇工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

@ 不 ニ 熱 紅 葉 紘 舎 紅

大 阪 市 南 区 /ll( i1長 町 2 - 5  0  電 話 261 - 2436((り

東京百li 大図区西馬込 1 - 2  - 1  '，[e話 773 - 1231附

銀 座 ー 浜 松 京 郎 神 戸 . f; ;i 問

本 底

東京支底

営 業 所

大 阪 市 北 区 i ;i 川 町 3 0  '，1I ，:吊 ( 364) 6  6  6  1  (代 )

本 社 点 以 何11 千 代 I日 区 丸 ノ 内 3 - 3 - 1(新 点 点 ピ ル )

ｾ ｏＺ＠ ，;市 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  (い: )

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

#，ll. fi 吊 ( 21) 4  4  9  1  

:y，占 屋 市 点 I支 点 門 前 田r 3  - 6  

'，ll. 111吊 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 文 明

:y，占hl 文 J;可

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

空 気 調 和 設 備

せ計施工

換気・除塵設備肉

く mODAI Rコ

社

大阪市西区京国T胤 1 丁目 6 2  ;rr 活 (443) 8161 ( 大代表)

名古屋市 中村 区水主1IIT 1の 1 2 m，活 (54 1)0966(551 )  1655  

東京都港区亦坂 2 丁目 3 - 1  2  

赤 坂 ピ ーク ビル 5 階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生田区北長狭通 7 丁目 l のl 泣 訴 (341) 1778 - 4386 

A

Q

一

A
式株業エ田山

本 社

支 J?i

出蝦所

東 洋 然 工 業 織 式 会 鐙 大 阪 安 倍

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 姻 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 I吉 名 古 屋 ・ 福 岡

、

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 12 田町r 2  0 番 地 の 1

'i ll 新 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間l専 用 ( 691 ) 1045  

大 阪 市 北 区 天 満 締 筋 1 - 37( 天満紙北詰 )

111: 話 (352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 l H T ; ( L諮③7431 - 3  

大 山 市 打 出 浜 13 - 15 電 話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

山 市 栄 町 2 - 1 1 1 f(L結 ③ 3 6  1  0  

設計施工

空 気 調 和 設 備

給 排 水 衛 生 設 備

各種プラント設備

会 社⑨ 

各種送風機 ・風力輸送装置

空調機器類 ・公害防止装置

桝土及京都支庖

設計製作

⑪ 

大 阪 支 底

四 日 市 支 広

大 津 営 換 所

津 営 業 所

ＢｾＹＮシ株 式 会 社

3舎町震H誓13=

<i"'''' 
関西燥房工業株式会社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281 (大 代 )

営業所 東京 ・名古屋 ・広島 ・福岡 工場 和 泉 名 古 屋

テレックス 本 社 No. 562ー7688 和泉工場 No. 538 - 5898 

旧社名

ーーーーーーーーーーーＮＮＮＮ司 ＺｾＺｈｾＺＮ

ーa:電'ー....

③指嵐長調:#ji

、
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島

。

υ

ボ
1)) 

耐 酸

陶器、

セトモノのデノ〈ート

応

大 阪 支 庖

商石理1大杭ー矢

株 式

会 社

大 阪 市 東 区 日 間 析 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

fE 新 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

本社及工場開新築移転

造作 図 閥 室内装飾

ニ葉屋装備工業株式会社

家

ｾｻｬＧＩ＠ 社 寺 数 奇 屋 用 瓦 大 仏 瓦

' )1ムピ 床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 ・… 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

-......rv 内外装用窯変美術タ イル ーー 大 仏 タ イ ル

新発 売 ・・ ・0 ・ー 古代土器調高温〆タイル・ 大 仏 古 代 タ イ ル

ｊ ［Ｇ ｾ＠ 1m 市東山区今熊野大仏池田町 9の 9 07.5( 541)3344 (代 )

東京都渋谷区上限 1 丁目 29の 4 03 (467) 1641 

京 都 清 水 ・ U. I 城・瀬戸

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4号

基材同等 o  0  0  4号

ソ リジットスタ イン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

各種 沢 ｾ

ガラス製品卸問屋 ι l f )

i原八橋セ卜 モノ百貨l苫をご利用下 さい d ノ

思吉田芳雄商庄 ¢コ

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 屯 話 ( 06) 702- 7814- 7  

東 京 事 業 所・ 名 古 屋 出 張 所 ・高 松 出 張 所 ・福 岡 出 張 所

ナニワ媛匂 12ii
3 寸緩句最適軽量7]' 止什( 空葺) 瓦

4  

Boar d  &Sl ate 

-

計胃

Standard 

ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手Lーヲー・ミ〉ホヶル

⑩ 

フ タ パ 需 板

孟

庖|  奉 仕 感 謝 のの

大 4 高木浸入奪11 落 防 止

堅と 耐 震 献 臥

i っ 安 定 経 曇

E 瓦

E 株

霊 式

話会

軍 本土

物 一
三 幸 商 曾

特許申請中・完全滑止タイル

タイル新発売

JI) 淳 窯 - 商 庖

( カタ ロ グ進呈)

サ ン エ ス

s s s  

. . 式

会 枇⑪ 

本 社大阪市北区常 ｉ［Ｚｪｾｴｬｩｬｲ 1  6  T E L  (345)9055( { U，)  

御悦営業所大阪市l I ! : [ 正本田r4- 27  ￭ｾｕ＠ .:;t ビル T E L (252)  3  9  0  6  

航 樹 党 淀 川 大 阪 市 以 l豆 航 掛 2 - 3  6  T E L  (202)  5  2  6  0  

大阪市西区制本田T2 丁目 98番I也( 似本町バス停前)

fE話 大 阪 06 ( 532) 代 o4  6  1  

姫路市北条ロ 126 ilH也( 住友生命保険ピル 3 階)

電 話 販 路0972 ( 82)  0  9  9  9  

68 
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盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ @ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

-・・

防防 煙 火
発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

ステンレス・アルミニウム

防火シャ" ，9 -
武川、 f 異

近代建築の要求する

特 許

11¥俣シャ11' ' 1 - 工業椋式会社大阪支庖

工

イ乍

施

+
a
 

==日

製

設:

対4、

豊 か な経 験 と

最 新 の技術・. .

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 大阪市東区両替町1- 12 日生谷町ビル T E L (943) 6571代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 ( 331) 6171 ・大阪 ( 352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・ 滋 賀 ・京 都 ・ 神 戸 ・福 岡 ・他 全 国 主 要 都 市

h  

69 

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シャッター

ド ア ー ハ ン ガ ー

套22 三 高 製 作 所
本 社 ・ 工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反 図 2 8 0 番 地

ド ア ー• コノサ ッ

• 

曲目i

ス チ ー ル

F 可

h  



d二コt g e mg

送 風 機

株式会 社 谷 山 銭 工 所

営 業 品 目

. L A F 形 リ ミ y 卜ロ ー ド 送 風 機

. V A F 形 11]" 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

・C A F 形 遠 心 式 的 音 'Iilll 流 送 j且リ幾

(午T- ，1午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町二 丁 目 一 番 地

話 大 阪 ( 931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 8 1 4 ) 6  6  5  1  - 3  

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

内外建材株式会社

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 1 - 25 ( 相 生 ビ ル )

T  E  L  (441 ) 3983 - 5 ・4396

大 阪 工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 町 1 - 1  4  1  

T  E  L  ( 962 )  1  1  4  9  

京 都 工 場 京 都 市 東 山 区 山 科. 東 野 井 よ 町

T  E  L 075 ( 581)  0  1  2  6  

'70年代を リー ドする

庖 舗 づ く り の パ イ オ ニ ア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

4

・

s

製 造 直 売 ・すべて工 場 渡 しで奉仕する

Cスザ〈ーマーケッ0 ・ぐ各種専門時

@雲間謀議作ZJ L

円 16 大阪な雪間判官ご司i「ー4

石 綿 セ メ ン 卜 の 最 高 水 準 を 行 く . グ

アスベストパリヤ
As bes t o 8ar r i ev  (硬質石綿板)

( 皐 カタログ)

建 物 内 外 壁 、 間 仕 切 、 天 井 扉 、 電 気 室 、 発 電

所、配電室、製鋼、ガラス工場の壁、 製 糖、

製 油 製 薬工 場 の 床 、 ス カー ト壁 な ど に 最 適。

且

@  

r  

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 の 11 電 話 ( 3 5 1 ) 3 4 4 2・4 0 7 8
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軽 い

シ マ メ タ ル

- 燃 え な い

ラ ー オ ー

腐 ら な い

カケ

材 ・ 谷 樋 練 包 水 切 に

大 島 応 用 化 学

屋 根 材 ・ 壁

ス タ ン ダ ー ド メ タ j レの
東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121 - 5  

1  

|| 皆様の見本室年中見ていただける

A M. I0.0 0 - P.M 5.00 

日曜 ・祝 日 はイ木館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2054 

タイル

常設展示場

Y  

ヤ

ｾｾマ

ｾ￰＠ ，・

3段

〆. " 戸インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

合 s，ZP2・スト-zb

』

_， 

'  • 

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

( 旭化成ミュ- ) レコー卜・セット品 )

- カタログお送りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材工 業 所

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 場 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 (538) 2951- 5. (541)5757- 9  

営 業 所 東 京 ・高 槻 ・明 石 姫路・ 四 国 中 国

、

ot 

1  
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4 竺

Si  

--
つ

，J.議

青 株 式 社

ｾ＠
:a-

原 j歴柏

J  

.  
‘  

y  

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 ( 471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀川区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

4  
防水剤

コンクリー卜用モルタル・

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 綴 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す。

牢A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、

牢セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 坂 類 、 酸 類

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高め、 そ の 防 水 ・ 防 出 効 力 は恒 久 的 で す。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

ｚＲＺ［ＧＭｾＨ セメント起泡剤 ＱＩＮ %"，，: : ' _1. .  漂泊抗エ)

セ メ ン ト 混 和 斉IJ . 肋 材 綜 合 メ ー カ -

223由脂( 1 : 工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15- 1  倉 東 京 (774)  4111代 表

セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・ l腐 朽 を 防 止 しも 作 用 せ ず 、

4  

5・

r  
( 2 1) 5 1 8 9  

(  34 )  7  1  1  1  

(  24 )  0  2  1  3  

(971)  4  7  6  5  

浦

島

問

阪

上

福

盛

大

-

M

e

-

-

M

 

ヨ定械県 一1: 浦 市 大 田T 1  2  1  3  

福 島 県 福 烏 市 下 野 寺 乍 遼 原

岩手県暖[ l f ，J市 南 大 通 3 - 12- 50 

大阪 rl j *成 |ベ * '1' 本 2 - 17 - 26 

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

ご一 報次第

カタログ進呈します
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全く新しい床タイルです

ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が全 く速います。堀 ビ の 他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 し い 共重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た 1IIIj 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レスタイプの床タイルに比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピサロンの持つ

エ ラ ス チ ックで高級 な 質感、すぐれた歩行感は、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 聞 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責 託をもって施工いたします

ピサロンは、材料だけの販売 は い た し ま せ ん。

責 任 施工 の 出来 る 協 組員 が 入 念 な 仕上 げをします。

これからはピサロンの時代です

コ星 ピサロンの新しい色調、 パ ターンは、現代の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松 町の 超高 層世 界貿易

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレ ベ ーター

ホールにも、使用されております。と三星 ピサロ ンと

はその模維がフ ラン スの画家 ピサロのタ ッチに似

ていることから、名付ーけられたものです。

東 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

〈専 用 品〉 ゼ9 日こs

女 規 約 = 333. 3 X 333 .3  X  2 私 9 枚 / m'  

333. 3 X 333. 3 X  3 切1 9 .f文/ m'  

肯 色 数 = 22 色

女 耐li 桁 = 2 弘 j♀品 1，200円 / m'  (300m' 以1: )

3  ｭ Ｏ ｭｊ 平 ｴ，ｾ 1  ，800 II J  /  m'  (300 m' 以上)

小 ｾ ｦｦ ｬ 屋 ［Ｇｊｩ ｊ 噌階 段 ＴＰ Ｅ 尚製 造 元= 田 島 応用 化 工株 式会 社

東京/ 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 の 1 1  

電話 ( 866)  6  1  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

E孟 ( 44 1) 5  9  5  1  
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菱 商 事 株 式 会 社

大阪支社 開発建設部

本 底 干100-91 東京都千代田区丸の内 2- 6  - 3  三菱商事ビル T E  L  03-210-2  1  2  1  

大 阪 支 社 干530-91 大阪市北区堂島浜通| ー15ー| 大阪三菱ビル T  E  L  06-343- 1  1  1  1  

名古屋支社 干450-91 名古屋市中村区広井町 3 - 88 大名古屋ビル T  E  L  052 565 2  1  1  1  

. ご入会のお申込は ・社団法人 日本建築協 会 〒541 大阪市東区北浜3- 37 電 話 大 阪(06)231-9648 ・9649 ・9640 振 替 口 座 大 阪39975番
定価 400 円 (送料共)


